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台湾における小学校英語教育の現状

中　 野　　 聡

Ⅰ　は じ め に

1　日本の小学校外国語活動・外国語科全面実施と文部科学省の動向

　2020年度から小学校における現行学習指導要領の全面実施に伴い小学校 3 、 4 年生の外国語

活動、小学校 5 、 6 年生の外国語科の授業が実施されている。

　2020年の全面実施に向けて、文部科学省（2015b）によれば、「英語力・指導力の高い教員の養

成・採用・研修を一体的に推進」することを目標として掲げ、現職教員対象に「英語教育推進

リーダー研修会」を実施した。これは、リーダーとして選抜された教員が中央研修を受け、そ

の研修成果を各地域の中高等学校は全担当教員対象に、小学校は、地域の中核教員対象に地域

の英語教育の推進を図ることが求められた。

　一方、文部科学省（2021）は、教科指導の専門性を持った教師によりきめ細かな指導と中学校

の学びにつながる系統的な指導の充実を図る観点から、外国語、理科、算数、体育の 4 教科を

優先的に専科指導の対象とすべき教科とすることが適当した。加えて、読売新聞（2024）によれ

ば、中央教育審議会は、教科ごとに専門の教員が教える「教科担任制」を学級担任の負担を減

らし、授業の質を向上させるための高学年（ 5 、 6 年）から、中学年（ 3 、 4 年）に拡大する案をま

とめた。

2 　小学校指導者の取組と現状

　一方、研修の実施も経て、イーオン（2019、2021）の調査によれば、外国語活動、外国語科（以

下 2 つを指す場合は、「小学校英語」とする）に関して、「授業運営がうまくいっているか」を尋ね

たところ英語科に関しては、「うまくいっている」「おおむねうまくいっている」を合わせて

27％、「うまくいっていない」「あまり自信がない・不安の方が大きい」を合わせて33％である。

また、「外国語活動」に関しては、「うまくいっている」「おおむねうまくいっている」を合わ

せて22％、「あまり自信がない・不安の方が大きい」を合わせて24％である。これは、「小学校

教員向け指導力・英語力向上オンラインセミナー」参加者を対象とした調査のため、全国的な

傾向というのは拙速かもしれないが、不安に感じている教員が一定数いることは、確かである。

　また、黒木、藤井、南、湯澤（2024）では、指導者として感じる児童の英語の時間の表れにつ

いて①児童は、少し難しいと感じても、とにかく自分の言いたいことを英語で言ってみたいと
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いう様子。②文字の成り立ちとアルファベット、社会科や家庭科で扱ったゴミ問題など他教科

と英語を関連付けることは、学習内容としても効果的。③児童は、自分がわからないと言いに

くくて、本当はできるようになりたいのに、「自分は、英語での活動はしない」という態度を

とってしまい、苦手になってしまう。④ Small Talk の中間指導で、児童からわからないこと

を引き出すのは、難しい。それを踏まえて、活動の際に日本語を使ったり、言葉に詰まったり

している場面を振り返って、指導者の気づきとして児童と共有している。また、児童の書く振

り返りシートを次時に向けて活用している。などが指摘されている。

　一方、英語嫌いが増えているのではないかという声は、メディアでも取り上げられている。

全国学力・学習状況調査の質問肢調査によれば、その傾向が疑われる。小学校対象の2014年度

調査では、「英語の勉強は好きですか。」という問いに対して「当てはまる」「どちらかといえ

ば、当てはまる」の合計パーセントが76.2％であった。これに対して2023年度調査では、

69.3％となっている。また、中学校対象の調査では、同じ質問肢に対して2014年度は、60.2％

が2023年度は、52.3％に変化している。小学校英語が完全実施された児童が中学校に進学し、

この調査の対象となるのはまだ少し先であること、2020年度の全面実施の年度がコロナ禍で対

面式の授業が十分にできない状況であったことなどから結論づけることは時期尚早であるが、

加藤（2024）も言うように今後も注視する必要がある。

　このように、研修実施し、積極的に英語授業づくりに取り組む指導者にも不安があること、

また全面実施後の児童の課題も含んだ実態が明らかになりつつある。

　小学校英語が始まって 5 年目を迎えた今、よりよくするための工夫が教育行政でも、各学校、

各教員間でも行われていることがわかる。

3 　東南アジアの小学校英語教育の動向

　世界に目を向けると、日本よりも早く小学英語教育を実施している国もある。東南アジアで

は、台湾、中国、韓国が日本より早く、台湾は2001年、中国は2005年、韓国は1997年に実施を

始めている。ただし、山田（2011）、バトラー（2005）によって、実施学年をはじめ、実施状況は、

同一国内でも地域によってまちまちであることが指摘されている。

　こうした日本より先に小学校英語を実施している国は、上で述べた同様の問題があるのだろ

うか。またもしあるとすればどのようにこれらの問題を解決しているのだろうかという疑問が

今回の調査の始点である。

　中でも台湾は、2001年の 5 、 6 年生に対する全面実施より前から多くの地域で小学校英語の

授業が行われていた。台湾は、日本と同じ島国であり、親日家も多く、観光、経済面でも繋が

りも強い関係にある。また、1972年の日中共同声明以降、日本と台湾は正式な外交関係を持っ

ていないが、両国は相互に重要なパートナーとみなし、安全保障や経済などの分野で協力を深

めている。The Economist Intelligence Unit（2021）では、台湾は「改善の進む絶対的な民主主

義」であると評された。民主主義体制とは、統治者が自由かつ公正で、競争的な選挙を通じて
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選ばれる政治体制と捉えるなら、台湾、日本共に民主主義を掲げる国であり、アメリカとの友

好関係を重視している。そうしたことから、授業を比較的自由に参観し、小学校英語教育に関

する意見交換も率直にできる関係にある。そこで、今回は、小学校の英語の実態について調査

することとした。

Ⅱ　台湾の小学校に英語教育が導入された経緯と現状

1　導入の経緯

　台湾は使用言語について、その歴史の中で大きな変化を経験している。1600年代にオランダ

は台湾島の南方から、スペインは、北方から侵入し、貿易拠点として、台湾で大きな影響力を

持つことになった。その後、鄭成功がオランダ軍を破った。1885年には、中国の省となるが

1895年日清戦争に負けて、下関条約によって台湾は日本の領土となった。本名（2002）によれば、

日本の統治によって、学校教区制度の整備、農業改革と産業の拡大、工業化政策、学術調査な

ど台湾の近代化に貢献したという見方もできる。一方、游、周（2022）によれば、日本語を「国

語」とする共通語として、若い台湾人エリートは、日本語を通して新しい知識を吸収した。そ

れまで福建省南部から移住してきた人が話す閩南語を全体住民の約 7 割、客家系を 1 割強、そ

の他オーストロネシア語族がいくつかあり、互いに通じ合わない状況であった。それが、日本

語を「共通語」にすることによって互いに意思疎通ができるようになった。具体的に言えば、

家庭ではそれぞれの母語を使用し、学校、職場では「日本語」を使うという状況である。

　その後、日本の敗戦により、1945年以降は、「北京語（台湾華語ともいう）」が台湾の「国語」

となった。1949年には蒋介石率いる国民党軍が台湾に来て、「外省人」（本土から来た人）と呼ば

れ、それまでも台湾にいた人を「本省人」と呼び区別した。この時代、倉本（2022）によれば、

「多くの台湾人たちは、公共空間で苦労して学習した日本も母語である台湾語（あるいは他のエ

スニック言語）を使うことができず『沈黙の世代』として長らく口をつぐみ続けること」になっ

た。吉田（2022）によれば、「台湾語は家族や友人といった親しい人同士の私的な場面、台湾華

語は学校の授業や職場の会議といった公の場で使用される。」というのが、わかりやすい説明

であると言う。

　その後、1971年に中華人民共和国が国際連合に加入したことに伴い、台湾は国際連合を脱退

した。正式な国交はないが、アメリカとの関係の強化、貿易国として外国と交渉するツールと

して台湾にとって英語は重要性を増した。2016年には、台湾政権は、「新南向政策」を進めた。

この政策は、ASEAN10カ国、南アジア 6 カ国、オーストラリア、ニュージーランドの18の目

標国と人材、資金、技術、文化、教育などにおける双方向の交流を拡大し、次第に「経済共同

体意識」を確立していこうとするものである。

　また、齋藤（2021）によれば、「新住民」の存在も看過できない。この「新住民」は、1990年

代以降主に東南アジア（ベトナム、タイ、インドネシア、マレーシア、ミャンマー、カンボジア、フィ
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リピン）や中国・香港などから台湾籍の男性との婚姻や労働などを目的として台湾に移り住ん

だ女性移民を指す。この新住民の 2 世が2010年頃には、進学、就職する年代となっている。

　加えて、2018年には、2030年より台湾を中国と英語のバイリンガル国家にする政策を閣議決

定した。ここでは、初中教育でのバイリンガル教育に関して「学習は知識や技術の習得に限定

せず、学習を生活と結びつけるように留意する」（中岡：2022）として幅広い英語教育を行おう

としている。

　一方で同じ年に「国家言語発展法」が成立した。齋藤（2021）によれば、2017年度現在の人口

比率と主な使用言語は、外省人＝約13％・中国語、本省人＝約70％・台湾語（閩南語）、客家人

＝約15％・客家語、先住民族（台湾原住民族）＝約1.8％・16民族の先住民族語である。これは、

台湾におけるすべてのエスニック・グループの使用する言語と台湾手話を「国家言語」と定め

て、その伝承、復興、発展を保障することで台湾における言語文化の多様性を尊重し、どのエ

スニック・グループの言語も平等であることが確認されている。バトラー（2005）は、英語の代

わりに台湾語を公用語にすべきという意見もあるが、エスニック言語を公用語化することで中

国を刺激すること、特定にエスニック言語を公用語化することで国内のエスニック・グループ

間の緊張が高まってしまうことなど台湾の複雑な政治社会情勢にその因を探る仮説を述べてい

る。

　こうした社会的背景を踏まえながら、台湾では、「課程標準」を教育課程の基準としてきた。

それは、「課程を編成する準則であり、各教育段階の学校における教育の目標を確立し、各科

目の過程の発展の方向を計画するとともに、実施の方法を定めることを旨とする」と定義され、

幼稚園から高級中学及び高級職業学校の段階において制定される。この総則では、各教育段階

における目標、科目と時間数、課程の編成、教材の編纂と選択、授業の実施、評価方法が示さ

れている。一方、科目別の課程標準では、教育の目標、授業時間の配分、教材編纂の綱要、実

施の方法が詳細に示されている。

　この起源は、1929年の「小学課程暫行課程標準」にさかのぼり、最後の改定となる1993年ま

でに、 7 回の全面改定と 1 度の部分改定が行われた。2000年に義務教育段階の 9 年間をまとめ

た「国民中小学九年一貫課程暫行綱要」が制定された。これは、それまでの「国民中学課程標

準」と「国民小学課程標準」を 9 年間一貫の精神を大切にして改定されたものである。この

「国民中小学九年一貫課程暫行綱要」は2001年に実施され、2003年には、正式な「国民中小学

九年一貫課程綱要」となった。

　小学校英語は、この「国民中小学九年一貫課程暫行綱要」によって必修化された。それ以前

には1993年「国民小学課程標準」では、「外国語」を「団体活動」として「スポーツ」「音楽」

「美術と工作」「言語」「科学」「レクリエーション」の 6 つのカテゴリーの「言語」に例示さ

れた。このことをステップとして必修化に伴う全面実施もスムーズに進んだ。

　2019年には、「十二編国民基本教育課程綱要（以下「十二年課程綱要」）」が全面実施されている。

これは、小・中・高の一貫教育を導入し、高校までの授業料無料、非強制的進学および入試免
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除などを基本として実施されている。ここでは、第二外国語のカリキュラム以外に閩南語、客

家語、先住民諸語に加えて、新住民の言語も母語教育というカリキュラムに含まれることに

なった。

2 　現状

　現在台湾小学校では、2019年に正式実施されている「十二年課程綱要」に基づいて実施され

ている。この綱要は、国民小学校から高等学校までの12年間を意識して、基本理念として①自

主行動：自己管理と自己成長を重視、②溝通互動（日本語訳：コミュニケーションと交流）：効果的

なコミュニケーションと協力、③社会参与：社会的責任と市民意識の育成を掲げている。課程

目標としては、学生が多様な知識とスキルを身につけ、社会で活躍できるようにすることを目

指す。陳（2021）によれば、「今回の改定は、コンペテンシー（核心的素養）重視のカリキュラム展

開を目指すもので、それぞれの学校が、学校を主体としたカリキュラムを作成するように奨励

している」。また、「学校教育は、児童生徒の学習の動機と情熱を引き出し、児童生徒が自己を

開発して、他者、社会、自然と協調する能力を培うように支援しなければならないことを意味

している。また、児童生徒が、命の意義を学び、体験したことを活用して実践し、社会、自然、

文化の持続可能な発展に寄与したいとの願いを抱き、互いの共存共栄を求めるようにしなけれ

ばいけない。」と言う。

　教育部は、児童生徒の発達を支援するために 4 つの教育課程の目標を示している。それは、

「潜在能力の最大限の発揮への啓発」「生活力の育成」「キャリア発達の促進」「市民としての

責任感の涵養」である。これらの目標を達成するために、「キー・コンペテンシー（核心素養：

人が現在の生活に適用し、未来に立ち向かうために必要とされる知識、能力、態度）」を小・中・高校

で育てていくことを目指している。

　小学校の英語の目標は、①英語を使って簡単な会話ができるようにすること、②リスニング

とスピーキングの強化：英語の音声に慣れ、基本的な表現を聞き取ったり話したりできるよう

にすること、③文化理解の促進：英語圏の文化や習慣について学び、異文化理解を深めること

である。これにより、児童が英語を使って自分の考えや気持ちを表現できるようになることを

目指している。

　教育内容としては、①聞くこと：ア．簡単な指示や質問を理解する。イ．短い会話や物語を

聞いて内容を把握する。②話すこと：ア．自己紹介や簡単な質問に答える。イ．日常的な表現

やフレーズを使って会話する。③読むこと：ア．簡単な単語やフレーズを読む。イ．短い文章

や物語を理解する。④書くこと：ア．簡単な単語やフレーズを書く。イ．自己紹介や簡単な文

章を書く。と定めている。

　指導方法としては、①体験学習：ア．ゲームや歌、ロールプレイを通じて楽しく学ぶ。イ．

実生活に関連した活動を取り入れる。②視覚教材の活用：ア．絵カードやビデオを使って視覚

的に学ぶ。イ．デジタル教材を活用してインタラクティブな学習を促進する。③協働学習：ア．
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ペアやグループでの活動を通じてコミュニケーション能力を育む。イ．クラス全体でのディス

カッションや発表を行う。④反復練習：ア．繰り返し練習することで定着を図る。イ．フラッ

シュカードやリズムを使った練習を行う。⑤基本的なコミュニケーション能力の育成：ア．簡

単な会話や日常的な表現を学ぶ。イ．英語の音声やリズムに慣れ親しむことを重視する。

　これらの方法を通じて、子どもたちが英語を使って自分の考えや気持ちを表現できるように

なることを目指している。

Ⅲ　台湾の小学校訪問

1　訪問の目的

　以上のことを踏まえて、台湾の小学校訪問により英語教育の現状を観察、分析、また指導者

との対話によってその特徴を理解し、日本の小学校英語教育への示唆を得たいと考えた。特に

以下の点について興味をもって訪問することとした。

（ 1 ）�授業は、小学校ごと、学年ごとにどのような工夫がされているか。それは、「十二年課程

綱要」に示された目標や指導方法を意識したものか。

（ 2 ）�どのような教科書をしようしているのか。また、教科書以外の教材は、どのようなもの

を使用しているのか。

（ 3 ）�指導者の英語力、英語指導力を高めるためにどのような研修をしているか。

2 　訪問時期

　2024年 2 月26日（月）から 3 月 1 日（金）まで

3 　訪問場所

（ 1 ）�台南市A小学校

（ 2 ）�台南市B小学校

（ 3 ）�台北市教員養成C大学

4 　調査方法

（ 1 ）�小学校訪問、授業参観について

　ア�．学校の概要、カリキュラム（学年による週当たりの授業時数、使用教科書など）について説明

を受ける。

　イ�．授業を参観する。参観に際しては、ノート記録とビデオ記録をする。

　ウ�．ノート記録に基づいて、疑問に感じたこと、意図がよくわからなったことについて質問

を極力授業直後にする。

　エ�．後日、ノート記録とビデオ記録の見直しによって、各授業の特徴について表にまとめる。
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項目は、① No. ②授業学年③授業者④科目⑤テーマ⑥具体的な内容⑦授業の特徴⑧優れた

点・疑問点・提案⑨その他である。

（ 2 ）�教員養成大学訪問について

　ア�．小学校英語の指導者になるためのプログラムについて説明を受ける。

　イ�．A小学校、B小学校の授業参観を通して疑問に感じたことも含め台湾における小学校教

育について質問する。

Ⅳ　調査結果の概要　

1　小学校

（ 1 ）�2 小学校（A小学校、B小学校）で 3 日間の訪問で10の授業を参観した。授業参観の学年、

学習テーマは表 1 の通りである。

　　 �やや数に偏りがあるのは、限られた日程の中でできるだけ多くの授業を見たいという要

望に応えていただいた。教科としての英語授業と他の教科内容を英語で指導するバイリ

ンガル授業を参観した。

（ 2 ）�A小学校では、校長から学校として英語教育への取組について説明を聞いた。また、偶

然にC市から来校した補導団（推薦されたメンバーで構成され、英語の指導研究を行うメンバー）

と話す機会を得て、英語専科教員の指導力向上のために実施している研修概要を聞いた。

（ 3 ）�B小学校では、英語の主担当から学校の目指す英語教育の在り方について説明を聞いた。

（ 4 ）�B小学校で授業参観した授業者との懇談の機会を設定していだき、経験や意見を聞いた。

表 1 　「授業参観学年、授業名一覧」

学年 英語授業 バイリンガルクラス

参観数 学習テーマ 参観数 学習テーマ

1 なし 2 ・�海の動物と亀の体のつくりについて
知ろう。

・私にできることを表現する。

2 なし 1 ・算数の立体について学ぶ。

3 1 ・時間の言い方に慣れる。 なし

4 1 ・�時刻の表現　尋ね方、答え方を学ぶ。
What time is it? It’s 00:00.

なし

5 1 ・単純現在形と現在進行形を学ぶ。 1 ・�健康を保つためにどういう姿勢に気
を付ければいいだろうか。

6 1 ・What do you do after school?
　go + ing、play を使った表現を学ぶ。

2 ・�リサイクルを意識して紙づくりを体
験しよう。

・�ラグビーボールを使って競争ゲーム
を楽しもう。英語で応援してみよう。
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2 　教員養成大学訪問について　

（ 1 ）�責任者をはじめ 5 人の先生方から、小学校における英語教育指導者になるためのプログ

ラムについて説明を受けた。また、個々の先生方の活動の話を聞いた。

（ 2 ）�質問事項として次の点について話を聞いた。

　ア�．バイリンガル教育を推進することについて、どう考えるか。賛成、反対でも立場の表明

をできたらしてほしい。また、これを進めることの効果、危惧されることなどがあれば教

えていただきたい。

　イ�．多くの小学校が、小学校 1 年生から英語教育を行っている。この効果、危惧されている

点があれば教えていただきたい。

　これだけの授業観察と一度の教員養成大学の訪問から、多くのことを語ることは、難しい。

これまで、台湾小学校英語の具体については、開隆堂（2013）、笠原（2013）、中岡（2022）などで知

ることができるが、その数は決して多くない。今回、 2 つの小学校の具体的な授業等から台湾

の小学校における英語教育の現在の特徴を具体を通して記録することに一定の意味があると考

える。

Ⅴ　結果および考察

　主に、授業参観（資料「A 小学校、B 小学校授業参観記録」参照）を振り返って、特徴的な点とそ

れに関する考察を述べる。

1 　 1 年生から英語の授業が実施されている

　 2 つの小学校（今後別けて述べる場合は、A小学校、B小学校とする）は、小学校 1 、 2 年生は、

週に 2 時間「バイリンガルクラス」が実施されている。教科書はないが、別の科目の学習内容

を意識して、指導者は教材を作っている。授業 No.6 では、 1 年生児童に海の絵を描かせる課

題が前時から出されていた。児童は、それぞれの用紙に Island、Cave、Ferry Boat を書き入

れ、クレヨンで彩色もしている。その後、指導者はウミガメの体の部位について英語で説明す

る。ウミガメの拡大図や鳥などほかの動物との比較ために入念なスライドが作られていてスラ

イドを見ながら児童は学びを深めている。

　授業 No.7 では、 1 年生児童に I can …. I am good at …. などの表現に慣れ親しむことを目

標としている。スクリーンに「何かをすることが得意な人」の絵が、12分割されたカードに

よって隠されている。12枚のカードには、 1 から12までの番号が書かれている。児童はチーム

対抗で、取り除いてほしいカード番号を英語で言い、絵の一部からでも何が得意なのかを英語

で言い当てることができたら勝ちとなるゲーム形式の活動おこなった。後半、指導者は、 9 つ

の活動の絵が描かれたワークシートを配布し“I want to try….”を使ってみようと英語で指

示する。具体的には、“Now I can’t dance But I want to try dancing.”と英語で語り掛ける。
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児童はほぼやるべきことを理解して言えるようになってくる。

　授業 No.2 では、算数の立体にかかわる学習を英語で行う。指導者は、スクリーンに三角形、

立方体などを映し出して、“What is this shape?”と語りかける。また、面が face、辺が side、

頂点が vertex（複数は vertices、または vertexes）であることを学習するためにスクリーンのその

部分に赤丸をしたり、三角錐などの立体を準備したりして児童の立体への理解を深めていった。

　これらの授業から 1 、 2 年生から英語を使って授業をすることが確認できた。内容的にも一

定の難度を持ったものである。教科書はないので、指導者のスライドや指導者の作成したプリ

ントなどを教科書に代えている実態が確認できる。

　B小学校では、自主作成教材をテキスト化している。また、家庭学習教材として Parents-

kids Daily English Conversation を作成・活用している。例えば Book4　Week 8では、Mom/

friend: Are you Okay? Kids: I have a headache. Mom/friend: Let me take your temperature.

と会話文が上段にあり、中段には診察を受けている小学生の絵、下段には I can read! と文が

あり「にこにこマーク」が20個ある。一番下には、家族の確認欄がある。家で読んだり、会話

練習をしたりすることに保護者もかかわる方策の一つである。Mom の役割が Dad、Taxi 

driver、Librarian に変わっていく。母親だけでなく、父親も英語学習に関わるきっかけとも

なっている。

2 　授業中における英語使用量が豊かである

　どのクラスも説明や指示を含めてほとんど英語で授業は進行する。今回の参観では、中国語

を使っている場面が 3 種類あることに気づく。 1 つ目は、主に英語を指導する指導者ではなく

クラス担任などが中国語で指示する場面である。授業 No.6 では、担任が「もうすぐ授業が始

まります。準備し席に着きましょう。」と指示している。また同じ担任が児童の描いた絵を写

真に撮りながら、「よく頑張った」「上手にかけた」などの声をかけている。授業 No.10 では、

担任が新たな準備運動の指示を中国語で行っている。また、主に英語で授業を進める英語ネィ

ティブ教員がゲームの進め方について英語で説明する。その後、担任は児童がゲームスタート

の位置についた段階で、ゲームの確認を簡単に中国語で行っている。

　一方、中国語を使用する場面の 2 つ目として、主に英語で指導する指導者が中国語を使う場

合もごくわずかにあった。その一つ授業 No.4 では、授業の最初に指導者自身が「声が出にく

くて体調がすぐれないが、コロナではないので。」という説明を中国語でした。その直後に英

語で“I have a bad cold now. I don’t have COVID-19.”と英語で言う。そして 指導者が、「調

子が悪い人にどう聞きますか」と中国語で尋ね“What’s wrong with you?”と言うと説明する。

すると多くの児童が“What’s wrong with you?”と指導者に対して言う。指導者は、“I don’t 

have fever. I have running nose.”と答えるという場面である。英語だけで説明して意図が伝

わらず健康面での不安を感じさせたくないという授業者の意図を感じた。

　 3 つ目も同じく英語で指導する指導者が中国語を使用する場面である。授業 No.4 では、「単
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純現在形と現在進行形の違いを学ぶ」ことが本時の課題である。「現在進行形は、be 動詞と一

般動詞の後ろに～ ing が付くことや、習慣を表す時は、一般動詞だけでよいことなどを中国語

で 説 明 す る。 こ の 際、 英 語 の 例 を 提 示 し、 そ の 違 い を“Present Simple”、“Present 

continuous”と英語で言ってからの説明となっている。授業 No.8 では、“Be healthy”が本時

のテーマであり、健康のためにどういう姿勢に気を付ければいいか、またバックパックの背負

い方について何に気を付ければいいかが学習内容である。説明の中で英語も交えながら、「今

日は、よい姿勢と、悪い姿勢について考えていこう」「rounded shoulder、hunchback は、姿

勢としてよくない。」「このバックがもう少し高い位置になればよい姿勢になる。」「よい姿勢を

保つための練習として頭の上に乗せた本を落とさないように歩く練習をしよう」などの指示は

中国語で行われている。この授業での英語による説明、指示が80％は超えていると感じるが、

ここは授業内容として大切で伝えておきたいという場面で指導者は、中国語で確認したい気持

ちになっているようである。

　英語使用量を増やす努力も見られる。児童が中国語でつぶやくと、指導者は、英語に言い直

している場面もいくつも確認できている。授業 No.1 では、英語の授業があるのは何曜日の何

時から何時までかという話題になった。そこで、指導者が“Please tell me another one.

Thursday.”と言うと児童の一部が「Thursday は、何曜日だったかな？」と中国語で言った

ため、指導者は、“Monday, Tuesday, Wednesday, Thursday, Friday”と月曜日から言い直し

て児童に思い出させようとしている。授業 No.3 では、指導者は、このクラスの児童が映って

いる水泳の様子の写真を映し出して“Go swimming”と言う。児童の一人が、中国語で「自

分が映っている。」という発言をすると指導者は、“You?”と写真の一人を指さしている。授

業 No.5 では、指導者が牛乳パックを持つ一人の児童を意識しながら児童全体に、“She has 

this waste. Teacher 00（指導者自身の名前） drinks milk. I finished the milk. How do you do with 

this waste?”と言う。牛乳パックを持っている児童は、中国語で「リサイクルするところに

もっていくか、洗って入れ物にする。」と言う。指導者は、“OK. She take it outside for 

recycling. Or wash it, and put pen in it.”と言い直す。これらは、児童の中国語使用を受けて

指導者が英語に言い換えたり、英語で反応したりすることで児童にも英語でコミュニケーショ

ンをとる方向へ導いく意図を感じる。

3 　専科教員の活躍

　A小学校、B小学校では、すべての英語授業を専科教員が行っている。授業によっては、担

任が一緒に指導にあたっていることがある。授業 No.2 では、学級担任は、集中力のなくなっ

ている児童に注意を促したり、配布資料の過不足の調整をしたりしている。授業 No.3 では、

担任が授業の成り行きを見守っている。授業 No.6 では、 1 年生のクラスということあってか、

担任が折々に指示を中国語で行っている。全体に対してしたのは、 2 回、個別には、励ましも

含めてすべての児童に対して 1 回ずつはしている程度の頻度である。授業 No.8 では、担任が
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補助者として、グループ活動などの場面で励まし、助言をしている。授業 No.10 では、体育の

時間で学級担任が若い男性教員であることもあってか、専科教員と同程度に指導に関わってい

る。中国語による発言は、専科教員の 5 分の 1 程度である。

　文部科学省参考資料（2018）によれば、台湾の小学校は一般に学級担任制だが、現在、英語科

の多くは、専科教員が担当している。これは、2001年に小学校に英語が必修科目と導入された。

その際に、小学校の英語教員をどのように確保するかが問題となった。そこで台湾教育部は、

1999年に専科教員採用試験を実施した。 5 万人が受験し、合格者約3500人。この合格者のうち、

英語技能の研修（240時間）、国民小学校で英語教員となるための教職単位の取得（120時間）、教育

実習を 1 年受けて正式に英語専科教員になったのは、最終的に約2000人であった。

　こうして採用された教員も様々な指導法に関する学びを深めている。教育部（1999年）では、

「国民小学英語教員の研修カリキュラム」として発音練習、文法練習、会話練習、リスニン

グ・スピーキング練習、小学校英語教材指導法、英語授業の見学と実習、児童の外国語習得、

英語発音指導、英語指導計画、英語評価、チャンツと歌の指導などを挙げている。

　今回授業参観した10クラスの授業者は、生き生きと授業に臨み、継続的に研修を続けている

者が多い。B小学校の専科教員Dは、「自分自身の英語力を高めるために、長期休暇には海外

で短期の語学研修に参加している。」と言う。また専科教員Eは、「専科教員であれば、英語の

教材づくりに専念できる。一度作ってものを反省に基づいて手直しすること、児童の様子を見

ながら実情に合わせて変えていることができる。」と語った。専科教員は、「小学生の中には英

語はいやだという者もいる。それは、指導者の指導の仕方とかかわり方の問題ではないかと思

う。」とも語った。

　日本における小学校英語を専門の教員が教える「教科担任制」にすることで、学級担任の負

担を減らし、授業の質を向上させることにつながることを実感する。台湾の教科担任制は、日

本でのそれの実施方法の参考になる点がある。

4 　ネィティブ（母語話者）教員の活躍

　英語母語話者が指導者として活躍している。授業 No.6 では、カナダ出身の男性教員が主な

担当として「海の生き物やカメの体のつくりについて知ろう」という授業を行っている。この

授業に関して、スライドづくり、配布プリントづくりをはじめ、授業をほぼ一人で進めている。

　授業 No.10 では、オーストラリア出身の男性教員が主な担当として「ラグビーボールを使っ

た競争ゲームをしよう。英語で応援してみよう。」という授業を行っている。準備体操の指示、

ゲームの進め方の説明、英語の応援の掛け声などすべて英語で行っている。担任は、準備体操

についても、ゲームの進め方についても時折、必要に応じて中国語で語っている。

　A小学校では、カナダ人男性 1 名、アメリカ人男性 1 名、フィリピン女性 1 名の計 3 名が常

で勤務している。B小学校は、オーストラリア人男性 1 名、オーストラリア人女性 1 名、カナ

ダ人女性 1 名の合計 3 名が勤務している。
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　文部科学省（2018）によれば、台湾では、①保護者など民間が資金を出して、ネィティブ・ス

ピーカーを学校で雇用することが多いこと、②2004年から国としてカナダ、イギリス、アメリ

カから採用を始めたこと、③台湾の英語教員の就職の機会を奪わないために学士以上の学歴、

出身国で教員資格を有していることなどを基本的条件としていること、④台湾人の英語教員を

支援し、教授法や教材開発等の学習活動の手助けをすることなどが言われている。

　A小学校、B小学校ともに上の④に関しては、文部科学省（2024）に示された「ALT は基本

的には担当教員の指導のもと、担当教員が行う授業にかかる補助をする。」と文面上の意図は

類似している。しかし、A小学校、B小学校におけるネィティブ教員の授業に関する積極的な

かかわり方は、日本の小・中学校で一般的にみられる授業、あるいは文部科学省（2024）による

「文部科学省 mext チャンネル 外国語」に例示されている授業には見られないものである。

台湾のネィティブ教員は、授業を進めていくことに深くかかわり主体的に指導に関わっている

様子がうかがえる。

5 　ICT 機器の活用

　A小学校、B小学校ともに教室前面には、ホワイトボードとコンピュータに接続されたスク

リーンが設置されている。そのため、授業者はコンピュータを接続すれば、あるいはメモリー

スティクを持ち込めば、自作の画像やインターネット上の動画などを比較的容易に視聴するこ

とができる環境が整えられている。

　具体的活用事例として授業 No.1「時刻の表現、尋ね方、答え方を学ぶ」では、Google 

Earth を使って、三次元でイギリスロンドンの Big Ben が映し出された。マスコットのペンギ

ンが映りこんでいて、“Where is Penguin? Do you like to take a picture with Penguin?”と指

導者が児童に語り掛ける。その後、指導者は、小学校の近くになる名所 Amping Fort も同じ

ように映し出して、クラスみんなで訪問しているような気持にさえさせている。

　授業 No.2「立体について学ぶ」では、最初正方形が 2 次元で示される。スライドに△の絵

を映し出して“In 2D shape, How about this one?”と尋ねると児童は、“Triangle”と答える。

Triangle の文字もスクリーンに表示される。直後に指導者は、“In 3D shape, what is this?”

と尋ねると児童は、“Pyramid shape.”と答える。このように授業中における使用頻度や内容

に違いはあるが、授業 No.10 体育バイリンガル以外のすべての授業でスライドが使用されてい

る。教員Dは、「最初に作るのは、それなりに時間がかかる。しかし、一度作ると次回からは

少しの改善で済ませることができるので思ったより便利で今は欠かせない。」と語っている。

また教員Eは、「YouTube などで使えるものがないか探すといろいろなものが見つかる。児童

も興味を持ってくれるのでありがたい。」と発言している。

　授業 No.3「What do you do after school?」では、水泳をしている動画の上に go swimming

と書かれている。指導者は、“Don’t forget this one. Mm”とmが 2 つかさなることを指摘する。

指導者は、担当するこのクラスの児童が映っている水泳の様子の写真を映し出して“Go 
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swimming”と言う。自分やクラスメイトが映っているため児童は、集中力を高めている。具

体的には、中国語で自分が映っているという発言をすると指導者は、“You?”と写真の中の一

人を指さす。指導者は“go swimming. Say together.”と言うと多くの児童が復唱している。

　授業 No.9「時間のいい方に慣れる」では、絵本 What’s the time, Mr Wolf? を活用して時間

の言い方に慣れ親しんでいる。YouTube で公開されているこの絵本の読み聞かせ動画を活用

している。具体的には、指導者が映像を 1 ページ分ずつ見せる。指導者は、見せた直後に

“What is Mr wolf doing?”“Is Mr Wolf well behaved or naughty?”と児童に尋ねる。このた

め映像上の絵本の読み聞かせを聞いた後、その読み聞かせ内容（絵の情報も含む）について英語

専科教員と児童がやり取りしている形が自然に作り出されている。

　もう一つ ICT の活用機会として児童用にタブレットが準備されている。授業 No.1 では、一

人 1 台のタブレットコンピュータが準備され、後半自分の 1 日の生活スケジュールにいて“I 

go to school at seven forty.”などと打ち込んでいる。全員がある程度できたところで、児童

の作成した画面を前のスクリーンに大きく映し出して、他者と共有している。

　授業 No.9「時間の言い方に慣れる」では、全体で読み聞かせと Mr Wolf の一日の生活につ

いて全体で確認をする。その後、 2 名に一台のタブレットが貸し出される。そこには、表 2 の

ような画面が表示される。それぞれの枠内の絵や文字は自由に動かすことができるので、正し

い配列になるようにペアで相談しながら決めている。正しく並べ替えができたと思ったペアか

ら音読する。音読は一人ずつ行い、タブレットに録音する。この録音は、授業後に指導者が確

認する。

表 2 　「授業で使用されたタブレット上に示された表のイメージ」

時計 時計 7:00 時計 6:00 時計 3:00 時計 9:00 時計11:00

Wolf の行動
の絵

ベッドで起き
上がる絵

本を読んでい
る絵

幼稚園に行く
絵

夕食を食べて
いる絵

昼食を食べて
いる絵

英語の表現 It’s time for 
dinner.

It’s time to 
get up. 

It’s time to 
read a book.

It’s time for 
playschool.

It’s time for 
lunch.

　『十二年課程綱要』でもデジタル教材を使って、インタラクティブな活動をすること進めて

いる。武藤他（2024）では、台湾の小学校において「児童がインタラクティブな学習体験を通じ

て AI ツールの効果的な使い方を習得し、技術スキルと問題解決スキルを向上させる」取組を

紹介している。文部科学省（2017）では、「児童が身に付けるべき資質・能力や児童の実態、教

材の内容などに応じて、視聴覚教材やコンピュータ、情報通信ネットワーク、教材機器などを

有効に活用し、児童の興味・関心をより高め、指導の効率化や言語活動の更なる充実を図るこ

と」としている。こうしたことを考慮すると、A小学校、B小学校の事例は、日本の小学校英

語で参考とできる要素を含んだものである。
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6 　英語授業とバイリンガル授業の役割分担

　バイリンガル授業が、他の教科と関連付けた内容重視の英語使用を伴なう授業である。一方

で、A小学校、B小学校では、英語の授業は、文法シラバスで構成されている。

　授業 No.1 英語科「時の表現」をテーマとして、“What time is it? It’s 00:00.”を学んでいる。前

時までに文法の説明はされているので、この時間は、練習をする時間として位置づけられている。

　授業 No.3 では、「What do you do after school?」をテーマとして、go jogging、go camping、

go swimming、go hiking などは、go＋一般動詞 ing となること、swimming は、mが重なる

ことなど、いくつかの例を挙げながら帰納的に理解をさせている。

　授業 No.4「単純現在形と現在進行形の違いを学ぶ」をテーマとして、現在進行形は、be 動

詞＋一般動詞 ing となること、run の場合は、running とnが重なること、write、dance の場

合は、eが取れて、ing を付けることなどが問題を解きながら説明されている。

　授業 No.9「時間の言い方に慣れる。」では、絵本を使って、What time is it? It’s 00:00. It’s 

00 O’clock. It’s time for…. It’s time to …. などの使い方を学んでいる。

　ある文法事項を学ぶ場合、その文法事項を含んだ様々な活動を行っている。白畑（2019）は、

「文法項目や語彙がどのようにコミュニケーションの中で使用されるかを直接教えないという

点で批判されることもある」と述べている。渋谷（2013）によれば、一般動詞の過去形、be 

going to/will を使った未来形、接続詞 when なども教科書で扱われている。今回の調査では、

コミュニケーションを意識した使用場面も豊かに準備されている。その一方で、かなり細かな

ところまで説明があり、ノートに説明事項を毎回整理して書くことで知識が蓄積されることを

目指している。また、書くことについてもコンピュータに入力することも含めて盛んに取り組

んでいることがわかる。

7 　ペア、グループ活動による授業への積極的参加

　A小学校、B小学校では、ペア活動、グループ活動が頻繁に行われている。授業 No.8「Be 

healthy　健康のために」では、バックパックの正しい背負い方についてペアで確認しあう場

面があった。ここでは、互いの姿勢を見合い、タブレットで撮影し合っている。また、猫背に

ならないために、胸を開く、肩を広げること大切であるという確認をした後に、グループごと

に壁を利用し猫背になっていないか確認しあっている。

　授業 No.2「立体について学ぶ」では、大きなテーブルのある特別教室での授業のため、当

初から 5 チームに分かれて座っている。児童からの発言が、班のポイントとなることもあって

か、児童は積極的に発言する。また、一人 1 セットの 4 色カードをもっており、指導者は、全

員に選択肢の中で正しいものを色で答えるよう指示している。具体的には、スクリーンに四角

形が示されそれぞれの頂点に色が付けられている。この頂点のことを何というか赤 side 青

angle 黄 vertex 緑 face から選ぶように指示する。全員の児童が黄 vertex を掲げたので、指導

者は、“Amazing”と言って全員ができたことに感心し、すべてのチームに100ポイントずつ
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加点する。

　授業 No.9「時間の言い方に慣れる。」では、「ICT 機器の活用」の項でも取り上げた通り、

ペアで相談しながら時刻、動作、英語表現を正しく並べる活動に取り組んでいる。ここでは、

ペアになった一方がタブレットを扱うので、もう一方がそれを見守り、多くはないが、指さし

で「それは、こちらではないか。」とアドバイスしている様子が確認できる。その後、英文を

読み上げる活動もペア順番に行っている。この読み上げは、 2 人 1 台ずつタブレットが渡され

ているので順番に読み上げているが、誤り訂正をする場面が見られない。

　授業 No.10「ラグビーボールを使って競争ゲームを楽しもう」では、男女別でクラスを 2 つ

のグループとした。不規則な動きをして転がるラグビーボールをグループ全体で意識し、走者

にできるだけ素早く渡そうと努力している。また、英語による応援のかけ声は、多くはないが

声はかけている。

　渡邉（2001）では、ペア・グループ活動によって学習者の活動量が多くなること、互いに聞き

合い確かめ合う機会となることが期待されるという。また、ドルニェイ（2005）は、協力する場

面では、互いに義務感、道義的責任感が存在し、ほとんど何もしないで、他者の行動の利益を

得る「ただ乗り」の可能性が減じることという。一方で、樋口（2017）は、グループ活動には参

加できない子どもや相手を過剰に意識したり、普段とは普段とは違うペアとなると相手やメン

バーに当たると落ち着かなかったりという表れをする子どもがいるという指摘もある。辰野

（2009）によれば、解決の成功・失敗がグループの成員にかかっているときには、不注意とか軽

率はグループによって非難されるので、すべての者が注意深く考え、能率的に作業しようとす

るため動機づけを高めると述べている。また、グループ学習では、そこに含まれる人間間の相

互作用の型（協力的、競争的、個人的）が動機づけに影響する。しかも、それは学習課題の種類に

よって異なるとする。

　今回の調査では、ペア・グループ学習に馴染めずにいる児童は確認できなかった。日ごろか

らこのような活動を頻繁に行っていること、専科教員だけでなく担任が児童の表れをよく観察

して支援していることが影響しているのかもしれない。

　また、学年により、関連する教科によりペア、 5 人組、男女別など様々な型がとられており、

条件によりこれらの活動に変化を付けていることが認められる。

8 　バイリンガル教育

　バイリンガルクラスというのは、先に述べた通り、2030年より台湾を中国と英語のバイリン

ガル国家にする政策を打ち出したことで、バイリンガル国家を目指すことも意識して名づけら

れたものである。政府の政策では、「エリート学生の養成」と「全ての若者の英語のコミュニ

ケーション能力の向上」という 2 つの目標を掲げている。

　白畑（2019）によれば、二言語使用者とした場合、 2 つの言語を両方とも母語者と同等に使用

できる者とする最大定義から 2 つ目の言語は少しでも使えればよいとする最小定義までの幅が
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考えられている。また、子どもの頃からの 2 言語使用者と大人になってからの 2 言語使用者を

それぞれ、early（child）bilingual、late bilingual という。

　台湾の小学校での英語教育は、early bilingual であり、その目標から簡単な会話、基本的な

表現を使って自分の考えや気持ちを表現できるようになることを目指しているので、 2 言語使

用者の最大定義と最小定義の中間を目指していると言える。バイリンガル教育については、バ

イリンガルサイエンス研究所（2021）は、トーマス　バック博士のインタビューから 4 つのメ

リットを挙げている。①メタ言語意識：さまざまな言語における言葉の働きを予測しやすく、

異なる言語の類似点や相違点を見つけ、より意識的に言語学習に取り組める。②社会的認知：

異なる人が異なる意識を持っていることを認識できる。他者の視点を想定し、その行動を予測

する能力の習得が早くなる。③実行機能：注意を払う対象を選択し、注意する対象を切り替え

る能力に優れる。④意思決定：目の前の感情から距離を置くことができ、より理論的な意思決

定が可能になる。などである。

　A小学校、B小学校ともにすべての授業は、90％以上が英語で行われている。また、英語科

以外の授業内容を英語で行っている。

　小学校 1 、 2 年生は、英語科の授業はないが、A小学校、B小学校は、バイリンガルクラス

トとして英語で授業を行っている。授業 No.2 では、「立体について学ぶ」を Bilingual Math

と名付けている。数学を英語を使って学んでいる。授業 No.6 では、「亀の体のつくりについて

知ろう。」をカナダ人ネィティブ教員が行っている。授業 No.7 では、「I have talents.」と題し

て I can…. I am good at …ing. の表現に慣れ親しみながら、自分のできること、自分のよさに

ついて認識する授業が行われている。

　カリキュラム作成に関して学校の独自性が認められているためこのような授業が展開できて

いる。A校長先生は、「英語を聞く、話すという使う経験に基づいて、英語に慣れていること

が大切である。小学校 3 年生から授業をするだけでは、英語に触れる時間が少ないと思う。保

護者の早く始めることを望んでいる。そのため本校では、 1 年生からバイリンガルクラスをし

ている。」と言われた。

　原田（2019）によれば、最近日本でも注目を集めているイマージョンプログラムは、バイリン

ガル教育の一形態である。その具体例として「内容重視の教育（CBI（Content-Based Instruction））」、

「内容言語統合型学習（CLIL（Content and language Integrated Learning））」などがある。これは、

教科の内容を学習しながら、体系的に言語も学ぶという方法であり、内容中心でいくのか、言

語中心でいくのか、その間には無数のバリエーションがある。

　A小学校、B小学校の授業における指導者と児童の英語使用率は、断然指導者の方が多く、

今回参観した授業は、指導者と児童の英語使用合計を100％とした場合、いずれも70％以上が

教師の英語による語りかけ、説明である。A小学校、B小学校ともに Bilingual Class と英語

クラスがある。Bilingual Class では、他の教科の内容を学習するために難しい単語が使用され

る場面がある。授業 No.2（ 2 年生）で扱う vertex、授業 No.6（ 1 年生）で扱う shell と scute の違
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いなどがその例である。児童はこれらの語彙を理解して、質問に答えたり、クイズに解答した

りしているので、児童の受容語彙として学んでいることがわかる。CEFR の CAN―DO リスト

も文部科学省（2017）日本では、「話す」を 2 つに分けて「やり取り」と「発表」としている。

今回の調査では、児童は「話す」場面よりも「聞く」場面の方が多く、指導者も話すことを促

すことがほとんどない。授業 No.10「ラグビーボールを使って競争ゲームを楽しもう。」で EN

指導者は、応援をしようと語り掛ける。“While playing, I encourage your spirits. Go go.”と

言うのがその場面である。

　多くの授業が話すことにこだわらないのは、原田（2019）がいう「年齢相応の教科学習による

外国語使用」であり、 1 年生の算数を外国語で学ぶ場合、その内容は子どもの認知レベルに

あっているという。算数の理解は認知的に負荷の高い活動なので、聞いて学習内容を理解する

ことが多いバイリンガルクラスでは、話すことにこだわりはないということかもしれない。

　C大学教員に、教員養成の立場から大学教員はこの動きをどう考えるか意見を求めたところ、

こうしたバイリンガル教育に対応できる教員の養成を図っていること、現職教員でも長期休み

にオーストラリア、フィリピンなどの英語使用国に短期で英語研修に自費で行く教員もいるこ

となどが確認できた。一方で、内容重視の bilingual 教育を実施する際にその教科の専門性を

高めなくてはならないので、学習内容は難しくなる高学年におけるバイリンガル教育を行う指

導者の力量形成をどのように図るかは課題となっている。S教授は、「私の専門である音楽に

ついて英語で講義することはできるけれど、小学生とはいっても他の教科を教えるとことは大

変難しいと思う。」と言われた。

　授業 No.2「立体について学ぶ」では、世界の国々の建物の形に注目して立体を意識して各

国特有の建物を描く活動をする。指導者は、北極地帯では、イグルー、インドネシアではボー

トハウス、モンゴルのユルト、日本の三角屋根の木造建築が紹介される。その説明で「日本は

雪が多いから屋根は斜めである。」「モンゴルでは、毎日移動する。」という指導者の説明は十

分ではないのではないか。内容に関してどこまで教えるべきかは、難しい課題であり、専科教

員に様々な教科に関してどこまで専門性を高めるべきなのかは、今後議論されるべきである。

Ⅴ　お わ り に

　 2 つの小学校における10の授業参観だけで台湾の小学校英語教育は、このようであると語る

ことはもちろんできない。しかし、学校や先生方と児童の努力に敬意をもって、これらも台湾

における英語教育の一面であるということ記録することにした。

　今回の授業参観から、① 1 年生から英語教育の実施、②授業中における豊かな英語使用、③

専科教員の活躍、④ネィティブ（母語話者）教員の活躍、⑤ ICT の活用、⑥英語授業とバイリン

ガル授業の役割分担、⑦ペア、グループ活動による授業への積極的参加、⑧バイリンガル教育

への意欲を持った取組などが明らかになった。これらの中で、各学校の設備の拡充や専科教員
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の指導力向上のヒントとなることが感じられる。

　今回は、台湾南部の都市での調査であったが、建内（2007）の大都市、地方都市、離島の教育

格差の記録などから台湾の他の地域の小学校の英語教育に実態についても調査をしたいと考え

る。また、東南アジアの英語教育を先進的に進めているマレーシア、韓国、ブータンなどの小

学校英語教育について、英語としての指導、英語を使って内容を学ぶバイリンガルなどさまざ

まな取組について実態を調査したい。
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の

特
徴

 
〇

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
上

手
に

活
用

し
た

授
業

で
児

童
の

集
中

力
が

よ
く

保
た

れ
て

い
た

。
〇

ス
ラ

イ
ド

を
こ

の
よ

う
に

整
え

れ
ば

、
他

ク
ラ

ス
、

次
年

度
も

活
用

が
で

き
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

疑
問

点
△

 
提

案
？

 

○
ほ

ぼ
指

示
は

、
英

語
で

通
し

て
い

る
。

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
が

巧
み

に
使

わ
れ

て
い

て
、

児
童

も
す

る
こ

と
が

理
解

で
き

て
い

る
こ

と
が

伝
わ

っ
て

く
る

。
 

〇
数

字
の

復
習

の
活

動
で

は
、

つ
づ

り
を

⾔
わ

せ
る

。
⾔

え
る

人
は

少
な

い
が

、
意

識
は

高
ま

る
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

○
Go

og
le 

ea
rth

の
活

用
は

、
児

童
の

集
中

力
を

高
め

て
い

る
。

ま
た

、
世

界
の

い
ろ

い
ろ

な
と

こ
ろ

に
目

を
向

け
て

、
ど

こ
に

あ
る

の
か

、
そ

れ
ら

が
ど

の
く

ら
い

の
大

き
さ

の
も

の
な

の
か

を
立

体
的

に
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
○

児
童

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
扱

い
に

慣
れ

て
い

て
、

よ
く

使
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

。
 

○
指

導
者

の
英

語
力

が
高

く
、

さ
り

げ
な

く
児

童
の

間
違

い
を

リ
キ

ャ
ス

ト
し

て
い

る
。

 
○

最
後

に
“W

ha
t t

im
e i

s i
t n

ow
?”

 と
聞

い
た

の
に

対
し

て
何

人
か

の
児

童
が

“It
’s 

te
n 

fif
te

en
.”と

答
え

る
。

一
人

に
児

童
が

It’
s b

re
ak

 tim
e.と

い
う

。
意

味
が

分
か

っ
て

英
語

が
使

え
て

い
る

場
面

。
 

△
こ

の
時

間
に

す
べ

て
を

正
確

に
と

い
う

こ
と

は
目

的
と

し
て

い
な

い
の

か
と

も
感

じ
る

添
付
資
料
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が
、

fo
rty

, f
ou

rte
en

, s
ev

en
ty

, s
ev

en
te

en
な

ど
の

定
着

は
不

十
分

な
段

階
で

あ
る

。
 

△
終

末
の

時
間

を
⾔

う
場

面
で

は
、あ

ま
り

多
く

の
児

童
が

⾔
え

て
い

る
と

は
い

え
な

い
。  

そ
の

他
 

・
指

名
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
に

よ
る

ラ
ン

ダ
ム

指
名

を
活

用
し

て
い

る
。

 

・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

打
た

ず
ス

ク
リ

ー
ン

に
集

中
す

る
た

め
に

手
を

頭
に

置
く

と
い

う
の

は
日

本
で

も
行

わ
れ

て
い

る
の

か
。

 
 No

. 
２

 
授

業
学

年
 

２
年

生
 

授
業

者
 

専
科

教
員

 
女

性
 

担
任

の
先

生
（

女
性

）
が

補
助

教
員

と
し

て
指

導
に

参
画

 
科

目
 

生
活

中
的

測
量

超
連

結
Bi

lin
gu

al 
M

ath
 

テ
ー

マ
 

立
体

に
つ

い
て

学
ぶ

 
具

体
的

な
内

容
 

○
グ

ル
ー

プ
テ

ー
ブ

ル
が

設
置

さ
れ

た
特

別
教

室
で

授
業

が
行

わ
れ

る
た

め
、

最
初

か
ら

５
グ

ル
ー

プ
に

な
っ

て
い

る
。

 
○

指
導

者
は

、中
央

に
は

ス
ラ

イ
ド

が
映

る
準

備
が

な
さ

れ
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

左
に

は
、２

/2
7と

い
う

日
付

と
５

つ
の

グ
ル

ー
プ

名
を

書
い

て
あ

る
。

日
付

を
指

さ
し

な
が

ら
“W

ha
t d

ate
 is

 it
 to

da
y?

”と
全

体
に

尋
ね

る
。児

童
は

、机
の

上
に

あ
る

教
材

や
同

じ
グ

ル
ー

プ
に

な
っ

た
他

の
子

ど
も

た
ち

と
の

や
り

取
り

に
や

や
気

持
ち

が
向

い
て

い
る

た
め

か
返

答
は

な
い

。
 

○
指

導
者

は
“L

oo
k a

t m
e, 

Te
ac

he
r○

○
（

指
導

者
名

）
”と

⾔
い

、
児

童
が

先
生

の
方

を
向

い
た

と
こ

ろ
で

“G
oo

d m
or

ni
ng

, e
ve

ry
on

e.”
と

挨
拶

す
る

。
児

童
は

、
“G

oo
d m

or
ni

ng
,”と

元
気

に
反

応
が

あ
る

。
 

○
指

導
者

は
、

“T
od

ay
 yo

u w
ill 

be
 a 

lit
tle

 ar
ch

ite
ct.

 Y
ou

 w
ill 

bu
ild

 a 
ho

us
e. 

No
t t

od
ay

. B
efo

re
 

th
at,

 yo
u w

ill 
lea

rn
 so

m
et

hi
ng

.”と
⾔

う
。

 
○

指
導

者
は

、
ス

ラ
イ

ド
に

□
の

絵
を

映
し

出
し

“W
ha

t i
s t

hi
s s

ha
pe

?”
と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

”It
 is

 
a s

qu
ar

e.”
と

答
え

る
。

画
面

に
Sq

ua
re

と
い

う
文

字
が

表
示

さ
れ

る
。

 
○

指
導

者
は

、
“In

 T
hr

ee
 D

(d
im

en
sio

n:
筆

者
追

記
) s

ha
pe

, w
ha

t w
ill 

it 
m

ak
e?

”と
児

童
に

尋
ね

る
と

“C
ub

e”
と

大
き

な
声

で
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“O
K.

 It
 is

 a 
cu

be
 in

 3D
 sh

ap
e.”

と
確

認
す

る
。

 
○

同
じ

よ
う

に
指

導
者

は
、

ス
ラ

イ
ド

に
△

の
絵

を
映

し
出

し
て

“In
 2

D
 sh

ap
e, 

Ho
w 

ab
ou

t t
hi

s 
on

e?
”と

尋
ね

る
と

児
童

は
、

“T
ria

ng
le”

と
答

え
る

。
Tr

ian
gle

の
文

字
も

ス
ク

リ
ー

ン
に

表
示

さ
れ

る
。

 
○

指
導

者
は

、
“In

 3D
 sh

ap
e, 

wh
at 

is 
th

is?
”と

尋
ね

る
と

児
童

は
“P

yr
am

id
 sh

ap
e.”

と
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“G
oo

d j
ob

. I
t i

s a
 p

yr
am

id
 sh

ap
e.”

 
○

指
導

者
は

、
“L

et
’s 

re
vie

w 
th

e p
ar

ts 
of

 th
e c

ub
e.”

と
⾔

い
な

が
ら

、
立

方
体

の
図

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

す
。

面
、

角
、

線
の

部
分

に
矢

印
が

付
い

て
い

る
。

“D
o y

ou
 re

m
em

be
r t

hi
s p

ar
t?

”と
尋

ね
る

と
児

童
は

“S
id

e”
と

答
え

る
。

そ
の

文
字

も
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

さ
れ

る
。

 
○

指
導

者
は

、
角

の
部

分
を

⻘
⾊

で
示

し
、

“W
ha

t is
 th

is 
pa

rt？
”と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

”V
er

te
x”

と

答
え

る
。

 
○

指
導

者
は

、
“F

ou
r s

id
es

 a
nd

 fo
ur

 v
er

tic
es

”と
⾔

い
な

が
ら

、
面

を
⻩

⾊
く

し
て

“W
ha

t  i
s t

hi
s 

ye
llo

w 
ar

ea
?”

と
尋

ね
る

。
児

童
は

、
“F

ac
e”

と
⾔

う
。

 
○

指
導

者
は

、
“O

K.
 L

oo
k a

t t
he

 di
ce

.H
ow

 m
an

y s
id

es
 fo

r a
 cu

be
? L

et
’s 

co
un

t.”
と

⾔
う

。
“H

ow
 

m
an

y 
sid

es
？

”と
二

回
繰

り
返

す
。

児
童

は
考

え
て

い
る

。
絵

を
指

さ
し

な
が

ら
考

え
て

い
る

児
童

も
い

る
。

指
導

者
は

、
実

物
の

大
き

な
サ

イ
コ

ロ
を

手
に

持
ち

、
“W

ill 
yo

u t
ry

? W
hi

ch
 te

am
?"

と
⾔

う
。

手
を

挙
げ

た
チ

ー
ム

が
複

数
あ

っ
た

が
、1

0か
12

に
意

見
が

分
か

れ
た

。指
導

者
は

、“
Ar

e y
ou

 su
re

?”
と

⾔
う

“T
ea

m
 2,

 co
m

e h
er

e.”
と

⾔
う

。一
人

の
児

童
を

指
名

し
て

大
き

な
サ

イ
コ

ロ
の

sid
eを

数
え

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

○
指

名
さ

れ
た

児
童

は
、

最
初

座
っ

て
数

を
数

え
始

め
る

が
、

指
導

者
は

“C
an

 y
ou

 st
an

d 
up

? 
Ca

n  
yo

u s
tan

d u
p?

”と
繰

り
返

し
⾔

い
な

が
ら

立
つ

よ
う

に
促

す
。

児
童

は
前

に
出

て
、

大
き

な
サ

イ
コ

ロ
を

持
ち

な
が

ら
、

早
口

で
⾔

お
う

と
す

る
。

指
導

者
は

、
“N

o,N
o, 

on
e, 

tw
o, 

th
re

e”
と

ゆ
っ

く
り

の
⾔

い
方

を
示

し
て

“T
ry

”と
⾔

う
。

児
童

は
、

ゆ
っ

く
り

と
個

所
を

さ
わ

り
な

が
ら

数
え

て
い

く
。

指
導

者
は

、
“T

we
lve

. I
s i

t O
K?

”と
⾔

う
と

多
く

の
児

童
が

“Y
es

.”と
答

え
る

。
 

○
指

導
者

は
、立

方
体

の
ve

rti
ce

sの
数

を
数

え
さ

せ
よ

う
と

“H
ow

 m
an

y v
er

tic
es

 fo
r a

 cu
be

? L
et

’s 
co

un
t.”

と
⾔

い
な

が
ら

、
ス

ク
リ

ー
ン

で
も

こ
の

文
字

を
示

す
。

児
童

の
多

く
が

、
“e

igh
t”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“s
ix,

 s
ev

en
, e

igh
t?

 A
re

 y
ou

 s
ur

e?
 e

igh
t?

”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“L

et
’s  

co
un

t 
to

ge
th

er
.”と

⾔
い

、
ス

ラ
イ

ド
の

頂
点

に
つ

い
て

児
童

が
数

を
⾔

う
ご

と
に

数
字

を
表

示
し

て
い

く
。

8で
あ

る
こ

と
の

確
認

が
で

き
る

。
 

○
指

導
者

は
、

続
け

て
“H

ow
 ab

ou
t f

ac
e?

 H
ow

 m
an

y f
ac

es
 fo

r a
 cu

be
?”

と
尋

ね
る

。
児

童
の

何
人

か
は

”S
ix”

と
⾔

う
。指

導
者

は
、“

Tw
o, 

fo
ur

”と
⾔

う
が

、多
く

の
児

童
が

“S
ix”

と
大

き
な

声
を

出
す

。
指

導
者

は
、

ス
ラ

イ
ド

に
答

え
６

fac
es

と
示

す
一

方
で

、
“P

lea
se

 tr
y.”

と
⾔

っ
て

か
ら

、
一

人
の

児
童

を
指

名
す

る
。

児
童

は
前

に
出

て
面

を
指

さ
し

な
が

ら
、

“O
ne

 tw
o t

hr
ee

 fo
ur

 fi
ve

 si
x”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“T

ha
t’s

 ri
gh

t. 
O

K.
”と

⾔
う

。
 

○
指

導
者

は
、

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
絵

を
示

す
。

“W
ha

t i
s t

hi
s?

”と
⾔

う
と

数
人

の
児

童
が

“P
yr

am
id

”と
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“H
ow

 m
an

y s
id

es
 fo

r a
 p

yr
am

id
?”

と
尋

ね
る

。
一

人
に

児
童

が
“S

ev
en

”と
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“A
re

 y
ou

 su
re

?”
と

⾔
う

と
、

何
人

か
の

児
童

が
“E

igh
t”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“L
et

’s 
co

un
t.”

と
⾔

い
な

が
ら

、ス
ク

リ
ー

ン
の

sid
eの

数
を

数
え

な
が

ら
、⾊

を
変

え
て

い
く

。8
で

あ
る

こ
と

に
納

得
が

い
っ

た
様

子
で

あ
る

。
 

○
指

導
者

は
、“

Ho
w 

m
an

y v
er

tic
es

 fo
r a

 py
ra

m
id

?”
と

尋
ね

る
。多

く
の

児
童

が
“F

ive
”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“A

re
 yo

u 
su

re
? L

et
’s 

co
un

t t
og

et
he

r.”
と

⾔
っ

て
、

ス
ク

リ
ー

ン
を

見
な

が
ら

数
を

数
え

て
い

く
。

画
面

上
で

そ
れ

ぞ
れ

の
ve

rte
xに

数
字

を
振

る
の

で
わ

か
り

や
す

い
。

 
○

指
導

者
は

、
三

角
錐

の
模

型
を

示
し

て
“H

ow
 m

an
y v

er
tic

es
?”

と
尋

ね
る

。
多

く
の

児
童

が
“F

ou
r”

と
⾔

う
。指

導
者

は
、一

人
の

児
童

を
指

名
し

て
前

に
出

て
数

え
る

よ
う

に
⾔

う
。児

童
の

数
え

方
に

よ
っ

て
“F

ou
r”で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
 

○
指

導
者

は
、

“T
he

 bo
tto

m
 of

 th
is 

py
ra

m
id

 is
 tr

ian
gle

.”と
⾔

い
、

ス
ク

リ
ー

ン
の

四
角

錐
を

見
な
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が
ら

“H
ow

 m
an

y f
ac

es
?”

と
尋

ね
る

。
児

童
の

多
く

は
、

“F
ive

”と
答

え
る

。
四

角
錐

の
解

法
図

を
示

し
て

“H
ow

 m
an

y t
ria

ng
les

? F
ou

r t
ria

ng
les

. T
he

 bo
tto

m
 is

 a 
sq

ua
re

.”と
確

認
す

る
。

 
○

“It
 is

 F
un

 T
im

e. 
Pl

ea
se

 sh
ow

 yo
ur

 an
sw

er
 w

ith
 co

lor
 ca

rd
.”と

⾔
い

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

の
カ

ー
ド

が
籠

の
中

に
入

っ
て

い
る

こ
と

を
示

す
。ス

ラ
イ

ド
に

は
、⾚

い
紙

の
上

に
三

角
形

、⻘
い

紙
の

上
に

正
方

形
、

⻩
⾊

い
紙

の
上

に
円

、
緑

の
紙

の
上

に
⻑

方
形

が
示

さ
れ

て
い

る
。

指
導

者
は

、
“E

ve
ry

bo
dy

 ca
n g

et
 th

es
e c

ar
ds

. H
ur

ry
 up

.”と
⾔

う
。

児
童

は
、

各
自

が
4種

類
の

カ
ー

ド
が

あ
る

か
確

認
を

し
な

が
ら

整
え

て
い

る
。

“A
re

 yo
u 

re
ad

y?
 R

ais
e y

ou
r h

an
d.

” 
“T

ea
m

 3
, a

ll 
stu

de
nt

s 
ar

e r
ea

dy
. 1

00
 d

oll
ar

s.”
と

⾔
い

な
が

ら
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

の
チ

ー
ム

3の
下

に
10

0と
表

示
す

る
。

次
々

他
の

チ
ー

ム
も

整
え

た
の

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

に
10

0
と

い
う

数
字

が
書

き
込

め
ら

れ
て

い
く

。
 

○
指

導
者

は
、

“T
ea

ch
er

 sa
y s

om
et

hi
ng

, p
lea

se
 ra

ise
 yo

ur
 co

lor
 ca

rd
.”と

⾔
う

。
ス

ク
リ

ー
ン

に
四

角
形

が
示

さ
れ

そ
れ

ぞ
れ

の
頂

点
に

⾊
が

付
け

ら
れ

て
い

る
。

指
導

者
は

、
“W

ha
t a

re
 th

ey
?”

と
⾔

い
な

が
ら

、
こ

の
頂

点
の

こ
と

を
何

と
い

う
か

⾚
sid

e⻘
an

gle
⻩

ve
rte

x緑
fac

eか
ら

選
ぶ

よ
う

に
指

示
す

る
。

全
員

の
児

童
が

⻩
ve

rte
xを

掲
げ

た
の

で
、

指
導

者
は

、
“A

m
az

in
g”

と
⾔

っ
て

、
全

員
が

で
き

た
こ

と
に

感
心

す
る

。
す

べ
て

の
チ

ー
ム

に
10

0ポ
イ

ン
ト

ず
つ

加
点

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、ス

ク
リ

ー
ン

に
3角

形
を

示
し

、そ
れ

ぞ
れ

の
sid

eに
⾊

付
け

し
て

、“
W

ha
t a

re
 th

es
e?

”
と

尋
ね

て
、

⾚
sid

e⻘
an

gle
⻩

ve
rte

x緑
fac

eか
ら

選
ぶ

よ
う

に
指

示
す

る
。

す
べ

て
の

児
童

が
正

解
し

た
の

で
、

“V
er

y G
oo

d.
”と

⾔
い

な
が

ら
す

べ
て

の
チ

ー
ム

に
10

0ポ
イ

ン
ト

ず
つ

加
点

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

立
方

体
を

示
し

、
面

に
つ

い
て

“W
ha

t i
s t

hi
s p

ar
t?

” 
と

尋
ね

て
、

⾚
sid

e⻘
an

gle
⻩

ve
rte

x緑
fac

eか
ら

選
ぶ

よ
う

に
指

示
す

る
。

こ
れ

も
全

員
が

正
解

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

2D
三

角
形

を
示

す
。

“In
 3D

, W
ha

t i
s t

hi
s?

” 
と

尋
ね

て
、

⾚
cu

be
⻘

cir
cle

 ⻩
py

ra
m

id
 緑

tri
an

gle
か

ら
選

ぶ
よ

う
に

指
示

す
る

。
一

チ
ー

ム
以

外
は

正
解

す
る

。
間

違
え

た
チ

ー
ム

は
⾚

cu
be

を
選

ん
で

し
ま

っ
た

。
⾚

カ
ー

ド
に

は
三

角
形

が
書

い
て

あ
る

こ
と

に
影

響
を

受
け

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

立
方

体
を

示
す

。
“T

hi
s i

s t
he

 q
ue

sti
on

. H
ow

 m
an

y 
fac

es
 fo

r  a
 

cu
be

?”
と

尋
ね

て
、

⾚
２

 ⻘
５

 ⻩
６

 緑
８

か
ら

選
ぶ

よ
う

に
指

示
す

る
。

こ
れ

は
、

す
べ

て
の

チ
ー

ム
が

正
解

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

三
角

錐
を

示
す

。
“H

ow
 m

an
y v

er
tic

es
 fo

r a
 py

ra
m

id
?”

 と
尋

ね
て

、
⾚

２
 ⻘

５
 ⻩

６
 緑

7か
ら

選
ぶ

よ
う

に
指

示
す

る
。

こ
れ

は
、

す
べ

て
の

チ
ー

ム
が

正
解

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

Pu
t y

ou
r c

ar
ds

 ba
ck

 in
to

 th
e b

ox
と

表
示

す
る

。
中

国
語

で
カ

ー
ド

を
箱

に
戻

す
よ

う
に

と
伝

え
る

。
“Y

ou
 ar

e r
ea

dy
. R

ais
e y

ou
r h

an
d.

”と
指

示
し

、
で

き
た

チ
ー

ム
に

10
0ポ

イ
ン

ト
ず

つ
書

い
て

い
く

。
 

○
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

M
IS

SO
N

と
表

示
し

、
“N

ow
, i

t’s
 M

IS
SO

N 
Ti

m
e. 

Lo
ok

. L
ist

en
”

と
⾔

う
。

児
童

は
、

“L
oo

k. 
Li

ste
n”

と
繰

り
返

す
。

指
導

者
は

、
“N

ow
 yo

u a
re

 lit
tle

 ar
ch

ite
ct.

 L
et

’s 
bu

ild
 a

 3
D

 h
ou

se
.”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

、
建

築
中

の
家

と
複

数
の

建
築

家
の

写
真

を
示

す
。

“T
he

y 
ar

e 
ar

ch
ite

cts
.”と

画
面

を
指

さ
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

ス
ク

リ
ー

ン
に

は
W

E  

W
O

RK
 A

S A
 T

EA
M

.と
示

さ
れ

る
。

次
に

ス
ク

リ
ー

ン
に

Af
te

r b
ui

ld
in

g a
 ho

us
e, 

let
’s 

co
un

t t
he

 
nu

m
be

r o
f s

id
es

, v
er

tic
es

, a
nd

 fa
ce

s.と
示

し
、

“H
ow

 m
an

y s
id

es
 of

 yo
ur

 h
ou

se
？

Ho
w 

m
an

y 
ve

rti
ce

s o
f y

ou
r h

ou
se

？
Ho

w 
m

an
y 

sid
es

 o
f y

ou
r h

ou
se

？
”と

尋
ね

る
。

“W
e 

ha
ve

 a 
sp

ec
ial

 
cu

sto
m

er
 to

da
y. 

D
or

ae
m

on
. ス

ク
リ

ー
ン

に
D

or
ae

m
on

 li
ke

s t
o t

ra
ve

l a
ro

un
d 

th
e w

or
ld

. と
示

し
、

“D
or

ae
m

on
 li

ke
s t

o 
tra

ve
l a

ro
un

d 
th

e w
or

ld
. 

D
or

ae
m

on
 w

an
ts 

to
 or

de
r 5

 ty
pe

s o
f 

ho
us

es
 in

 5c
ou

nt
rie

s.”
と

語
る

。
ス

ク
リ

ー
ン

に
地

球
の

写
真

を
示

し
な

が
ら

、
“W

he
re

 is
 it

? T
hi

s 
ar

ea
 is

 w
hi

te
. It

’s 
ve

ry
 co

ld
.”と

尋
ね

る
。

一
人

の
児

童
が

”p
ole

”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
北

極
ぐ

ま
が

氷
の

上
に

い
る

様
子

を
示

す
。

Po
lar

 be
ar

, ic
eb

er
gと

書
か

れ
て

い
る

。
“T

HE
 N

O
RT

H 
PO

LE
”と

書
か

れ
、

サ
ン

タ
ク

ロ
ー

ス
の

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

す
。

指
導

者
は

、
“S

ay
 to

ge
th

er
, th

e N
or

th
 

Po
le”

と
⾔

う
と

、児
童

も
繰

り
返

し
て

⾔
う

。指
導

者
は

、“
W

ha
t i

s t
he

 ty
pe

 of
 ho

us
e i

n t
he

 N
or

th
 

Po
le?

”と
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
な

が
ら

語
る

。
Ig

loo
の

写
真

も
示

す
。

“W
ha

t t
he

 sh
ap

e 
of

 ig
loo

? 
Lo

ok
 at

 th
e 

pi
ctu

re
 in

 y
ou

r b
ox

,”チ
ー

ム
4の

テ
ー

ブ
ル

に
igl

oo
の

写
真

が
あ

っ
た

の
で

、
指

導
者

は
、

チ
ー

ム
4に

対
し

て
“C

on
gr

atu
lat

ion
. Y

ou
r t

ea
m

 is
 ig

loo
.”と

⾔
う

。
 

○
指

導
者

は
、

“In
do

ne
sia

. T
he

 cl
im

ate
 is

 h
ot

 an
d 

ra
in

y a
ll 

ye
ar

 ar
ou

nd
.”と

ス
ク

リ
ー

ン
に

表
示

し
、

説
明

し
て

い
く

。
“W

ha
t i

s t
he

 ty
pe

 o
f h

ou
se

 in
 In

do
ne

sia
?”

と
ス

ク
リ

ー
ン

に
さ

れ
る

。
一

人
の

児
童

が
、

“B
oa

t h
ou

se
”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“T
ha

t’s
 ri

gh
t.”

と
⾔

い
な

が
ら

そ
の

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

す
。

“Y
ou

 ca
n 

se
e t

he
 ro

of
. T

he
 fl

oo
r s

id
e i

s u
p.

”と
説

明
し

な
が

ら
、

中
国

語
で

も
同

じ
こ

と
を

説
明

し
て

い
る

。
そ

の
直

後
に

こ
の

写
真

の
入

っ
て

い
た

チ
ー

ム
に

対
し

て
、

“If
 y

ou
 

ha
ve

 bo
at 

ho
us

e p
ict

ur
e, 

ra
ise

 yo
ur

 ha
nd

. O
K.

 T
ea

m
 2.

 C
on

gr
atu

lat
ion

s!”
と

⾔
う

。
 

○
指

導
者

は
、

日
本

の
富

士
山

の
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

示
す

と
児

童
は

、
“Ja

pa
n”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“W

he
re

 is
 Ja

pa
n？

”と
⾔

い
な

が
ら

、
ア

ジ
ア

の
地

図
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

提
示

す
る

。
続

け
て

一
人

の
児

童
を

指
名

し
、

ス
ク

リ
ー

ン
の

地
図

上
で

日
本

を
指

さ
す

よ
う

に
指

示
す

る
。

児
童

は
、

日
本

を
正

し
く

指
さ

す
こ

と
が

で
き

る
。

指
導

者
は

、
“T

ha
t’s

 ri
gh

t. 
Th

is 
is 

Ja
pa

n.
”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“W
ha

t i
s t

he
 ty

pe
 of

 ho
us

e i
n 

Ja
pa

n?
”と

ス
ク

リ
ー

ン
に

示
し

な
が

ら
語

る
。

ス
ク

リ
ー

ン
に

Ja
pa

n 
Pi

tch
ed

 ro
of

 ho
us

e.と
提

示
す

る
。

続
け

て
、

“W
hy

 is
 th

e r
oo

f p
itc

he
d?

”と
児

童
に

尋
ね

る
。

児
童

の
一

人
が

中
国

語
で

雪
が

多
い

の
で

と
い

う
。

指
導

者
は

、
リ

キ
ャ

ス
ト

し
て

“O
h 

sn
ow

. I
t i

s f
or

 sn
ow

. T
he

 sn
ow

 fa
ll d

ow
n 

ea
sil

y.”
と

⾔
う

。
続

け
て

、
白

川
郷

集
落

の
写

真
を

提
示

す
る

。
児

童
は

、
中

国
語

で
雪

の
た

め
に

屋
根

が
三

角
に

な
っ

て
い

る
と

複
数

の
発

⾔
が

あ
る

。
指

導
者

は
、

英
語

で
“It

’s 
ste

ep
.”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“W
ho

 ha
s t

he
 Ja

pa
n 

pi
ctu

re
?”

と
尋

ね
る

。
一

つ
の

テ
ィ

ー
ム

が
そ

れ
で

あ
る

と
確

認
で

き
た

。
 

○
指

導
者

は
、シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
の

マ
ー

ラ
イ

オ
ン

と
建

物
の

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
提

示
す

る
。指

導
者

は
、

“W
ha

t c
ou

nt
ry

 is
 th

is?
 Y

es
. S

in
ga

po
re

. C
ou

ld
 yo

u s
ay

 Si
ng

ap
or

e. 
Si

ng
ap

or
e.”

と
⾔

う
。

児
童

は
“S

in
ga

po
re

.”繰
り

返
す

。
指

導
者

は
、

マ
ー

ラ
イ

オ
ン

を
指

さ
し

な
が

ら
“D

o  y
ou

 kn
ow

 th
e 

lio
n？

”と
尋

ね
る

。
児

童
か

ら
は

答
え

が
な

い
。

指
導

者
は

、
“M

er
lio

n”
と

⾔
い

、
続

け
て

、
高

層
の

建
物

の
写

真
と

Su
sta

in
ab

le 
D

es
ign

ed
 G

re
en

 B
ui

ld
in

g 
in

 S
in

ga
po

re
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
映

し
出

す
。

緑
で

覆
わ

れ
た

ビ
ル

デ
ィ

ン
グ

全
体

を
示

し
て

中
国

語
で

ベ
ラ

ン
ダ

な
ど
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で
、

す
べ

て
の

住
⺠

が
植

物
を

育
て

て
い

る
と

説
明

す
る

。
“It

 is
 co

ol.
”と

⾔
い

な
が

ら
そ

よ
風

が
吹

く
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

す
る

。
ま

た
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

の
大

学
の

写
真

と
Pl

an
t t

re
es

. S
ola

r p
an

el 
de

sig
n

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

映
し

出
す

。中
国

語
で

こ
の

緑
に

下
に

建
物

が
あ

り
、温

度
が

上
が

ら
な

い
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
と

説
明

す
る

。
児

童
は

、
反

応
し

な
が

ら
熱

心
に

聞
い

て
い

る
。

 
○

指
導

者
は

、
モ

ン
ゴ

ル
の

地
図

を
示

す
。

続
け

て
パ

オ
の

写
真

と
D

ry
 a

nd
 le

ss 
ra

in
 M

ov
e 

fro
m

 
pl

ac
e 

to
 p

lac
e 

→
Ea

sy
 to

 m
ov

e→
Ac

ce
ss 

to
 w

ate
r

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

映
し

出
す

。
“M

on
go

lia
. M

ov
e f

ro
m

 p
lac

e t
o p

lac
e. 

O
ne

 d
ay

 w
e l

ive
 h

er
e. 

Ne
xt 

da
y w

e m
ov

e h
er

e.”
と

一
つ

の
グ

ル
ー

プ
の

テ
ー

ブ
ル

か
ら

別
の

テ
ー

ブ
ル

に
、

ま
た

別
の

テ
ー

ブ
ル

に
移

っ
て

い
く

と
い

う
こ

と
を

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

で
示

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
続

け
て

“W
ha

t is
 th

e t
yp

e o
f h

ou
se

 in
 M

on
go

lia
?”

と
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
な

が
ら

語
る

。
続

け
て

M
on

go
lia

 Y
ur

tと
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

映
し

出
す

。  
○

指
導

者
は

、“
No

w 
it’

s y
ou

r t
ur

n.
”と

⾔
っ

て
“H

ou
se

 de
sig

n d
ra

wi
ng

 B
efo

re
 bu

ild
in

g a
 ho

us
e. 

Le
t’s

 de
sig

n t
he

 ho
us

e o
n t

he
 po

ste
r.”

と
書

か
れ

て
下

に
2つ

の
例

が
示

さ
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

映
し

出
す

。
“B

efo
re

 b
ui

ld
in

g a
 h

ou
se

, p
lea

se
 d

ra
w 

th
e h

ou
se

. P
lea

se
 d

ra
w 

in
 fi

ve
 m

in
ut

es
.”と

指
示

す
る

。児
童

は
そ

れ
ぞ

れ
の

グ
ル

ー
プ

で
ポ

ス
タ

ー
を

広
げ

て
描

き
始

め
る

。中
心

に
な

っ
て

描
く

児
童

と
見

守
っ

て
い

る
児

童
、

た
だ

黙
っ

て
座

っ
て

い
る

児
童

も
い

る
。

 
○

授
業

終
了

の
チ

ャ
イ

ム
が

鳴
る

。
指

導
者

は
、

“O
K.

 O
ne

 m
or

e m
in

ut
e.”

と
い

う
。

児
童

は
集

中
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

。
指

導
者

は
、

“A
tte

nt
ion

, p
lea

se
. W

rit
e y

ou
r n

am
e.”

と
絵

に
、

チ
ー

ム
名

、
メ

ン
バ

ー
名

を
書

く
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

〇
時

間
に

な
っ

た
の

で
挨

拶
は

特
に

し
な

い
で

、
で

き
た

チ
ー

ム
か

ら
終

わ
り

と
な

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
○

ほ
ぼ

す
べ

て
の

内
容

を
英

語
で

説
明

し
て

い
る

。
ス

ラ
イ

ド
に

比
較

的
難

し
い

語
彙

も
含

め
て

提
示

さ
れ

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

説
明

が
口

頭
で

な
さ

れ
て

い
る

。
 

○
途

中
ク

イ
ズ

形
式

で
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

競
い

合
っ

て
い

る
場

面
や

最
後

に
は

グ
ル

ー
プ

で
絵

を
描

く
活

動
が

あ
る

の
で

、
児

童
は

熱
心

に
授

業
に

参
加

し
て

い
た

。
 

〇
各

児
童

が
4枚

の
カ

ー
ド

（
ラ

ミ
ネ

ー
ト

加
工

済
み

）
を

持
っ

て
い

る
。

数
学

立
体

に
関

す
る

3
択

、
4

択
に

質
問

が
さ

れ
て

そ
れ

に
対

し
て

カ
ー

ド
で

答
え

る
。

グ
ル

ー
プ

別
得

点
制

な
の

で
グ

ル
ー

プ
内

で
お

互
い

に
教

え
合

う
雰

囲
気

が
で

き
て

い
る

。
 

〇
外

国
の

気
象

条
件

や
生

活
条

件
の

違
う

と
こ

ろ
で

家
の

建
築

の
違

い
が

あ
る

。
そ

の
こ

と
を

理
解

し
た

う
え

で
、

グ
ル

ー
プ

別
に

あ
る

国
の

家
を

指
定

さ
れ

て
そ

の
絵

を
描

き
、

sid
es

、
ve

rte
x、

ve
rti

ce
s、

fac
eの

数
を

確
認

す
る

活
動

に
至

る
。

 
優

れ
た

点
〇

 
疑

問
点

△
 

提
案

？
 

○
指

導
者

は
、

児
童

が
回

答
す

る
た

び
に

“G
oo

d 
job

.”な
ど

の
英

語
を

使
い

ほ
め

て
い

る
。

 
○

復
習

に
お

け
る

ス
ラ

イ
ド

活
用

は
効

果
的

。
 

△
こ

れ
が

算
数

の
図

形
の

勉
強

に
ど

う
つ

な
が

る
の

か
単

元
の

計
画

を
教

え
て

い
た

だ
く

べ
き

だ
っ

た
。

 
？

グ
ル

ー
プ

ご
と

描
く

時
間

は
、

絵
の

得
意

な
児

童
、

積
極

的
な

児
童

が
活

動
す

る
時

間
に

な
っ

て
い

る
。

他
の

児
童

は
ど

う
い

う
役

割
を

意
識

す
れ

ば
い

い
の

か
、

チ
ー

ム
名

を

書
く

児
童

、
国

名
を

書
く

、
⾊

と
塗

る
児

童
な

ど
の

役
割

分
担

は
思

い
つ

く
け

れ
ど

。。
。

 
そ

の
他

 
・

ve
rte

xの
複

数
形

は
、

2つ
あ

り
、

ve
rte

xe
s、

ve
rti

ce
sで

あ
る

が
、

こ
の

授
業

で
は

、
後

者
を

紹
介

し
て

い
る

。
 

・
児

童
が

そ
れ

ら
の

文
字

を
読

み
取

れ
て

い
る

か
、

い
な

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

。
 

・
担

任
の

先
生

は
、

聞
く

姿
勢

の
良

く
な

い
児

童
な

ど
に

時
お

り
声

を
か

け
た

り
、

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

で
注

意
を

促
し

た
り

し
て

い
る

。
細

や
か

な
指

導
も

こ
の

ク
ラ

ス
の

授
業

へ
の

集
中

力
を

高
め

て
い

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

No
. 

３
 

授
業

学
年

 
6年

生
 

授
業

者
 

専
科

教
員

 
女

性
 

担
任

が
見

守
っ

て
い

る
。

 
科

目
 

英
語

 
テ

ー
マ

 
W

ha
t d

o y
ou

 do
 af

te
r s

ch
oo

l? 
具

体
的

な
内

容
 

○
指

導
者

は
、

前
面

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

左
に

は
、

To
da

y’s
 A

ge
nd

a 1
 R

ev
eiw

 U
ni

t1
 V

oc
ab

ul
ar

y 
2 B

oo
kle

t 
 

3 S
en

te
nc

e p
att

er
n 

 
4 H

.W
. R

ev
iew

 U
ni

t1
 q

ui
zと

書
い

て
い

る
。

こ
れ

を
口

頭
で

読
み

上
げ

て
い

る
。

３
に

つ
い

て
は

、
“W

ha
t d

o y
ou

 do
 af

te
r s

ch
oo

l?”
と

付
け

足
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

 
○

指
導

者
は

、“
W

ha
t i

s t
he

 m
on

th
?”

と
尋

ね
る

。児
童

が
“F

eb
ru

ar
y”

と
⾔

う
。指

導
者

は
Fe

br
ua

ry
と

書
か

れ
た

カ
ー

ド
を

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
に

貼
る

。
続

け
て

“W
ha

t d
ate

 o
f t

he
 w

ee
k i

s i
t t

od
ay

？
”

と
尋

ね
る

。
“M

on
da

y”
“T

ue
sd

ay
”ま

た
、

一
人

の
児

童
が

“F
eb

ru
ar

y 
M

ar
ch

”と
⾔

う
。

“M
ar

ch
?”

と
に

こ
や

か
に

問
い

返
す

。
指

導
者

は
、

“T
ue

sd
ay

”と
⾔

い
な

が
ら

そ
う

書
か

れ
た

カ
ー

ド
を

貼
る

。
続

け
て

“W
ha

t d
ate

 is
 it

 to
da

y?
”と

尋
ね

る
と

“tw
en

ty
 se

ve
nt

h”
と

答
え

る
。

 
○

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
発

⾔
回

数
が

ポ
イ

ン
ト

し
て

加
算

さ
れ

る
こ

と
が

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

左
下

に
書

か
れ

て
い

る
。

そ
れ

を
読

み
上

げ
る

“G
ro

up
 1

 e
lev

en
, G

ro
up

 2
 e

igh
t, 

Gr
ou

p 
3 

ni
ne

, G
ro

up
 4

 
fo

ur
, G

ro
up

 5
 e

igh
t, 

Gr
ou

p 
6 

fiv
e.”

続
け

て
“T

om
or

ro
w 

kin
de

rg
ar

te
n 

ch
ild

re
n 

co
m

e 
he

re
. 

00
kin

de
rg

ar
te

n 
（

幼
稚

園
名

）
ch

ild
re

n c
om

e.”
と

語
る

。
指

導
者

は
、

あ
ら

か
じ

め
天

気
を

絵
で

示
し

た
カ

ー
ド

を
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

に
貼

る
。

そ
の

直
後

に
、

“O
K.

 H
ow

’s 
th

e w
ea

th
er

?”
と

⾔
い

な
が

ら
、

天
気

の
「

曇
り

の
絵

」、
「

晴
れ

の
絵

」
に

触
れ

な
が

ら
“C

lou
dy

? S
un

ny
?”

と
尋

ね
る

。
外

を
確

認
す

る
児

童
も

い
て

、
“C

lou
dy

”と
答

え
る

。
指

導
者

は
、

月
、

曜
日

の
書

か
れ

た
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

の
近

く
に

そ
の

絵
を

貼
る

。
 

○
指

導
者

は
、ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

を
左

右
に

開
い

て
中

央
の

ス
ク

リ
ー

ン
が

見
え

る
よ

う
に

す
る

。ス
ク

リ
ー

ン
に

は
、

女
性

が
本

を
読

ん
で

い
る

絵
と

、
Go

od
 m

or
ni

ng
! W

elc
om

e t
o o

ur
 w

on
de

rfu
l c

las
s 

Un
it1

と
書

か
れ

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
男

性
が

ジ
ョ

ギ
ン

グ
し

て
い

る
動

画
を

示
し

な
が

ら
“W

ha
t i

s h
e d

oin
g?

”と
尋

ね
る

。
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加
え

て
“lo

ok
 at

 B
oo

k P
.7.

”と
関

連
語

の
出

て
い

る
個

所
を

説
明

す
る

。
指

導
者

は
、

“S
ay

 to
ge

th
er

.”
と

⾔
う

と
児

童
は

、
“G

o j
og

gin
g.”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“R

em
em

be
r t

wo
 g 

he
re

.”と
綴

り
字

に
つ

い
て

も
話

す
。

指
導

者
は

、
別

の
ジ

ョ
ギ

ン
グ

し
て

い
る

動
画

を
映

し
出

し
て

“g
o j

og
gin

g”
と

⾔
う

と
児

童
は

繰
り

返
す

。
指

導
者

は
、

“g
o j

og
gin

g. 
Sa

y t
og

et
he

r.”
と

⾔
う

と
先

ほ
ど

よ
り

多
く

の
児

童
が

繰
り

返
す

。
 

○
指

導
者

は
、

湖
の

近
く

で
テ

ン
ト

を
張

っ
て

い
る

写
真

を
示

し
な

が
ら

“G
o 

ca
m

pi
ng

”と
2つ

の
チ

ー
ム

が
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“O
K.

 G
o c

am
pi

ng
. H

av
e y

ou
 ev

er
 be

en
 ca

m
pi

ng
?”

と
尋

ね
る

。
特

に
返

答
は

な
い

。
“R

em
em

be
r i

ng
 he

re
.” 

指
導

者
が

、
“g

o c
am

pi
ng

. S
ay

 to
ge

th
er

.”と
⾔

う
と

児
童

が
繰

り
返

す
。

 
○

指
導

者
は

、
泳

い
で

い
る

絵
を

示
し

な
が

ら
“W

ha
t i

s 
he

 d
oin

g?
”と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“g
o  

sw
im

m
in

g”
と

答
え

る
。

水
泳

を
し

て
い

る
動

画
の

上
に

go
 sw

im
m

in
gと

書
か

れ
て

い
る

。
指

導
者

は
、

“D
on

’t 
fo

rg
et

 th
is 

on
e. 

m
m

”と
m

が
２

つ
重

な
る

こ
と

を
指

摘
す

る
。

指
導

者
は

“g
o  

sw
im

m
in

g. 
Sa

y 
to

ge
th

er
.”と

⾔
う

が
あ

ま
り

児
童

の
声

は
聞

こ
え

な
い

。
指

導
者

は
、

こ
の

ク
ラ

ス
の

児
童

が
映

っ
て

い
る

水
泳

の
様

子
の

写
真

を
映

し
出

し
て

“G
o s

wi
m

m
in

g”
と

⾔
う

。児
童

は
、集

中
力

を
高

め
て

み
る

。
中

国
語

で
自

分
が

映
っ

て
い

る
と

い
う

発
⾔

を
す

る
と

指
導

者
は

、
“Y

ou
?”

と
写

真
の

中
の

一
人

を
指

さ
す

。
指

導
者

は
“g

o 
sw

im
m

in
g. 

Sa
y 

to
ge

th
er

.”と
⾔

う
と

多
く

の
児

童
が

復
唱

し
て

い
る

。
 

○
指

導
者

が
ハ

イ
キ

ン
グ

し
て

い
る

絵
を

ス
ラ

イ
ド

に
映

し
出

す
と

“g
o 

hi
kin

g”
と

何
人

か
の

児
童

が
⾔

う
。

指
導

者
は

、
山

を
ハ

イ
キ

ン
グ

し
て

い
る

動
画

を
見

せ
な

が
ら

“H
av

e  
yo

u 
ev

er
 b

ee
n 

to
 

m
ou

nt
ain

s t
o g

o h
iki

ng
?”

と
尋

ね
る

。
2名

の
児

童
が

挙
手

す
る

。
指

導
者

は
、

“R
ea

lly
?”

と
興

味
深

そ
う

に
尋

ね
る

。
指

導
者

は
、

5名
の

児
童

を
指

名
し

て
“H

av
e y

ou
 ev

er
 be

en
 go

in
g h

iki
ng

?”
と

尋
ね

る
。

答
え

は
、

“Y
es

”, 
“N

o”
と

ま
ち

ま
ち

で
あ

る
。

 
○

指
導

者
は

、
ピ

ア
ノ

を
弾

い
て

い
る

写
真

を
示

し
な

が
ら

“W
ha

t i
s s

he
 d

oin
g?

”と
尋

ね
る

。
児

童
は

、
“p

lay
 p

ian
o”

と
い

う
。

指
導

者
は

、
“P

lay
 th

e p
ian

o, 
Pl

ay
in

g 
th

e p
ian

o.”
と

⾔
い

な
お

す
。

“P
lay

 th
e p

ian
o. 

Sa
y t

og
et

he
r.”

と
⾔

う
。

ス
ラ

イ
ド

の
文

字
は

、
th

eが
⻘

く
示

さ
れ

て
い

る
。

 
○

指
導

者
は

、バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

を
し

て
い

る
絵

を
ス

ラ
イ

ド
に

映
し

出
す

。何
人

か
の

児
童

が
“p

lay
 

ba
sk

et
ba

ll”
と

⾔
う

。
“P

lay
 ba

sk
et

ba
ll. 

Sa
y t

og
et

he
r.”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
知

っ
て

い
る

チ
ー

ム
の

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

を
し

て
い

る
様

子
を

ビ
デ

オ
で

示
す

。
児

童
の

集
中

力
が

高
ま

る
。

 
○

指
導

者
は

、
焼

き
立

て
ク

ッ
キ

ー
の

写
真

を
示

し
、

“W
ha

t i
s t

hi
s？

”と
尋

ね
る

。
何

人
か

の
児

童
が

“C
oo

kie
”と

⾔
う

。
“b

ak
e c

oo
kie

”と
⾔

う
児

童
も

い
る

。
指

導
者

は
、

“b
ak

e c
oo

kie
s”

と
⾔

う
。

そ
の

後
、指

導
者

は
、小

さ
な

子
ど

も
た

ち
が

ク
ッ

キ
ー

の
生

地
を

練
っ

て
い

る
様

子
の

動
画

、ク
ッ

キ
ー

が
焼

き
あ

が
っ

た
様

子
の

動
画

を
見

せ
な

が
ら

、
“b

ak
e c

oo
kie

s. 
Sa

y t
og

et
he

r.”
と

⾔
う

。
児

童
は

、
繰

り
返

す
。

 
○

指
導

者
は

、
Bo

ok
let

を
使

っ
て

個
人

で
英

語
学

習
ゲ

ー
ム

ソ
フ

ト
に

取
り

組
む

よ
う

に
指

示
す

る
。

①
問

題
と

答
え

が
個

人
の

デ
バ

イ
ス

に
で

る
→

②
正

解
→

③
宝

箱
を

開
く

→
④

お
金

を
稼

ぐ
（

失
う

場
合

も
あ

る
）

の
が

基
本

の
４

ス
テ

ッ
プ

 
指

導
者

は
、

時
間

設
定

を
し

て
ゲ

ー
ム

の
開

始
を

宣
⾔

す
る

。

児
童

は
高

い
集

中
力

で
取

り
組

ん
で

い
る

。指
導

者
は

、成
績

の
良

い
人

の
状

況
が

ス
ラ

イ
ド

に
示

さ
れ

る
の

で
、

“0
0（

児
童

名
）

 is
 do

in
g w

ell
.” 

“S
ev

en
 m

in
ut

es
 ar

e l
eft

.”な
ど

全
体

に
気

を
配

っ
て

い
る

。
指

導
者

は
、

“T
im

e 
is 

up
.”と

終
わ

り
を

宣
⾔

し
て

、
ス

ラ
イ

ド
に

順
番

が
示

さ
れ

る
。

“P
lea

se
 

giv
e t

he
 p

ad
s b

ac
k.”

と
指

示
す

る
。

 
○

指
導

者
は

、
預

か
っ

て
い

た
ノ

ー
ト

を
各

自
に

返
却

す
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

係
の

児
童

が
配

布
す

る
。

 
○

指
導

者
は

、
“O

K.
 W

ha
t d

o y
ou

 d
o a

fte
r s

ch
oo

l?”
 と

質
問

し
、

そ
の

答
え

を
ノ

ー
ト

に
書

く
よ

う
に

指
示

す
る

。
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

右
側

は
、

Ta
ke

 no
te

sと
上

段
に

書
か

れ
て

い
る

。
指

導
者

は
、

そ
の

下
に

D
ate

 2/
27

,U
ni

t1
と

書
い

て
い

る
。

そ
れ

に
続

け
て

、
“Q

: W
ha

t d
o y

ou
 do

 af
te

r s
ch

oo
l?”

放
課

後
と

中
国

語
で

書
き

加
え

る
。

続
け

て
A:

 I 
  

  
  

  
aft

er
 sc

ho
ol.

と
書

き
加

え
る

。
 

○
続

け
て

“F
or

 e
xa

m
pl

e,…
.”と

⾔
い

な
が

ら
ハ

イ
キ

ン
グ

の
絵

を
指

示
す

る
。

一
人

の
児

童
が

“I 
go

 
to

 h
iki

ng
.”と

児
童

が
⾔

う
の

に
対

し
て

指
導

者
は

、
“N

o, 
I g

o h
iki

ng
.”と

⾔
い

な
お

す
。

チ
ャ

イ
ム

が
鳴

っ
て

こ
こ

で
終

わ
り

に
な

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
○

ス
ラ

イ
ド

を
静

止
画

、動
画

、ま
た

こ
の

ク
ラ

ス
の

児
童

の
活

動
す

る
写

真
と

良
く

準
備

し
て

児
童

の
集

中
力

を
高

め
る

た
め

の
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
。

 
○

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ゲ
ー

ム
に

よ
っ

て
今

日
の

目
標

と
す

る
表

現
を

練
習

さ
せ

る
の

は
、

児
童

の
集

中
力

を
高

め
る

う
え

で
は

と
て

も
効

果
的

で
あ

る
。

 
○

ノ
ー

ト
も

毎
回

整
理

し
て

書
い

て
い

く
の

で
1

年
間

の
学

び
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

疑
問

点
△

 
提

案
？

 

〇
い

ろ
い

ろ
な

パ
タ

ー
ン

が
示

さ
れ

る
．

go
 jo

gg
in

g, 
go

 c
am

pi
ng

, g
o 

sw
im

m
in

g, 
go

 hi
kin

g, 
pl

ay
 th

e p
ian

o, 
pl

ay
 ba

sk
et

ba
ll, 

ba
ke

 co
ok

ies
. 

〇
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ゲ

ー
ム

で
競

い
合

う
こ

と
は

、
6年

生
に

と
っ

て
は

刺
激

的
な

様
子

。
集

中
力

を
高

め
て

ほ
ぼ

全
員

が
取

り
組

ん
で

い
た

。
 

〇
ノ

ー
ト

配
布

な
ど

は
、児

童
が

手
伝

っ
て

く
れ

る
。そ

の
間

に
、授

業
者

は
次

の
活

動
の

段
取

り
を

確
認

し
て

い
る

。
 

？
最

後
に

⾔
う

と
こ

ろ
で

定
着

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

あ
っ

た
。

ゲ
ー

ム
は

文
字

で
打

つ
こ

と
で

最
後

の
ま

と
め

も
書

か
せ

る
こ

と
で

は
あ

る
が

⾔
え

て
い

な
い

こ
と

も
明

ら
か

に
な

っ
た

の
で

話
す

活
動

を
ど

う
組

ん
だ

ら
い

い
か

、「
話

す
」「

書
く

」の
バ

ラ
ン

を
ど

う
と

っ
た

ら
ほ

い
の

か
が

工
夫

の
し

ど
こ

ろ
か

も
し

れ
な

い
。6

年
生

な
の

で
難

し
い

と
思

う
が

、、
、

 
そ

の
他

 
・

ク
ラ

ス
担

任
は

眠
そ

う
な

児
童

を
1度

注
意

し
て

い
た

。
 

 No
. 

４
 

授
業

学
年

 
5年

生
 

授
業

者
 

英
語

専
科

教
員

 
女

性
 

科
目

 
英

語
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テ
ー

マ
 

単
純

現
在

形
と

現
在

進
行

形
の

違
い

を
学

ぶ
 

具
体

的
な

内
容

 
○

指
導

者
は

、今
日

は
体

調
が

す
ぐ

れ
な

い
。で

も
コ

ロ
ナ

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
を

中
国

語
で

伝
え

て
い

る
。

“I 
ha

ve
 a 

ba
d 

co
ld

 n
ow

. I
 d

on
’t 

ha
ve

 C
O

VI
D

-1
9.”

 指
導

者
が

、
調

子
が

悪
い

人
に

ど
う

聞
き

ま
す

か
と

中
国

語
で

尋
ね

“W
ha

t’s
 w

ro
ng

 w
ith

 yo
u?

”と
い

う
説

明
す

る
。

す
る

と
多

く
の

児
童

が
“W

ha
t’s

 w
ro

ng
 w

ith
 yo

u?
”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“ I
 do

n’
t h

av
e f

ev
er

. I
 ha

ve
 ru

nn
in

g n
os

e.”
と

答
え

る
。

 
○

指
導

者
は

、
ス

ラ
イ

ド
に

絵
と

そ
の

絵
の

動
作

を
示

す
動

詞
、

そ
の

動
詞

の
in

g
形

を
示

し
、

“Ju
st  

re
vie

w.
 C

an
 yo

u r
ea

d i
t.”

と
尋

ね
る

。
児

童
の

何
人

か
は

、
“C

oo
k C

oo
kin

g”
 と

い
う

。
指

導
者

が
ス

ラ
イ

ド
に

“W
ha

t i
s h

e d
oin

g?
 H

e i
s c

oo
kin

g.”
と

表
示

す
る

と
、

自
ら

読
ん

で
い

く
。

 
○

指
導

者
は

、
ダ

ン
ス

を
し

て
い

る
絵

と
da

nc
e 

da
nc

in
g 

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

、
そ

の
直

後
に

da
nc

in
g 

の
部

分
が

W
ha

t i
s h

e 
do

in
g?

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
児

童
は

、
“W

ha
t  i

s 
he

 do
in

g?
 H

e i
s d

an
cin

g.”
と

大
き

な
声

で
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“G

oo
d.

”と
ほ

め
る

。
 

○
指

導
者

は
、本

を
読

ん
で

い
る

絵
と

re
ad

 re
ad

in
gと

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
、そ

の
直

後
に

re
ad

in
g  

の
部

分
が

W
ha

t’s
 he

 do
in

g?
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

指
導

者
は

、
“W

ha
t’s

”の
部

分
を

2回
⾔

う
。

児
童

は
、

“W
ha

t’s
 he

 do
in

g?
 H

e i
s r

ea
di

ng
 a 

bo
ok

.”と
大

き
な

声
で

⾔
う

。
“G

oo
d.”

と
ほ

め
る

。
 

○
指

導
者

は
、

勉
強

し
て

い
る

絵
と

stu
dy

, s
tu

dy
in

g 
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
、

そ
の

直
後

に
stu

dy
in

g 
の

部
分

が
W

ha
t’s

 h
e 

do
in

g?
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

児
童

は
、

“W
ha

t’s
 

he
 do

in
g?

 H
e i

s s
tu

dy
in

g.”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“G
oo

d.
”と

ほ
め

る
。

 
○

指
導

者
は

、
寝

て
い

る
絵

と
sle

ep
 sl

ee
pi

ng
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
、

そ
の

直
後

に
W

ha
t’s

 h
e  

do
in

g?
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

児
童

は
、

“W
ha

t’s
 he

 do
in

g?
 H

e’s
 sl

ee
pi

ng
.” 

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“G

oo
d.

”と
ほ

め
る

。
 

○
指

導
者

は
、

書
い

て
い

る
絵

と
wr

ite
, w

rit
in

g
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
、

そ
の

直
後

に
W

ha
t  i

s 
sh

e r
ea

di
ng

？
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

児
童

は
“W

ha
t i

s s
he

 do
in

g?
 Sh

e’s
 w

rit
in

g.”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“G
oo

d.
”と

ほ
め

る
。

 
○

指
導

者
は

走
っ

て
い

る
絵

と
ru

n,
 ru

nn
in

gと
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
そ

し
て

“W
ha

t’s
 

th
e d

iff
er

en
ce

?”
と

尋
ね

る
と

、児
童

は
、“

nn
”と

答
え

る
。指

導
者

は
、“

sh
or

t  v
ow

el 
an

d c
on

so
na

nt
” 

と
英

語
で

⾔
っ

た
の

に
続

け
て

こ
う

い
う

場
合

は
、

最
後

の
文

字
を

2
回

重
ね

る
と

中
国

語
で

簡
単

に
説

明
す

る
。

指
導

者
は

、
ru

nn
in

g 
を

W
ha

t a
re

 yo
u d

oin
g？

と
変

え
る

。
児

童
は

、
“W

ha
t  a

re
 yo

u 
do

in
g？

I’m
 ru

nn
in

g.”
と

⾔
う

。
 

○
指

導
者

は
、

2
人

が
縄

跳
び

を
し

て
い

る
絵

と
ju

m
p,

 ju
m

pi
ng

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“O
nl

y o
ne

 p.
 W

hy
?”

と
尋

ね
る

。
Ju

m
p 

は
、

短
⺟

⾳
だ

け
れ

ど
そ

の
あ

と
に

子
⾳

が
2つ

あ
る

た
め

に
p

を
重

ね
る

こ
と

は
な

い
と

中
国

語
で

説
明

す
る

。
指

導
者

は
、

ju
m

p
を

W
ha

t 
ar

e y
ou

 do
in

g?
と

変
え

る
。

児
童

は
、

“W
ha

t a
re

 yo
u d

oin
g?

 W
e’r

e j
um

pi
ng

 ro
pe

.”と
指

導
者

の
助

け
を

借
り

な
が

ら
⾔

う
。

 

○
指

導
者

は
、

こ
こ

ま
で

学
習

し
た

co
ok

in
g, 

ju
m

pi
ng

, s
lee

pi
ng

, s
tu

dy
in

gと
い

う
語

と
そ

の
写

真
を

上
段

に
下

に
は

I a
m

 
 

 
 

 
. H

e 
is 

 
 

 
 

. S
he

 is
 

 
 

 
 

.  J
en

ny
 a

nd
 D

an
 

ar
e 

 
 

 
 

.と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
 

○
指

導
者

は
上

の
ス

ラ
イ

ド
の

文
を

指
さ

し
な

が
ら

、
“C

an
 yo

u m
ak

e s
en

te
nc

e?
”と

指
示

す
る

。
児

童
は

、
声

を
そ

ろ
え

て
、

“I  
am

 co
ok

in
g. 

He
 is

 ju
m

pi
ng

. S
he

 is
 sl

ee
pi

ng
. J

en
ny

 an
d 

D
an

 ar
e 

stu
dy

in
g.”

と
⾔

う
。

 
○

指
導

者
は

、
中

国
語

で
現

在
進

行
形

は
、

be
動

詞
と

一
般

動
詞

の
後

ろ
に

in
g

が
付

く
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

○
指

導
者

は
、W

rit
in

g, 
da

nc
in

g, 
ru

nn
in

g 
と

そ
の

写
真

を
上

段
に

、下
段

に
は

、w
rit

e 
→

 w
rit

in
g,  

da
nc

e 
→

 d
an

cin
g, 

ru
n 

→
 r

un
ni

ng
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

 
○

指
導

者
は

、
“T

he
re

 ar
e t

hr
ee

 w
or

ds
 to

 n
ot

ice
. W

rit
e a

nd
 d

an
ce

. Y
ou

 h
av

e t
o t

ak
e o

ff 
“e

”. 
Ru

n.
 D

ou
ble

“n
”is

 he
re

. C
an

 yo
u w

rit
e i

t o
n 

yo
ur

 n
ot

eb
oo

k.”
と

指
示

す
る

。
 

○
児

童
は

、
テ

キ
ス

ト
p.

27
の

書
き

込
み

部
分

に
動

詞
の

in
g形

を
書

き
込

む
。

 
○

指
導

者
は

、児
童

の
書

い
て

い
る

様
子

を
見

な
が

ら
“G

oo
d.

”と
声

を
か

け
る

。○
指

導
者

は
、“

Ha
ve

 
yo

u d
on

e？
Ra

ise
 yo

ur
 ha

nd
？

”と
⾔

っ
て

、
全

員
が

ノ
ー

ト
を

取
り

終
わ

っ
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

 
○

指
導

者
は

、
⿊

板
に

sw
im

と
書

く
。

“S
ho

ul
d 

we
 w

rit
e m

 ag
ain

? 
Ye

s o
r N

o?
”と

⾔
う

。
多

く
の

児
童

は
、“

Ye
s”

と
答

え
る

。指
導

者
は

、s
wi

m
の

iに
丸

を
つ

け
て

、“
Sh

or
t  v

ow
el 

an
d c

on
so

na
nt

, 
so

 do
ub

le 
m

.”と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、前
回

学
習

し
た

物
語

の
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。物
語

を
児

童
の

一
人

が
描

い
た

絵
で

あ
る

。
そ

の
絵

を
見

な
が

ら
“O

ne
 o

f y
ou

 d
re

w 
th

is 
pi

ctu
re

. M
y  

do
g 

is 
sle

ep
in

g. 
M

y 
br

ot
he

r i
s 

pl
ay

in
g s

oc
ce

r. 
I w

ill 
as

k y
ou

 tw
o q

ue
sti

on
s. 

W
ha

t a
re

 G
ra

nd
m

a a
nd

 G
ra

nd
pa

 do
in

g?
”と

尋
ね

る
。

児
童

の
何

人
か

が
、

“T
he

y 
ar

e 
da

nc
in

g.”
と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“W

ha
t i

s m
y 

br
ot

he
r 

do
in

g？
”と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“H
e i

s p
lay

in
g s

oc
ce

r.”
と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“W

ha
t  i

s t
he

 do
g 

do
in

g?
”と

尋
ね

る
と

、
児

童
は

、
“T

he
 do

g i
s s

lee
pi

ng
.”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
テ

キ
ス

ト
を

開
く

よ
う

に
指

示
す

る
。

“P
re

se
nt

 si
m

pl
e.”

と
⾔

っ
て

か
ら

、
⿊

板
の

左
に

Pr
es

en
t S

im
pl

eと
書

く
。

W
ha

t d
o 

yo
u 

do
 o

n 
Fr

id
ay

?は
、

習
慣

を
表

す
の

で
一

般
動

詞
だ

け
で

よ
い

。
I g

o t
o b

ed
 at

 10
:0

0 e
ve

ry
 da

y.が
そ

の
例

で
あ

る
と

中
国

語
で

説
明

す
る

。
そ

し
て

、
I  g

o 
to

 b
ed

 at
 1

0:0
0 

ev
er

y d
ay

.と
板

書
す

る
。

そ
の

後
、

⿊
板

右
に

、
Pr

es
en

t c
on

tin
uo

us
 n

ow
 I 

am
 

wr
iti

ng
 n

ow
.と

板
書

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、ノ

ー
ト

を
と

る
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

し
、少

し
し

て
、“

Fi
ni

sh
ed

？
Ra

ise
 yo

ur
 ha

nd
.”

と
確

認
す

る
。

児
童

全
員

が
挙

手
す

る
。

指
導

者
は

、
“O

K.
 E

ve
ry

bo
dy

, s
ay

. P
re

se
nt

 si
m

pl
e.”

と
指

示
す

る
。

児
童

は
、

繰
り

返
す

。
指

導
者

は
、

“P
re

se
nt

 co
nt

in
uo

us
.”と

続
け

て
⾔

う
。

児
童

も
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
“I  

te
ll y

ou
 a 

se
nt

en
ce

. P
lea

se
 sa

y P
re

se
nt

 te
ns

e o
r P

re
se

nt
 co

nt
in

uo
us

. I
 br

us
h 

m
y t

ee
th

 ev
er

y d
ay

.”と
指

示
す

る
。

何
人

か
の

児
童

は
“P

re
se

nt
 si

m
pl

e”
と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
続

け
て

“I’
m

 ru
nn

in
g u

p.
” 

と
⾔

う
。

児
童

の
何

人
か

は
、

“P
re

se
nt

 co
nt

in
uo

us
.”と
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⾔
う

。
指

導
者

は
、

続
け

て
“I 

wa
tch

 T
V 

ev
er

y d
ay

.”と
⾔

う
。

先
ほ

ど
よ

り
多

く
の

児
童

が
は

っ
き

り
と

“P
re

se
nt

 si
m

pl
e”

と
答

え
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“H
e w

alk
s t

o s
ch

oo
l e

ve
ry

 da
y.”

と
⾔

う
。

児
童

は
、

“P
re

se
nt

 si
m

pl
e”

と
答

え
る

。  
〇

指
導

者
は

、
“H

e i
s w

alk
in

g t
o s

ch
oo

l n
ow

.”と
⾔

う
。

児
童

は
、

“P
re

se
nt

 co
nt

in
uo

us
.”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“V

er
y g

oo
d.

”と
ほ

め
る

。
児

童
は

よ
く

反
応

し
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“C
an

 yo
u 

try
 th

is？
”と

⾔
う

。
Br

iti
sh

 C
ou

nc
ilの

“G
ra

m
m

ar
 w

ith
 G

an
”と

い
う

タ
イ

ト
ル

の
ビ

デ
オ

を
見

せ
る

。
Th

e w
oo

ly 
ju

m
pe

rと
内

容
は

、
女

の
子

が
年

配
の

女
性

に
pr

es
en

t  
sim

pl
e 

と
pr

es
en

t c
on

tin
uo

us
に

つ
い

て
尋

ね
る

、
確

認
す

る
内

容
で

あ
る

。
pr

es
en

t c
on

tin
uo

us
は

、n
ow

 と
い

う
語

と
一

緒
に

使
う

こ
と

が
多

い
こ

と
、p

re
se

nt
 si

m
pl

eは
、e

ve
ry

 da
y, 

ev
er

y w
ee

k
と

一
緒

に
使

う
こ

と
が

多
い

こ
と

な
ど

が
説

明
さ

れ
、

例
文

が
示

さ
れ

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
浜

辺
で

い
ろ

い
ろ

な
活

動
を

し
て

い
る

絵
と

そ
の

活
動

を
表

す
英

語
動

詞
句

が
左

右
に

書
か

れ
て

い
る

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

“I 
wi

ll 
do

 o
ne

. J
um

p.
 H

e i
s j

um
pi

ng
.”と

⾔
い

な
が

ら
、

英
語

動
詞

句
と

適
切

な
絵

を
結

び
付

け
る

。
 

〇
指

導
者

が
、

“W
ho

 w
an

t t
o t

ry
?”

と
⾔

う
と

数
人

の
児

童
が

挙
手

す
る

。
指

導
者

が
１

人
を

指
名

す
る

。児
童

は
前

に
出

て
、絵

と
適

切
な

動
詞

句
を

選
ん

で
線

で
つ

な
ぐ

。指
導

者
が

“S
ay

 th
e s

en
te

nc
e.”

と
指

示
す

る
と

“S
he

 is
 re

ad
in

g a
 bo

ok
.”と

⾔
う

。
次

の
児

童
は

、
“T

wo
 bo

ys
 ar

e c
ar

ry
in

g a
 ba

g.”
続

い
て

多
く

の
児

童
が

挙
手

す
る

中
で

指
名

さ
れ

た
児

童
が

、
前

に
出

て
、

“T
wo

 b
oy

s a
re

 p
lay

in
g 

so
cc

er
.” 

“A
 w

om
an

 is
 sa

ili
ng

.” 
“A

 m
an

 is
 p

lay
in

g 
th

e 
vio

lin
.” 

“T
wo

 b
oy

s a
re

 e
ati

ng
 ic

e 
cr

ea
m

.”と
文

と
絵

を
つ

な
げ

、
文

を
読

み
上

げ
て

い
く

。
指

導
者

は
、

読
み

上
げ

が
正

し
い

こ
と

を
確

認
し

、
“V

er
y g

oo
d.

”と
ほ

め
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

車
を

運
転

す
る

写
真

と
“S

he
  

 d
riv

in
g a

 ca
r n

ow
.” 

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“P
re

se
nt

 co
nt

in
uo

us
. W

e u
se

 th
re

e v
er

bs
, a

re
 am

 is
. P

lea
se

 sa
y t

og
et

he
r.”

と
指

示
す

る
。

児
童

は
、

“is
”と

答
え

る
。

指
導

者
が

、
“W

ho
le 

se
nt

en
ce

.”と
⾔

う
と

、
児

童
は

“S
he

 
is 

dr
ivi

ng
 a 

ca
r n

ow
.”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、砂
浜

で
砂

の
城

を
作

っ
て

い
る

写
真

と
“W

e 
  

m
ak

in
g a

 sa
nd

ca
stl

e.”
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

指
導

者
が

“S
ay

 to
ge

th
er

.”と
⾔

う
。

児
童

は
、

“W
e a

re
”と

⾔
う

。
指

導
者

が
、

“W
ho

le 
se

nt
en

ce
.”と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
“W

e a
re

 m
ak

in
g a

 sa
nd

ca
stl

e.”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

テ
レ

ビ
を

見
て

い
る

絵
と

“M
ar

k 
  

wa
tch

in
g 

TV
 n

ow
.”と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

指
導

者
が

、
“S

ay
 to

ge
th

er
.”と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
“M

ar
k 

is 
wa

tch
in

g 
TV

 n
ow

.”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

複
数

の
人

が
ダ

ン
ス

を
し

て
い

る
写

真
と

“T
he

y 
 

 d
an

cin
g a

t t
he

 m
om

en
t.”

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

が
“S

ay
 to

ge
th

er
.”と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
“T

he
y 

ar
e 

da
nc

in
g a

t t
he

 m
om

en
t.”

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
絵

を
描

い
て

い
る

絵
と

“I 
  

 p
ain

tin
g a

 p
ict

ur
e n

ow
.”と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

指
導

者
が

、
“S

ay
 to

ge
th

er
.”と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
、

“I 
am

 pa
in

tin
g a

 pi
ctu

re
 no

w.
”

と
⾔

う
。

 

〇
指

導
者

は
、

何
人

か
の

人
が

笑
っ

て
い

る
写

真
と

“W
e 

  
 la

ug
hi

ng
 a

t t
he

 m
om

en
t.”

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。指
導

者
が

“S
ay

 to
ge

th
er

.”と
指

示
す

る
と

、児
童

は
、“

W
e a

re
 la

ug
hi

ng
 

at 
th

e m
om

en
t.”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“A

t t
he

 m
om

en
t i

s n
ow

.”と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
He

 
 

up
 a

t 
６

:0
0. 

ge
t g

et
s

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“O
K.

 N
ex

t i
s P

re
se

nt
 si

m
pl

e p
ra

cti
ce

. W
hi

ch
 is

 go
od

? G
et

 or
 ge

ts?
”と

⾔
い

、
児

童
を

指
名

す
る

。
指

名
さ

れ
た

児
童

は
、

前
に

出
て

、
ge

ts 
を

選
ぶ

。
画

面
に

合
っ

て
い

る
と

い
う

マ
ー

ク
が

出
る

。  
〇

指
導

者
は

、
He

 
 

ho
m

e 
at 

7:
00

. l
ea

ve
 le

av
es

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、“

lea
ve

 le
av

es
”と

⾔
い

、児
童

を
指

名
す

る
。指

名
さ

れ
た

児
童

は
、前

に
出

て
、l

ea
ve

s 
を

選
ぶ

。
画

面
に

合
っ

て
い

る
と

い
う

マ
ー

ク
が

出
る

。
 

〇
指

導
者

は
、S

he
  

  
pi

zz
a. 

lik
e l

ike
sと

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。指

導
者

は
、“

lik
e l

ike
s”

と
⾔

い
、

児
童

を
指

名
す

る
。

指
名

さ
れ

た
児

童
は

、
前

に
出

て
、

lik
es

を
選

ぶ
。

画
面

に
合

っ
て

い
る

と
い

う
マ

ー
ク

が
出

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
I 

  
 g

am
es

 af
te

r s
ch

oo
l . 

pl
ay

 pl
ay

sと
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“I 
pl

ay
 or

 pl
ay

s”
と

全
体

に
尋

ね
る

。
多

く
の

児
童

が
“p

lay
”と

い
う

。
指

導
者

が
画

面
で

Pl
ay

を
選

ぶ
と

、
画

面
に

合
っ

て
い

る
と

い
う

マ
ー

ク
が

出
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

W
e 

  
 o

ur
 gr

an
dm

a e
ve

ry
 w

ee
ke

nd
. v

isi
ts 

vis
it

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“v
isi

ts 
vis

it”
と

全
体

に
尋

ね
る

。
は

っ
き

り
と

し
な

い
の

で
、

vis
its

 を
指

さ
し

て
“A

 
vis

its
”と

⾔
う

。
続

け
て

vis
it

を
指

さ
し

て
“B

 vi
sit

”と
⾔

い
、

続
け

て
A 

or
 B

？
と

尋
ね

る
。

児
童

の
意

見
が

分
か

れ
る

。
 

指
導

者
は

、
中

国
語

で
we

が
主

語
の

場
合

は
動

詞
に

sが
付

か
な

い
こ

と
を

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Th
ey

  
 

bo
ok

s e
ve

ry
 ev

en
in

g. 
re

ad
 re

ad
sと

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

多
く

の
児

童
が

、
“re

ad
”と

い
う

。
指

導
者

が
画

面
で

re
ad

を
選

ぶ
と

、
画

面
に

合
っ

て
い

る
と

い
う

マ
ー

ク
が

出
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Sh
e 

  
 a

t 3
:0

0 o
‘cl

oc
k. 

sle
ep

s s
lee

pと
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
一

人
の

児
童

が
、

“s
lee

pi
ng

”と
⾔

う
。

指
導

者
が

、
“s

lee
ps

 or
 sl

ee
p”

と
⾔

う
と

多
く

の
児

童
が

、
“s

lee
ps

”と
い

う
。

指
導

者
が

画
面

で
sle

ep
sを

選
ぶ

と
、

画
面

に
合

っ
て

い
る

と
い

う
マ

ー
ク

が
出

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
W

e o
fte

n 
  

  
in

 a 
re

sta
ur

an
t .(

誤
表

記
re

sta
ra

un
t) 

ea
t e

at
sと

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

指
導

者
が

“W
e o

fte
n?

”と
⾔

う
と

、
児

童
が

、
“e

at”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

He
  

  
to

 w
or

k b
y t

ax
i e

ve
ry

 d
ay

. g
oe

s g
oと

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

児
童

は
、

“g
oe

s”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“g
oe

s”
の

語
尾

の
発

⾳
を

ゆ
っ

く
り

強
調

し
て

⾔
い

直
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

こ
れ

ま
で

学
習

し
た

現
在

形
と

現
在

進
行

形
の

文
が

混
在

し
た

８
文

を
ス

ラ
イ

ド
で

提
示

す
る

。
宿

題
で

や
っ

た
も

の
を

提
示

す
る

。
答

え
は

す
で

に
書

か
れ

て
い

る
。

“W
at

ch
es

 e
ve

ry
 

ev
en

in
g. 

no
w 

is 
do

in
g. 

Kn
itt

in
g.”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
kn

it
と

板
書

す
る

。
指

導
者

は
、

“S
ho

rt 
vo

we
l a

nd
 co

ns
on

an
t h

er
e. 

So
 do

ub
le 

t” 
と

説
明

す
る

。
 

こ
の

ス
ラ

イ
ド

に
最

後
に

現
在

形
で

習
慣

を
表

現
す

る
課

題
と

、
現

在
進

行
形

で
今

行
っ

て
い

る
こ

と
を

絵
に

描
い

て
英

文
を

書
く

課
題

が
示

さ
れ

て
い

る
。
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〇
指

導
者

は
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
配

布
す

る
。

指
導

者
が

、
“W

ho
 ca

n h
elp

 m
e?

”と
⾔

う
と

複
数

の
児

童
が

挙
手

し
て

配
っ

て
く

れ
る

。指
導

者
は

、e
at

 br
ea

kf
as

t, m
ee

t g
o t

o w
or

k, 
ju

m
pe

r, 
ge

t d
re

sse
d,

 
so

fa,
 b

ru
sh

 m
y t

ee
th

, t
alk

, w
ak

e u
p,

 si
tと

書
か

れ
、

絵
も

示
さ

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

習
慣

と
し

て
自

分
が

す
る

こ
と

を
こ

れ
ら

の
単

語
も

使
っ

て
書

く
よ

う
に

指
示

を
し

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
再

度
上

の
単

語
を

読
み

上
げ

る
。

“H
av

e 
yo

u 
do

ne
?”

と
⾔

う
と

“Y
es

” 
“N

o”
と

⾔
う

反
応

が
あ

る
。

一
人

の
児

童
を

指
名

す
る

と
、

児
童

は
“I 

wa
ke

 u
p 

ve
ry

 ea
rly

 m
or

ni
ng

 ev
er

y d
ay

.”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“V
er

y g
oo

d”
と

ほ
め

る
。

 
〇

指
導

者
は

、続
け

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

第
２

問
題

を
確

認
す

る
。こ

こ
は

、文
が

正
し

い
か

間
違

え
て

い
る

か
を

判
断

す
る

問
題

で
あ

る
。

答
え

が
全

部
あ

っ
て

い
た

児
童

に
手

を
あ

げ
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

数
人

が
挙

手
す

る
。

指
導

者
は

、
“V

er
y g

oo
d”

と
ほ

め
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

続
け

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

第
３

問
問

題
を

確
認

す
る

。
“L

et
 yo

u 
se

e t
he

 ti
m

e a
t t

he
 

en
d o

f t
he

 se
nt

en
ce

s,”
と

⾔
い

な
が

ら
、

時
間

表
現

の
部

分
を

⾚
く

囲
ん

で
あ

る
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
指

導
者

は
、

“e
ve

ry
 da

y, 
no

w,
 ev

er
y w

ee
k…

,”と
読

み
上

げ
て

い
く

。
指

導
者

は
、

中
国

語
で

現
在

進
行

形
に

は
、

be
動

詞
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

一
般

動
詞

を
in

gに
変

化
さ

せ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。  

〇
指

導
者

は
、

現
在

形
の

場
合

、
主

語
が

三
人

称
で

あ
る

場
合

は
、

sが
付

く
こ

と
を

中
国

語
で

説
明

す
る

。
一

部
sin

gu
lar

 p
lu

ra
lな

ど
は

英
語

も
交

え
て

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

が
、

“A
re

 yo
u d

on
e?

”と
尋

ね
る

と
一

人
の

児
童

が
“Y

es
.”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“W

ow
.  

Yo
u a

re
 so

 qu
ick

.”と
⾔

う
。

 
〇

続
け

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

第
４

問
題

を
確

認
す

る
。絵

を
描

い
て

現
在

形
の

文
と

、現
在

進
行

形
の

文
を

作
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

“I 
wi

ll c
oll

ec
t y

ou
r p

ap
er

 af
te

r c
las

s.”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

フ
ォ

ニ
ッ

ク
ス

の
ビ

デ
オ

を
見

せ
る

。
そ

の
前

に
⿊

板
に

m
at 

m
ate

と
書

き
、

m
at 

は
sh

or
t v

ow
el 

だ
が

、
m

ate
は

最
後

に
eが

付
く

の
で

lon
g v

ow
el

に
な

る
と

説
明

す
る

。
a-

e a
i o

yと
板

書
す

る
。

 
〇

ビ
デ

オ
は

、
ap

e a
nd

 sn
ak

e b
ak

e c
ak

e b
ak

e c
ak

e G
ra

pe
 ap

e b
ak

es
 a 

ca
ke

. な
ど

の
語

彙
が

物
語

の
よ

う
に

な
っ

て
紹

介
さ

れ
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

フ
ォ

ニ
ッ

ク
ス

の
練

習
問

題
を

示
す

。
Ca

ne
,  c

av
e, 

ga
te

, l
ak

e, 
pl

an
e, 

ra
ce

, r
ak

e, 
sk

ate
, s

na
ke

, w
av

eな
ど

。
指

導
者

は
、

“C
olo

r w
ith

 yo
ur

 p
en

, a
nd

 w
rit

e t
he

 w
or

ds
.”と

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

作
業

を
し

て
い

る
児

童
の

様
子

を
見

な
が

ら
時

間
に

な
っ

た
の

で
終

了
す

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
〇

単
純

現
在

形
と

現
在

進
行

形
に

つ
い

て
文

法
的

に
要

点
を

書
き

、
説

明
を

す
る

。
 

〇
た

く
さ

ん
の

例
を

示
し

て
帰

納
的

に
理

解
を

深
め

よ
う

と
す

る
考

え
方

が
う

か
が

え
る

。
 

〇
Br

iti
sh

 C
ou

nc
il 

な
ど

で
作

っ
た

教
材

を
適

切
に

使
っ

て
い

る
の

で
、

児
童

も
興

味
を

持
っ

て
い

る
様

子
で

あ
る

。
同

時
に

ネ
ィ

テ
ィ

ブ
の

⾳
声

を
聞

く
機

会
に

も
な

っ
て

い
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

〇
繰

り
返

し
文

法
説

明
と

練
習

が
組

ま
れ

て
い

る
。

興
味

を
持

つ
よ

う
な

ビ
デ

オ
や

テ

疑
問

点
△

 
提

案
？

 
ク

ニ
ッ

ク
な

の
で

飽
き

る
こ

と
な

く
児

童
は

、
学

習
に

臨
ん

で
い

る
。

 
△

フ
ォ

ニ
ッ

ク
ス

の
指

導
は

学
校

全
体

で
計

画
的

に
進

め
て

い
る

の
か

、
先

生
ご

自
身

の
力

量
に

よ
る

こ
と

な
の

か
。

 
そ

の
他

 
・

コ
ロ

ナ
で

は
な

い
と

い
う

冒
頭

の
説

明
が

今
日

的
で

あ
る

。
 

 No
. 

５
 

授
業

学
年

 
６

年
生

 

授
業

者
 

専
科

教
員

 
女

性
 

科
目

 
Bi

lin
gu

al 
Cl

as
s 

古
堡

新
視

界
（

小
学

校
の

あ
る

地
域

の
名

前
）

Bi
lin

gu
al 

Lo
ca

l H
ist

or
y 

テ
ー

マ
 

リ
サ

イ
ク

ル
を

意
識

し
、

紙
づ

く
り

を
体

験
し

よ
う

。
 

具
体

的
な

内
容

 
〇

指
導

者
は

、
“G

oo
d a

fte
rn

oo
n,

 ev
er

yo
ne

.”と
挨

拶
す

る
。

児
童

は
、

“G
oo

d a
fte

rn
oo

n,
 T

ea
ch

er
 

00
.（

指
導

者
名

）
”と

声
を

そ
ろ

え
て

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

前
回

の
復

習
を

始
め

る
“L

as
t w

ee
k, 

we
 le

ar
nt

 S
D

G’
s 

tri
al.

 In
 2

02
0,T

ok
yo

 
O

lym
pi

c, 
Ja

pa
ne

se
 us

e t
he

 re
cy

cle
d s

taf
f t

o m
ak

e a
 m

ed
al.

”と
語

り
掛

け
る

。
 

〇
指

導
者

は
、リ

サ
イ

ク
ル

し
て

メ
ダ

ル
を

作
る

過
程

を
示

し
た

ビ
デ

オ
を

見
せ

る
。指

導
者

は
、見

せ
な

が
ら

“T
he

 ar
tis

ts 
try

 to
 de

sig
n.

 It
’s 

co
ol.

 It
’s 

be
au

tif
ul

. A
ll J

ap
an

es
e w

or
k t

og
et

he
r t

o m
ak

e 
O

lym
pi

c G
am

es
 p

er
fec

t. 
So

 b
ea

ut
ifu

l. 
Ve

ry
 n

ice
. U

se
 re

cy
cle

d 
ce

llp
ho

ne
 o

r c
om

pu
te

r o
r 

ev
er

yt
hi

ng
.”と

語
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

20
24

 年
パ

リ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

つ
い

て
語

る
。

“N
ow

, 2
02

4 O
lym

pi
c G

am
es

, t
hi

s  
ye

ar
. P

lea
se

 gu
es

s w
ha

t m
ate

ria
ls 

to
 m

ak
e m

ed
als

. T
he

y s
pe

ak
 F

re
nc

h.
 I 

do
n’

t u
nd

er
sta

nd
. 

Ju
st 

wa
tch

 it
. S

to
p 

th
er

e. 
Ca

n 
yo

u g
ue

ss?
 W

he
re

?”
 

〇
指

導
者

は
、

ク
ッ

キ
ー

を
取

り
出

し
、

に
こ

に
こ

し
な

が
ら

、
“C

oo
kie

s. 
Ca

n y
ou

 gu
es

s?
”と

⾔
い

な
が

ら
一

人
に

児
童

を
指

名
す

る
。そ

の
児

童
は

わ
か

ら
な

い
と

い
う

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
し

た
た

め
、指

導
者

は
、

“N
o.O

K.
”と

⾔
っ

て
全

体
を

見
渡

す
。

別
の

児
童

が
“T

ra
sh

”と
発

⾔
す

る
。

指
導

者
は

、
ク

ッ
キ

ー
を

そ
の

児
童

に
手

渡
し

な
が

ら
“T

ra
sh

. A
 ki

nd
 of

 ga
rb

ag
e. 

Th
an

k y
ou

.”と
⾔

う
。

別
の

児
童

が
、

“m
ak

e (
聞

き
取

り
不

可
)”

と
⾔

う
。

聞
き

取
れ

な
か

っ
た

指
導

者
は

。
“S

ay
 it 

ag
ain

.”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
も

う
一

度
⾔

い
直

し
た

児
童

の
⾔

葉
を

受
け

て
、

“O
K.

 It
’s 

a n
ice

 gu
es

s. 
Th

an
k y

ou
.”

別
の

児
童

が
、

“P
las

tic
”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“A
ny

wa
y, 

go
od

 gu
es

s.”
と

⾔
う

。
“A

ny
bo

dy
 w

an
t 

to
 g

ue
ss.

 It
’s 

O
K,

 if
 it

 is
 w

ro
ng

. N
o?

 N
o?

 N
o?

”と
に

こ
や

か
に

全
体

に
声

を
か

け
た

後
、

“T
he

 
an

sw
er

 is
 th

e w
as

te
 ir

on
 fr

om
 th

e t
ow

er
. T

he
y u

se
 th

e m
et

al 
to

 m
ak

e m
ed

als
 fo

r 2
02

4. 
Th

is 
pa

rt 
is 

fro
m

 th
e t

ow
er

.”と
正

解
を

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、ご

み
の

中
で

ど
う

し
た

ら
い

い
だ

ろ
う

か
と

い
う

表
情

の
ご

自
身

の
似

顔
絵

と
Ho

w  
do

 
yo

u d
ea

l w
ith

 w
as

te
?と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

そ
し

て
“H

ow
 do

 w
e o

r y
ou

 de
al 

wi
th

 



174

wa
ste

? T
hi

s i
s m

e. 
Th

es
e a

re
 ga

rb
ag

e. 
Th

es
e a

re
 w

as
te

. H
ow

 w
ill

 yo
u d

o w
ith

 th
es

e w
as

te
?”

と
語

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
い

ろ
い

ろ
な

種
類

の
ゴ

ミ
の

入
っ

た
バ

ッ
グ

を
も

っ
て

き
て

、
“P

lea
se

 ta
ke

 on
e.”

と
⾔

う
。

そ
の

児
童

は
、

牛
乳

パ
ッ

ク
を

取
り

出
す

。
“P

lea
se

 sh
ow

 it
 to

 ev
er

yo
ne

.”と
⾔

っ
て

そ
の

児
童

を
立

た
せ

る
。

“S
he

 h
as

 th
is 

wa
ste

. T
ea

ch
er

 0
0(

指
導

者
名

) d
rin

ks
 m

ilk
. I

 fi
ni

sh
ed

 th
e m

ilk
. 

Ho
w 

do
 yo

u 
do

 w
ith

 th
is 

wa
ste

?”
 

児
童

は
、

中
国

語
で

リ
サ

イ
ク

ル
す

る
と

こ
ろ

に
も

っ
て

い
く

か
、

洗
っ

て
入

れ
物

に
す

る
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“O
K.

 Sh
e  t

ak
e i

t o
ut

sid
e f

or
 re

cy
cle

. O
r w

as
h 

it,
 an

d p
ut

 p
en

 in
 it

.”と
⾔

い
直

す
。

 
〇

指
導

者
は

、“
W

ho
 w

an
t t

o t
ry

?”
と

⾔
い

な
が

ら
ご

み
の

入
っ

た
バ

ッ
グ

を
掲

げ
る

。別
の

児
童

は
、

卵
ケ

ー
ス

を
取

り
出

す
。

指
導

者
は

、
“W

ha
t i

s t
hi

s?
 E

gg
 bo

x?
”と

⾔
う

。
児

童
は

、
“fo

r p
lan

t”と
⾔

う
。

そ
れ

を
受

け
て

、
指

導
者

は
、

“O
h,

 yo
u p

ut
 so

il a
nd

 se
ed

, a
nd

 gr
ow

 it
.”と

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

別
の

児
童

に
取

り
出

さ
せ

る
。

児
童

が
紐

を
取

り
出

し
た

の
を

確
認

し
て

、
指

導
者

は
、

“O
h,

 st
rin

g. 
W

ha
t s

ho
ul

d w
e d

o?
 Y

ou
 ca

n s
ay

 yo
u p

ut
 it

 in
 th

e g
ar

ba
ge

 ca
n.

 N
o u

se
. g

ar
ba

ge
.  

Yo
u s

ay
 yo

u u
se

 it
 to

 ti
e t

he
 ga

rb
ag

e. 
Sm

ar
t. 

Th
an

k y
ou

 ve
ry

 m
uc

h.
” 

〇
指

導
者

は
、

何
枚

か
の

紙
を

示
し

て
、

“H
ow

 w
ill 

yo
u 

do
 w

ith
 th

es
e p

ap
er

?”
一

人
の

児
童

が
飛

行
機

を
折

っ
て

遊
ぶ

と
中

国
語

で
⾔

っ
た

の
で

、
指

導
者

は
そ

れ
を

受
け

て
、

“M
ay

be
 I 

ca
n 

m
ak

e a
 

pa
pe

r p
lan

e. 
Af

te
r u

sin
g i

t, 
wh

at 
wi

ll 
yo

u 
do

?”
と

折
り

紙
で

飛
行

機
を

作
っ

た
後

、
紙

が
し

わ
く

ち
ゃ

に
な

っ
た

様
子

を
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
で

示
す

。
 

〇
指

導
者

は
、Y

ou
 ca

n R
EC

YC
LI

NG
  

UP
CY

CL
IN

G 
D

O
W

NC
YC

LY
IN

G 
と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

“W
e c

an
 do

 in
 th

re
e w

ay
s.”

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
W

e’v
e d

on
e u

pc
yc

le 
an

d r
ec

yc
led

, n
ow

 le
t’s

 tr
y d

ow
nc

yc
le

と
書

か
れ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
“T

od
ay

 w
e a

re
 g

oin
g 

to
 d

o 
do

wn
cy

cle
.”と

語
る

。
指

導
者

は
、

裁
断

し
た

紙
の

入
っ

て
い

る
透

明
な

バ
ッ

ク
を

示
し

て
、

“ A
re

 y
ou

 g
oin

g 
to

 re
cy

cle
 th

is?
 It

’s 
O

K.
 O

r y
ou

 c
an

 
do

wn
cy

cle
, t

oo
. W

ha
t a

re
 yo

u g
oin

g t
o d

o?
”と

語
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Ha
nd

s o
n t

im
e 

と
書

か
れ

て
手

と
裁

断
さ

れ
た

紙
、

紙
を

す
く

た
め

の
木

枠
、

ミ
キ

サ
ー

の
写

真
が

載
っ

て
い

る
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
“H

an
ds

, B
len

de
r, 

Sh
ak

ed
 p

ap
er

 w
hi

ch
 w

e 
ha

ve
 al

re
ad

y, 
an

d t
ac

kle
”と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

I n
ee

d a
 bl

en
de

r f
or

 pa
pe

r m
ak

in
g ,

 bu
t I

 do
n’

t w
an

t t
o b

uy
 a 

ne
w 

on
e.と

書
か

れ
、

セ
カ

ン
ド

ハ
ン

ド
シ

ョ
ッ

プ
の

写
真

が
載

っ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

“B
len

de
r.  

Th
is 

is 
to

 
m

ak
e j

ui
ce

. I
 do

n’
t w

an
t u

se
 m

y b
len

de
r t

o m
ak

e t
he

 pa
pe

r. 
I w

en
t a

 se
co

nd
ha

nd
 sh

op
. I

 go
 

in
sid

e. 
an

d w
atc

h a
nd

 lo
ok

.”と
⾔

う
。

  
〇

指
導

者
は

、“
I f

ou
nd

 on
e”

と
書

か
れ

、店
に

並
ぶ

ミ
キ

サ
ー

の
写

真
と

喜
ん

で
い

る
自

身
の

似
顔

絵
が

載
っ

た
ス

ラ
イ

ド
を

提
示

す
る

。
“It

 is
 go

od
. I

t i
s 6

00
 do

lla
rs.

 It
 is

 18
00

 do
lla

rs.
 (新

品
の

書
価

格
は

、
18

00
ド

ル
で

あ
る

と
い

う
こ

と
：

筆
者

追
記

)Y
he

a. 
Ho

w 
ha

pp
y.”

と
⾔

い
な

が
ら

全
身

で
喜

び
を

あ
ら

わ
す

。
“T

he
n 

th
at

 is
 o

ve
r t

he
re

.”と
教

室
内

に
置

か
れ

た
そ

の
ミ

キ
サ

ー
を

指
さ

す
。

“A
we

so
m

e. 
Se

co
nd

ha
nd

. G
oo

d.
”と

嬉
し

そ
う

に
語

る
。

 

〇
指

導
者

は
、

Lo
ok

 at
 T

（
Te

ac
he

rの
略

）
.00

（
指

導
者

名
）

 d
em

o（
de

m
on

str
ate

sの
こ

と
）

 
ab

ou
t h

ow
 to

 m
ak

e p
ap

er
.と

書
か

れ
た

ス
ラ

イ
ド

を
提

示
す

る
。

“I 
wi

ll 
sh

ow
 yo

u 
ho

w 
to

 m
ak

e 
pa

pe
r o

ne
 ti

m
e. 

An
d t

he
n 

Pl
ea

se
 do

 it
. I

 w
ill 

us
e i

Ph
on

e a
nd

 ec
o-

TV
.”と

⾔
っ

て
か

ら
カ

メ
ラ

を
設

定
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

一
人

の
児

童
に

iP
ho

ne
を

持
っ

て
も

ら
い

、
撮

影
を

依
頼

す
る

。
“P

lea
se

 ta
ke

 th
e 

ca
m

er
a. 

An
d f

oll
ow

 m
e, 

ho
ne

y.”
と

⾔
う

。
“I 

m
ad

e s
om

e p
ou

r h
er

e. 
Yo

u c
an

 se
e o

n 
th

at
 T

V.
 

Us
e  m

y h
an

d t
o s

tir
. O

K.
 Y

ou
 ar

e j
us

t l
ike

. S
m

oo
th

ly.
 T

he
n t

he
 w

ate
r d

ry
. W

at
er

 is
 dr

ip
pi

ng
 

fo
r a

 w
hi

le.
 B

e c
ar

efu
l. W

e p
ut

 it
 on

 so
m

et
hi

ng
 to

 ab
so

rb
 w

ate
r. 

M
y h

an
d a

re
 so

 w
et

. W
ha

t 
sh

ou
ld

 I d
o?

 W
e u

se
 it

 to
 ab

so
rb

 w
ate

r.（
タ

オ
ル

で
上

か
ら

水
分

を
取

る
。）

O
ne

 m
or

e t
im

e.（
も

う
一

度
タ

オ
ル

を
あ

て
、

上
か

ら
軽

く
押

さ
え

る
。）

O
K.

 Se
e？

Ne
xt 

we
ek

 I w
ill 

br
in

g h
air

 dr
ier

.”
と

説
明

す
る

。
  

〇
指

導
者

、
児

童
が

紙
づ

く
り

を
す

る
た

め
の

準
備

物
に

つ
い

て
説

明
を

す
る

。
“Y

ou
 c

an
 u

se
 th

is 
ne

t.”
と

⾔
う

。
指

導
者

自
身

が
作

っ
た

紙
を

見
せ

な
が

ら
“T

hi
s i

s m
y p

ap
er

.”と
⾔

う
。

ま
た

、
別

の
ク

ラ
ス

の
児

童
が

作
っ

た
紙

を
見

せ
な

が
ら

、
“T

he
se

 ar
e s

qu
ar

e, 
an

y s
ize

 is
 O

K.
 P

lea
se

 u
se

 th
e 

ne
t.”

と
語

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“A

re
 yo

u 
re

ad
y?

 I 
wi

ll 
sa

y o
ne

, t
wo

, t
hr

ee
, g

o. 
O

.K
?”

 “
O

ne
, t

wo
, t

hr
ee

, g
o.”

と
活

動
の

開
始

を
指

示
す

る
。

 
〇

児
童

は
立

ち
上

が
っ

て
活

動
に

入
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

た
ら

い
を

持
っ

て
“T

hi
s 

is 
wa

te
r.”

と
⾔

い
な

が
ら

一
つ

の
テ

ー
ブ

ル
に

置
く

。
“S

om
eb

od
y w

an
ts 

to
 us

e t
he

 n
et

？
”と

声
を

か
け

る
。

 
〇

指
導

者
は

、あ
る

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

、た
ら

い
の

液
体

を
触

り
な

が
ら

、“
It 

is  
to

o t
hi

ck
. P

ut
 w

ate
r 

m
or

e.”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

“T
hi

s p
ar

t i
s p

er
fec

t.”
と

上
手

に
や

っ
て

い
る

グ
ル

ー
プ

を
ほ

め
る

。
 

〇
児

童
は

、ほ
ぼ

中
国

語
で

話
し

て
い

る
。紙

に
し

わ
が

寄
っ

た
り

、水
気

を
撮

る
た

め
に

タ
オ

ル
で

押
し

付
け

す
ぎ

て
タ

オ
ル

に
一

部
が

く
っ

つ
い

て
き

て
し

ま
っ

た
り

で
う

ま
く

い
か

な
い

グ
ル

ー
プ

が
多

い
。

 
〇

指
導

者
は

、か
な

り
床

も
た

ら
い

の
液

体
等

で
汚

れ
る

が
終

始
に

こ
や

か
。指

導
者

は
、“

O
K.

 T
ha

t’s
 

all
 ri

gh
t. 

W
e a

re
 fi

ne
.”と

に
こ

や
か

に
各

グ
ル

ー
プ

の
様

子
を

見
な

が
ら

英
語

で
語

り
掛

け
る

。
 

〇
何

人
か

の
児

童
は

、
Bl

en
de

rを
使

っ
て

液
体

を
増

や
す

こ
と

に
挑

戦
し

て
い

る
。

 
〇

時
間

に
な

っ
た

の
で

終
了

す
る

。
 

授
業

の
特

徴
 

〇
後

半
に

活
動

が
あ

る
の

で
、

先
生

の
説

明
は

よ
く

聞
い

て
お

か
な

い
と

い
う

気
持

ち
が

強
い

た
め

か
、

英
語

も
よ

く
聞

い
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

実
物

を
示

し
な

が
ら

、
あ

る
い

は
実

際
に

活
動

し
な

が
ら

英
語

で
説

明
す

る
の

で
、

よ
く

理
解

で
き

て
い

る
。

 
優

れ
た

点
 

疑
問

点
 

〇
指

導
者

自
身

が
ダ

ウ
ン

サ
イ

ク
ル

の
活

動
を

楽
し

ん
で

い
る

の
が

児
童

に
も

伝
わ

っ
て

い
る

。
ミ

キ
サ

ー
を

安
く

手
に

入
れ

た
話

な
ど

に
児

童
が

ど
こ

ま
で

実
感

を
持

っ
た

理
解
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案

 
を

し
て

い
る

か
は

不
明

だ
が

、
先

生
が

楽
し

く
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

は
理

解
で

き
て

い
る

と
感

じ
た

。
授

業
が

終
わ

っ
て

か
ら

児
童

が
「

こ
の

授
業

は
楽

し
い

。
00

先
生

（
指

導
者

名
）

が
好

き
で

す
。」

と
２

人
の

児
童

が
英

語
で

話
し

て
く

れ
た

。
 

〇
指

導
者

は
、

一
時

間
通

し
て

す
べ

て
英

語
で

指
示

し
、

質
問

し
、

つ
ぶ

や
き

ま
で

も
英

語
で

⾔
っ

て
い

る
。児

童
が

自
発

的
に

英
語

を
使

っ
て

い
る

場
面

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

指
導

者
の

発
⾔

意
味

は
理

解
し

て
い

る
。

最
後

ま
で

活
動

に
よ

く
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

△
発

⾔
し

た
児

童
に

お
菓

子
が

配
ら

れ
た

。
こ

れ
は

日
本

で
は

な
い

こ
と

で
は

？
 

そ
の

他
 

・
使

わ
な

く
な

っ
た

古
布

や
洋

服
で

、
雑

巾
や

タ
オ

ル
を

作
成

す
る

ア
ッ

プ
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

バ
イ

ク
や

自
動

車
の

パ
ー

ツ
取

り
も

実
は

ダ
ウ

ン
サ

イ
ク

ル
で

あ
る

な
ど

、
リ

サ
イ

ク
ル

に
つ

い
て

か
な

り
細

か
く

学
ん

で
い

る
。

 
・

指
導

者
は

、
作

業
手

順
を

見
せ

な
が

ら
英

語
で

説
明

す
る

の
で

、
作

業
手

順
を

目
で

見
て

理
解

し
て

い
る

可
能

性
も

あ
り

、
ど

こ
ま

で
英

語
の

イ
ン

プ
ッ

ト
に

な
っ

て
い

る
の

か
は

、
不

明
で

あ
る

。
 

 No
. 

６
 

授
業

学
年

 
１

年
生

 

授
業

者
 

専
科

教
員

 
男

性
 

（
ネ

イ
テ

ィ
ブ

）、
学

級
担

任
 

女
性

 
科

目
 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

ク
ラ

ス
 

テ
ー

マ
 

海
の

生
き

物
と

⻲
の

体
の

つ
く

り
に

つ
い

て
知

ろ
う

。
 

具
体

的
な

内
容

 
〇

学
級

担
任

が
「

も
う

す
ぐ

授
業

が
始

ま
り

ま
す

。
準

備
し

席
に

着
き

ま
し

ょ
う

。」
と

中
国

語
で

子
ど

も
た

ち
に

指
示

す
る

。
 

〇
本

時
は

、
前

の
時

間
か

ら
続

い
て

い
る

。
そ

の
た

め
⿊

板
に

は
、

前
時

の
板

書
が

残
さ

れ
て

い
る

。
右

側
に

は
、

Isl
an

d,
 C

av
e, 

Fe
rry

, B
oa

tと
書

か
れ

て
い

る
。

簡
単

な
線

画
も

書
か

れ
て

い
る

。
左

側
に

は
、

su
nr

ise
, r

od
e t

he
 tr

ain
, lo

ok
-o

ut
, S

un
se

tと
書

か
れ

て
い

る
。

Su
nr

ise
 と

Su
ns

et
に

つ
い

て
は

、
線

画
が

書
か

れ
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

児
童

に
“G

oo
d a

fte
rn

oo
n,

 ev
er

yo
ne

.”と
挨

拶
す

る
。

児
童

の
多

く
は

、
そ

れ
に

対
し

て
“G

oo
d a

fte
rn

oo
n,

 M
r. 

00
(指

導
者

名
).”

と
挨

拶
を

返
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

児
童

の
書

き
か

け
の

絵
に

つ
い

て
“ W

e 
ar

e 
go

in
g 

to
 st

ar
t 

 d
ra

wi
ng

 sh
ee

ts 
m

or
e 

fiv
e m

in
ut

es
.”と

指
示

す
る

。
中

央
の

ス
ク

リ
ー

ン
に

は
、

タ
イ

マ
ー

が
大

き
く

表
示

さ
れ

る
。

 
〇

指
導

者
が

“F
ive

 m
in

ut
es

, a
nd

 fi
ni

sh
. O

K.
？

”と
⾔

う
と

、
一

人
の

児
童

が
“Y

a.”
と

反
応

し
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

前
の

机
を

指
さ

し
な

が
ら

“Y
ou

 ha
ve

 do
ne

, p
ut

 it
 he

re
.”と

指
示

す
る

。
す

ぐ
に

一
人

に
児

童
が

自
分

の
作

品
を

も
っ

て
指

導
者

に
渡

そ
う

と
す

る
。

特
に

⾔
葉

は
発

し
て

い
な

い
。

指
導

者
は

、
そ

の
作

品
を

み
て

、
“O

K.
”と

親
指

を
立

て
る

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

を
し

て
受

け
取

る
。

 

〇
担

任
は

、
カ

メ
ラ

で
各

児
童

の
作

品
を

写
真

に
撮

り
な

が
ら

中
国

語
で

励
ま

し
の

声
を

か
け

て
い

る
。 

〇
児

童
は

熱
心

に
描

き
続

け
る

。
繰

り
返

し
の

⾳
楽

が
か

か
っ

て
い

る
。

 
〇

後
１

分
ほ

ど
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
３

人
の

児
童

が
次

々
に

絵
を

提
出

す
る

た
め

に
指

導
者

の
と

こ
ろ

に
来

る
。

指
導

者
は

、
絵

を
見

て
、

に
こ

や
か

に
“G

oo
d”

と
⾔

っ
た

り
、

“O
K”

と
い

う
親

指
を

立
て

る
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

し
た

り
し

な
が

ら
受

け
取

っ
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

残
り

時
間

が
30

秒
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
“T

hi
rty

 se
co

nd
s. 

Th
irt

y S
ec

on
ds

.”と
ク

ラ
ス

全
体

に
声

を
か

け
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“If
 yo

u a
re

 do
ne

, r
ais

e y
ou

r h
an

ds
. I

 w
ill 

co
m

e.”
と

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

時
間

に
な

っ
た

の
で

、
“I’

m
 go

in
g t

o c
oll

ec
t s

he
et

s n
ow

.”と
指

示
し

、
前

の
左

列
か

ら
一

人
一

人
の

児
童

の
席

を
回

り
、

プ
リ

ン
ト

を
集

め
て

い
く

。
 

〇
指

導
者

は
、

集
め

な
が

ら
“I

t’s
 ti

m
e.”

 “
D

o 
yo

u 
ha

ve
 y

ou
r n

am
e?

” 
“P

lea
se

 g
ive

 m
e 

yo
ur

 
sh

ee
t.”

 “
Ve

ry
 go

od
. T

ha
nk

 yo
u.

”と
声

を
か

け
な

が
ら

プ
リ

ン
ト

を
集

め
て

い
く

。
 

〇
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
画

面
に

D
ra

w 
a F

ish
と

示
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

“C
an

 I 
ha

ve
 ev

er
yo

ne
’s 

att
en

tio
n,

 pl
ea

se
?”

と
指

示
す

る
。

児
童

は
、

静
か

に
し

て
い

る
が

、
特

段
集

中
力

が
高

ま
っ

た
様

子
に

も
見

受
け

ら
れ

な
い

。
 

〇
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

“L
et

’s 
try

 a…
”と

表
示

し
、

“N
ow

. W
e h

av
e l

itt
le 

wo
rd

s e
xe

rci
se

s.”
と

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
or

ks
he

et
”と

ス
ク

リ
ー

ン
に

表
示

し
た

直
後

に
練

習
用

紙
と

同
じ

も
の

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

す
。

そ
し

て
、

“L
et

’s 
sta

rt 
ou

t. 
Fi

rst
 th

in
g 

is 
wr

ite
 th

e n
am

e o
n 

th
e t

op
. M

y  n
am

e i
s 

00
(指

導
者

名
). 

M
y n

um
be

r i
s 0

.”と
⾔

い
な

が
ら

ス
ク

リ
ー

ン
に

指
導

者
の

例
を

書
き

込
ん

で
い

く
。

児
童

は
、

先
生

の
様

子
を

注
意

深
く

見
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

引
き

続
き

、
“T

he
 da

te
 is

 27
th

 to
da

y.”
と

⾔
い

な
が

ら
日

付
を

書
き

込
ん

で
い

く
。

 
〇

指
導

者
は

、“
No

.1 
Tr

ac
e t

he
 w

or
d.

”と
⾔

い
な

が
ら

魚
の

絵
を

指
さ

す
。児

童
の

何
人

か
は

、“
Fi

sh
”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
“W

e w
ill 

wr
ite

 th
e w

or
d,

 F
ish

.”⾔
い

な
が

ら
。

ス
ク

リ
ー

ン
に

“F
ish

”と
書

き
込

む
。

 
〇

指
導

者
は

、
二

つ
目

の
絵

を
指

さ
す

。
児

童
の

一
人

が
“S

ea
 tu

rtl
e.”

と
声

を
出

す
。

指
導

者
は

、
に

っ
こ

り
し

て
“Y

es
. S

ea
 tu

rtl
e.”

と
⾔

い
な

が
ら

ス
ク

リ
ー

ン
に

書
き

込
ん

で
い

く
。

児
童

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

書
か

れ
た

文
字

を
自

分
の

プ
リ

ン
ト

に
書

き
写

し
て

い
く

。
 

〇
指

導
者

は
、

“T
hi

s o
ne

 he
re

.”と
⾔

い
な

が
ら

フ
ェ

リ
ー

の
絵

を
指

さ
す

。
児

童
か

ら
反

応
が

な
い

。
指

導
者

は
、

⿊
板

に
右

側
に

書
か

れ
た

Fe
rry

の
文

字
と

絵
を

指
さ

し
な

が
ら

“B
ig  

bo
at.

 B
ig 

bo
at.

 
Lo

t o
f p

eo
pl

e. 
Lo

t o
f p

eo
pl

e g
o o

n 
it.

”と
⾔

う
。

一
人

の
児

童
が

“O
ne

 h
un

dr
ed

”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
そ

れ
に

対
し

て
“Y

es
, I

t m
ay

 b
e 

on
e 

hu
nd

re
d.

 C
an

 y
ou

 sa
y 

th
e 

wo
rd

?”
と

⾔
い

な
が

ら
Fe

rry
 の

文
字

を
指

さ
す

が
、

児
童

か
ら

は
発

⾔
は

な
い

。
 

〇
指

導
者

は
、

“F
er

ry
”と

⾔
う

と
数

人
の

児
童

が
繰

り
返

す
。

指
導

者
は

、
さ

ら
に

“F
er

ry
”と

⾔
う

と
１

回
目

よ
り

も
多

く
の

児
童

が
後

に
続

い
て

繰
り

返
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

“It
’s 

a F
er

ry
 b

oa
t. 

Fe
rry

 b
oa

t.”
と

繰
り

返
す

。
児

童
も

後
に

続
け

て
何

人
か

は
⾔

っ
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て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“F

er
ry

 is
 a 

bi
g b

oa
t.”

と
⾔

い
な

が
ら

、
綴

り
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

“F
er

ry
 B

oa
t”と

書
き

込
ん

で
い

く
。

 
〇

指
導

者
は

、
島

の
絵

を
指

さ
し

な
が

ら
“T

hi
s o

ne
 is

 he
re

.”と
⾔

う
。

児
童

の
数

人
が

“Is
lan

d”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“Y
es

. V
er

y g
oo

d.
 Is

lan
d”

と
⾔

い
な

が
ら

“Is
lan

d”
と

ス
ク

リ
ー

ン
に

書
き

込
む

。
 

〇
指

導
者

は
、

“I 
wi

ll a
dd

 a 
bo

nu
s h

er
e. 

Is 
an

yo
ne

 re
m

em
be

r w
ha

t c
an

 yo
u 

do
 th

is?
 W

alk
 to

 
th

e t
op

. W
ha

t d
o 

th
is?

”と
⾔

い
な

が
ら

あ
た

り
を

眺
め

る
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

し
て

見
せ

る
。

あ
る

児
童

が
“L

oo
k”

と
⾔

う
。

そ
の

直
後

に
別

の
児

童
が

, “
Lo

ok
 o

ut
.”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“Y
es

.  G
oo

d.
 

Lo
ok

 ou
t.”

と
⾔

い
な

が
ら

ス
ク

リ
ー

ン
に

書
き

込
む

。
 

〇
指

導
者

は
、

書
き

終
わ

っ
た

後
で

、
“L

oo
k o

ut
.”と

繰
り

返
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
の

下
方

に
台

湾
の

地
図

を
示

す
。

そ
し

て
、

“D
ra

w 
it 

he
re

.”と
そ

の
地

図
を

書
き

写
す

よ
う

に
指

示
す

る
。

児
童

の
何

人
か

が
“A

h~
m

m
n”

と
⾔

う
声

を
上

げ
て

大
変

な
作

業
だ

と
い

う
気

持
ち

を
表

し
た

。指
導

者
は

、そ
れ

を
受

け
て

、“
Ju

st  
try

 to
 dr

aw
 th

e o
ut

lin
e o

f t
he

 is
lan

d. 
Yo

u 
do

n’
t h

av
e t

o 
be

 in
 d

et
ail

. M
ay

be
, a

dd
 so

m
e w

at
er

 ar
ou

nd
 it

. D
ra

w 
a r

oa
d.

 M
ay

be
 a 

ro
ad

 is
 go

in
g d

ow
n.

”と
⾔

い
な

が
ら

島
の

形
を

書
き

写
す

し
、海

に
波

模
様

を
数

本
書

き
込

む
。児

童
の

何
人

か
は

、指
導

者
の

絵
を

み
て

笑
っ

て
い

る
。こ

の
程

度
の

絵
で

よ
い

の
で

あ
れ

ば
と

⾔
う

安
心

感
も

出
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
右

側
の

説
明

を
す

る
。

“T
he

n  
he

re
. P

lea
se

 d
ra

w 
a l

in
e t

o 
m

atc
h 

th
e 

ob
jec

ts.
”と

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

一
番

上
に

書
か

れ
た

単
語

Ca
ve

を
指

さ
し

、
“H

er
e.T

hi
s o

ne
 sa

ys
?”

と
児

童
に

尋
ね

る
。

児
童

の
多

く
が

“C
av

e”
と

⾔
う

。
右

列
に

は
、

絵
が

５
つ

並
ぶ

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
hi

ch
 on

e i
s t

he
 ca

ve
.”と

尋
ね

る
と

児
童

の
何

人
か

は
、

中
国

語
で

「
下

、
下

」
と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“T

hi
s o

ne
 .”

と
⾔

い
な

が
ら

、
Ca

ve
を

正
し

い
絵

と
線

で
つ

な
ぐ

。
 

〇
指

導
者

は
、

“I 
wi

ll h
an

d 
th

e s
he

et
s o

ut
. W

e c
an

 ge
t s

tar
t.”

 と
⾔

い
な

が
ら

、
児

童
に

プ
リ

ン
ト

を
配

布
す

る
。

 
〇

学
級

担
任

は
、児

童
が

書
く

準
備

が
で

き
て

い
る

か
、確

認
し

、支
援

の
必

要
な

児
童

に
は

声
を

か
け

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
児

童
に

プ
リ

ン
ト

が
行

き
わ

た
っ

た
こ

と
を

確
認

し
て

、
“F

irs
t  s

tar
t w

ith
 n

am
e a

nd
 

nu
m

be
r. 

An
d t

he
n 

th
e d

ate
.”と

指
示

す
る

。
 

〇
全

員
の

児
童

が
熱

心
に

取
り

組
む

。
 

〇
指

導
者

は
、

机
間

指
導

し
な

が
ら

状
況

の
確

認
を

す
る

。
 

〇
担

任
は

、
カ

メ
ラ

で
活

動
の

様
子

を
撮

り
な

が
ら

、
児

童
の

プ
リ

ン
ト

の
進

み
具

合
を

確
認

し
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“If
 yo

u a
re

 on
 th

e b
ac

k s
id

e, 
pl

ea
se

 ch
an

ge
 th

e w
or

d w
alk

. W
alk

.”と
歩

く
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

し
な

が
ら

⾔
う

。
 

〇
早

め
に

書
き

終
わ

っ
た

児
童

は
、

指
導

者
に

合
図

を
し

て
手

渡
す

。
 

〇
指

導
者

は
、終

わ
っ

て
い

な
い

児
童

の
と

こ
ろ

に
行

っ
て

声
を

か
け

る
。そ

の
児

童
が

書
き

終
わ

っ
た

プ
リ

ン
ト

を
受

け
取

る
。

 
〇

５
分

ほ
ど

た
っ

て
、

終
わ

っ
た

児
童

は
、

中
国

語
で

友
達

と
お

し
ゃ

べ
り

し
て

い
る

。
 

〇
学

級
担

任
は

、
席

に
着

く
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

が
、

“I 
ha

ve
 ev

er
yo

ne
 sh

ee
ts,

 A
re

 yo
u 

O
K?

”と
回

収
忘

れ
が

な
い

か
確

認
す

る
。

指
導

者
が

“O
K?

”と
親

指
を

立
て

な
が

ら
全

員
に

聞
く

と
、

“O
K.

”と
反

応
す

る
児

童
が

何
人

か
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
Se

a T
ur

tle
s!と

い
う

文
字

と
ウ

ミ
ガ

メ
の

絵
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

映
し

出
し

、
“N

ow
,  W

e 
wi

ll t
ak

e a
 lo

ok
 at

 Se
a T

ur
tle

s.”
と

⾔
う

。
一

人
に

児
童

が
、

“S
ea

 T
ur

tle
!”と

繰
り

返
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
e w

ill 
lea

rn
 ab

ou
t p

ar
ts 

of
 a 

se
a t

ur
tle

.”と
⾔

い
な

が
ら

画
面

の
Pa

rts
 of

 a 
se

a 
tu

rtl
e.の

発
⾳

に
合

わ
せ

て
指

さ
し

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“D

o y
ou

 kn
ow

 th
e w

or
d p

ar
ts 

? 
Is 

an
yo

ne
 kn

ow
 th

e w
or

d p
ar

ts？
”と

尋
ね

る
。

児
童

の
何

人
か

が
体

の
部

分
を

指
さ

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
“Y

es
. M

y b
od

y’s
 p

ar
ts  

ar
e l

eg
s, 

m
y a

rm
s, 

he
ad

, m
y h

an
ds

, m
y t

ee
th

, m
y e

ye
s, 

an
d m

y m
ou

th
. T

he
se

 ar
e p

ar
ts 

of
 m

e.”
と

自
分

の
体

の
部

分
を

指
さ

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

ウ
ミ

ガ
メ

の
頭

の
部

分
の

拡
大

さ
れ

た
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

示
し

て
、

“N
ow

 w
e a

re
 

loo
kin

g o
ut

 th
e p

ar
ts 

of
 se

a t
ur

tle
.”と

指
示

す
る

。
 

〇
“L

et
’s 

sta
rt 

wi
th

 th
is 

pa
rt.

 A
ny

on
e k

no
w 

th
is 

pa
rt.

” 
と

尋
ね

る
と

、
一

人
の

児
童

が
“M

ou
th

”
と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“Y

a.”
と

答
え

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
Be

ak
と

⾔
う

文
字

を
示

し
て

、
“W

e c
an

 ca
ll i

t B
ea

k”
と

⾔
う

。
 

〇
直

後
に

指
導

者
は

、
“B

ea
k”

と
２

回
⾔

う
と

、
児

童
は

、
“B

ea
k”

と
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
“Is

 a
ny

on
e 

kn
ow

 w
ha

t o
th

er
 a

ni
m

als
 h

av
e 

be
ak

？
”と

２
回

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“S
ha

rk
”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“N

ot
 sh

ar
k. 

fly
 fl

y”
と

手
で

翼
を

は
た

め
か

せ
る

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

ヒ
ン

ト
を

与
え

る
と

、
児

童
の

一
人

が
“B

ird
”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
Bi

rd
s h

av
e 

be
ak

s.と
い

う
文

字
と

鷲
と

ペ
リ

カ
ン

の
く

ち
ば

し
の

写
真

を
示

し
て

、
“B

ird
s a

lso
 ha

ve
 be

ak
s.”

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
be

ak
と

⿊
板

に
書

く
。

 
〇

指
導

者
は

、
Bi

rd
s h

av
e 

be
ak

s.と
書

か
れ

、
12

種
類

の
鳥

の
く

ち
ば

し
の

絵
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

示
す

。
指

導
者

は
、

“B
ea

ks
, B

ea
ks

”と
繰

り
返

し
て

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、A

ni
m

als
 H

ea
ds

と
い

う
文

字
と

、1
2種

類
の

動
物

の
頭

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
、“

W
e  

als
o l

oo
k a

t h
ea

ds
. C

an
 w

e s
ay

 he
ad

?”
 と

指
示

す
る

。
児

童
は

、
“H

ea
d”

と
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
“W

ha
t a

ni
m

als
 th

es
e a

re
?”

と
尋

ね
る

と
、

児
童

の
何

人
か

は
、

“Y
a.”

と
答

え
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

ラ
イ

オ
ン

の
絵

を
指

さ
し

、
“W

ha
t is

 th
is?

”と
尋

ね
る

と
、

一
人

の
児

童
は

、
“I 

do
n’

t 
kn

ow
.”と

⾔
う

。
他

児
童

の
何

人
か

は
“ti

ge
r”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
ト

ラ
の

絵
を

指
さ

し
て

“W
ha

t i
s t

hi
s?

”と
尋

ね
る

と
、

児
童

の
何

人
か

は
“ti

ge
r”と

答
え

る
。
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〇
指

導
者

は
、

ラ
イ

オ
ン

と
ト

ラ
の

絵
み

て
、

区
別

が
難

し
い

の
で

、
“It

‘s 
ha

rd
 on

e. 
I d

on
’t k

no
w.

”
と

⾔
い

、
次

の
絵

に
話

題
を

移
し

た
。

 
〇

指
導

者
は

、
猿

の
絵

を
指

さ
し

て
“W

ha
t is

 th
is?

”と
尋

ね
る

と
、

児
童

の
多

く
は

、
“M

on
ke

y”
と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
が

白
熊

の
絵

を
指

さ
し

な
が

ら
“W

ha
t i

s t
hi

s?
”と

尋
ね

る
と

、
児

童
の

多
く

は
、

“B
ea

r”と
答

え
る

。一
人

が
“P

ola
r B

ea
r”と

答
え

る
と

、指
導

者
は

、 
“V

er
y g

oo
d.

 T
hi

s  i
s w

hi
te

. I
t’s

 pr
ob

ab
ly 

a p
ola

r b
ea

r.”
と

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

コ
ア

ラ
の

絵
を

指
さ

し
“T

hi
s o

ne
 is

 h
er

e.”
と

尋
ね

る
と

、
児

童
の

何
人

か
が

中
国

語
で

「
コ

ア
ラ

」
と

答
え

て
い

る
。

数
人

の
児

童
が

“K
oa

la”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“V
er

y G
oo

d.
 K

oa
la”

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
茶

⾊
の

ク
マ

を
指

さ
し

て
、

“W
ha

t i
s t

hi
s?

”と
尋

ね
る

と
、

児
童

“B
ea

r”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
特

に
繰

り
返

さ
な

い
。

 
〇

指
導

者
は

、
ビ

ー
バ

ー
の

絵
を

指
さ

し
“W

ha
t is

 th
is?

”と
尋

ね
る

と
、

児
童

は
わ

か
ら

な
い

様
子

で
い

る
。

指
導

者
は

、
“It

 ch
ew

s t
hi

ng
s. 

Th
ey

 ch
ew

s t
hr

ee
s. 

Th
ey

 m
ak

e d
am

s. 
Th

ey
 m

ak
e b

ig 
da

m
s. 

It 
ha

s a
 b

ig 
tai

l.”
と

ヒ
ン

ト
を

与
え

る
。

指
導

者
は

、
“B

ea
ve

r. 
Pl

ea
se

 sa
y b

ea
ve

r,”
と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
象

の
絵

を
指

さ
し

て
“W

ha
t i

s t
hi

s?
”と

尋
ね

る
と

、
多

く
の

児
童

が
“E

lep
ha

nt
”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“B

ig.
 V

er
y v

er
y b

ig.
 E

lep
ha

nt
.”と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、サ

ル
の

絵
を

指
さ

し
て

“W
ha

t is
 th

is?
”と

尋
ね

る
と

、多
く

の
児

童
が

“M
on

ke
y”

と
答

え
る

。指
導

者
は

、“
Ya

. M
on

ke
y. 

Sm
ili

ng
 m

on
ke

y.”
と

ニ
ッ

コ
リ

し
た

サ
ル

の
絵

を
指

し
な

が
ら

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

パ
ン

ダ
の

絵
を

指
さ

し
て

“W
ha

t i
s t

hi
s?

”と
尋

ね
る

と
、

多
く

の
児

童
が

“P
an

da
”と

答
え

る
。

特
に

く
り

返
し

は
指

示
し

な
い

。
 

〇
指

導
者

は
、

ク
マ

の
絵

を
指

さ
し

て
“W

ha
t i

s t
hi

s?
”と

尋
ね

る
と

、
多

く
の

児
童

が
“B

ea
r”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“Y

a. 
Th

is 
is 

a b
ea

r, 
to

o. 
Th

es
e a

re
 an

im
als

’ h
ea

ds
.”と

自
分

の
頭

を
さ

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、S

ea
 T

ur
tle

 H
ea

dと
書

か
れ

海
の

中
に

い
る

大
き

な
⻲

の
写

真
映

像
を

提
示

し
な

が
ら

、
“S

ea
 tu

rtl
e 

he
ad

s.”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

写
真

に
出

て
く

る
頭

の
部

分
に

つ
い

て
ピ

ン
ク

の
丸

が
込

み
を

し
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、3

頭
の

⻲
の

頭
を

指
さ

し
な

が
ら

“H
ea

d”
, “

He
ad

”, 
“H

ea
d”

と
確

認
す

る
。最

後
の

頭
は

大
き

い
の

で
、

“W
e c

an
 se

e t
he

 ey
es

, a
nd

 a 
be

ak
. P

ro
ba

bly
 al

l t
hi

ng
s a

re
 on

 h
ea

d.
”と

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、F

lip
pe

rs
と

２
頭

の
⻲

が
海

を
泳

い
で

い
る

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

す
。ひ

れ
の

部
分

が
ピ

ン
ク

で
丸

囲
み

が
さ

れ
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
e a

re
 go

in
g t

o l
oo

k a
no

th
er

 pa
rt.

 It
 lo

ok
s l

ike
 ar

m
s a

nd
 le

gs
. F

lip
pe

rs.
”と

⾔
う

と
、

何
人

か
の

児
童

が
、

“F
lip

pe
rs.

”と
繰

り
返

す
。

 

〇
指

導
者

は
、

“T
he

y g
o 

wi
th

 fl
ip

pe
rs 

to
 sw

im
. S

wi
m

.”と
ひ

れ
を

使
っ

て
泳

ぐ
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
を

し
な

が
ら

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、一

頭
の

大
き

な
ウ

ミ
ガ

メ
が

泳
い

で
い

る
、そ

の
後

方
に

人
が

泳
い

で
い

る
写

真
を

提
示

す
る

。指
導

者
は

、f
lip

pe
rの

部
分

を
ピ

ン
ク

で
囲

み
な

が
ら

“T
he

se
 ar

e f
lip

pe
rs.

 L
oo

k a
t t

he
 m

an
.”

と
説

明
す

る
。

何
人

か
の

児
童

か
ら

“T
ea

ch
er

 00
（

指
導

者
名

）
”と

そ
の

泳
ぐ

人
を

先
生

で
は

と
い

う
声

が
上

が
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

そ
れ

に
対

し
て

に
っ

こ
り

し
な

が
ら

、
“N

o,  
it’

s n
ot

 m
e. 

Hu
m

an
. I

t i
s a

 pe
rso

n.
 O

n 
hi

s f
ee

t, 
th

ey
 ar

e a
lso

 ca
lle

d f
lip

pe
rs,

 T
he

y w
or

k j
us

t l
ike

 th
es

e f
lip

pe
rs.

”と
⻲

の
fli

pp
er

を
さ

し
な

が
ら

悦
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Sc
ut

es
と

⻲
の

甲
羅

の
絵

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
て

、
“S

cu
te

s. 
Ve

ry
 b

ig.
 O

ne
 T

wo
 

Th
re

e F
ou

r F
ive

 si
x”

と
甲

羅
を

数
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
別

の
甲

羅
全

体
が

み
え

る
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

映
し

出
し

、
児

童
と

一
緒

に
数

え
る

。
13

ま
で

⾔
い

終
わ

る
と

“C
an

 yo
u s

ay
 T

ur
tle

 Sc
ut

e?
”と

指
示

す
る

と
、

児
童

は
繰

り
返

す
。

  
〇

指
導

者
は

、
Sc

ale
s a

re
の

文
字

と
魚

、
魚

の
う

ろ
こ

の
拡

大
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

映
し

出
し

、
“T

he
se

 ar
e s

ca
les

. C
an

 w
e s

ay
 sc

ale
?”

と
指

示
す

る
と

児
童

は
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
“S

ca
les

 ar
e s

m
all

.fi
sh

 sc
ale

s a
re

 sm
all

. I
s a

ny
on

e f
elt

 th
e f

ish
 sc

ale
. H

av
e y

ou
 

ev
er

 to
uc

h t
he

 sc
ale

s?
 ”

と
尋

ね
る

と
、

数
人

の
児

童
が

中
国

で
あ

る
と

反
応

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“C
an

 w
e s

ay
 F

ish
 ha

ve
 sc

ale
s.”

と
指

示
す

と
何

人
か

の
児

童
が

繰
り

返
す

。
 

〇
指

導
者

は
、

“F
ish

 ha
ve

 sc
ale

s”
と

繰
り

返
す

よ
う

に
指

示
す

る
と

何
人

か
の

児
童

が
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、S
cu

te
s a

re
 B

ig
と

魚
の

う
ろ

こ
、⻲

の
甲

羅
の

拡
大

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
映

し
出

す
。  

〇
指

導
者

は
, “

Sc
ut

es
 ar

e b
ig.

 V
er

y v
er

y b
ig.

”と
⾔

う
と

何
人

か
の

児
童

は
繰

り
返

す
。

 
〇

指
導

者
は

、
”S

cu
te

s a
re

 bi
g. 

Sc
ale

s a
re

 sm
all

.”と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
Tu

ru
les

 h
av

e 
sc

ut
es

.と
魚

の
う

ろ
こ

、
⻲

の
甲

の
拡

大
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
に

提
示

し
、

“T
ur

tle
s h

av
e s

cu
te

s.”
と

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Sc
ut

es
 Sh

ell
⻲

の
甲

と
⻲

の
甲

羅
の

写
真

を
横

並
び

で
示

し
、

“T
he

se
 ar

e t
he

 sc
ut

e 
on

 th
e 

ba
ck

.”と
Sc

ut
es

を
指

さ
し

て
説

明
す

る
。

続
け

て
、

Sh
ell

 を
指

さ
し

て
、

“T
hi

s i
s c

all
ed

 
th

e 
wh

ole
 th

in
g 

ba
ck

 o
n 

th
e 

tu
rtl

e.”
と

説
明

し
て

、
Sh

ell
を

指
さ

し
児

童
に

⾔
っ

て
み

る
よ

う
に

促
す

。
1人

の
児

童
は

、
“S

cu
te

s”
と

⾔
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

そ
れ

に
対

し
て

“N
o, 

Sh
ell

, S
he

ll, 
Th

is 
is 

a s
he

ll. 
Tu

rtl
e h

as
 sh

ell
.”と

背
中

を
ま

げ
て

甲
羅

の
あ

る
場

所
を

示
し

な
が

ら
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“W

ho
le 

is 
sh

ell
, s

m
all

 se
cti

on
 is

 sc
ut

e.”
と

説
明

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

Se
a T

ur
tle

 Sh
ell

と
大

き
な

⻲
が

泳
い

で
い

る
写

真
を

ス
ク

リ
ー

ン
で

示
し

、
“S

he
ll  i

s 
th

is 
pa

rt.
”と

⾔
い

な
が

ら
、

ピ
ン

ク
の

線
で

写
真

の
甲

羅
部

分
を

囲
ん

で
い

く
。

“T
hi

s p
ar

t i
s t

he
 

sh
ell

. W
he

n 
he

 is
 sc

ar
ed

, h
e m

ov
es

 lik
e t

hi
s. 

Pr
ot

ec
tio

n.
 V

er
y h

ar
d.

”と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
Ta

il
と

⻲
の

し
っ

ぽ
の

写
真

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
、

“It
’s.

.”と
説

明
し

よ
う

と
す

る
と

、
何

人
か

の
児

童
が

, “
Ta

il”
と

⾔
う

。
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〇
一

人
の

児
童

が
, “

W
ha

t is
 th

is 
an

im
al?

”と
質

問
す

る
。

指
導

者
は

、
そ

れ
に

対
し

て
、

“to
rto

ise
, 

It  
loo

ks
 lik

e a
 tu

rtl
e. 

It 
wa

lks
 ve

ry
 sl

ow
. I

t i
s n

ot
 sw

im
m

er
. S

ea
 tu

rtl
e i

s a
 go

od
 sw

im
m

er
. S

ea
 

tu
rtl

es
 sw

im
 ve

ry
 w

ell
.”と

説
明

し
、

“C
an

 w
e s

ay
 to

rto
ise

?”
と

繰
り

返
す

よ
う

に
指

示
す

る
。

3回
繰

り
返

す
が

、
児

童
の

声
は

そ
れ

ほ
ど

大
き

く
は

な
い

。
 

〇
指

導
者

は
、S

ea
 T

ur
le 

Ta
ilと

ウ
ミ

ガ
メ

2頭
の

絵
を

並
べ

て
ス

ク
リ

ー
ン

に
提

示
し

、“
Se

a  t
ur

tle
. 

Ta
ils

 ar
e s

m
all

. V
er

y v
er

y s
m

all
.” 

〇
指

導
者

は
、T

ho
se

…
pa

rts
 of

 se
a t

ur
tle

sと
す

る
ス

ク
リ

ー
ン

に
提

示
し

、“
O

K.
 T

ho
se

 ar
e p

ar
ts 

of
 se

a t
ur

tle
s. 

W
e h

av
e t

he
 ti

m
e, 

th
re

e m
in

ut
es

 le
ft.

”と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
“I  

wa
nt

 to
 se

e y
ou

 to
m

or
ro

w.
 T

om
or

ro
w 

is 
ho

lid
ay

. I
 w

ill 
m

ee
t y

ou
 ne

xt 
we

ek
. 

Ne
xt 

we
ek

, W
e a

re
 go

in
g t

o d
o s

om
e a

cti
vit

ies
 w

ith
 se

a c
re

at
ur

es
. I

 sh
ow

 yo
u t

he
 ac

tiv
iti

es
.”

と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
ウ

ミ
ガ

メ
を

上
か

ら
見

た
絵

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
示

し
て

、
“I  

wi
ll s

ho
w 

yo
u t

he
 na

m
es

 
of

 th
e p

ar
ts 

of
 se

a t
ur

tle
. A

nd
 th

en
 p

lea
se

 sh
ow

 m
e y

ou
r d

ra
wi

ng
s.”

と
説

明
す

る
。

 
〇

指
導

者
が

、
“O

K?
”と

尋
ね

る
と

数
人

の
児

童
が

、
“Y

es
”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“O

K.
 T

ha
nk

 yo
u 

ve
ry

 m
uc

h.
”と

⾔
う

と
、

児
童

は
、

“T
ha

nk
 yo

u 
M

r. 
00

（
指

導
者

名
）

.”と
挨

拶
す

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
〇

教
材

が
自

作
で

、
絵

を
描

き
な

が
ら

活
動

に
参

加
す

る
の

で
、

全
員

に
達

成
感

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

集
中

力
も

持
続

す
る

。
 

〇
す

べ
て

の
指

示
を

英
語

で
行

っ
て

い
る

。
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
が

付
け

得
ら

れ
る

こ
と

が
し

ば
し

ば
あ

る
。

 
優

れ
た

点
 

疑
問

点
 

提
案

 

〇
専

科
教

員
と

学
級

担
任

の
連

携
が

よ
く

さ
れ

て
い

る
。英

語
の

指
導

は
、専

科
教

員
が

、
ク

ラ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
、学

級
担

任
が

担
う

と
い

う
役

割
分

担
の

よ
う

に
感

じ
ら

れ
る

。  
〇

指
導

者
が

、
児

童
一

人
一

人
を

大
切

に
し

て
、

丁
寧

に
か

か
わ

る
。

一
人

一
人

か
ら

プ
リ

ン
ト

を
受

け
取

る
と

き
も

丁
寧

に
ゆ

っ
く

り
と

語
り

か
け

て
い

る
。

 
〇

⻲
の

体
の

部
位

に
つ

い
て

、く
ち

ば
し

を
be

ak
と

い
い

、鳥
と

同
じ

⾔
い

方
を

す
る

こ
と

、
⻲

の
甲

羅
と

背
中

全
体

の
呼

称
は

違
う

な
ど

の
説

明
も

あ
る

。
 

そ
の

他
 

・
小

学
校

1年
生

で
⻲

の
体

の
つ

く
り

に
つ

い
て

ど
こ

ま
で

詳
し

く
学

ぶ
べ

き
な

の
か

不
明

。
 

 No
. 

７
 

授
業

学
年

 
１

年
生

 
授

業
者

 
女

性
、

英
語

専
科

教
員

 
担

任
は

教
室

内
の

机
で

事
務

仕
事

を
し

て
い

る
。

 
科

目
 

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

ク
ラ

ス
生

活
科

 
テ

ー
マ

 
I h

av
e t

ale
nt

s.私
に

で
き

る
こ

と
を

表
現

す
る

。
目

標
表

現
 

I c
an

 si
ng

. I
 ca

n d
ra

w.
 

I a
m

 go
od

 at
 〜

in
g. 

具
体

的
な

内
容

 

〇
指

導
者

は
、

ス
ク

リ
ー

ン
に

I c
an

 si
ng

.（
歌

を
歌

う
こ

と
が

で
き

る
。）

I c
an

 h
ul

a-
ho

op
.（

フ
ラ

フ
ー

プ
が

で
き

る
。）

な
ど

の
活

動
を

描
い

た
絵

を
映

し
出

す
。

そ
の

絵
は

、
12

枚
の

番
号

が
書

か
れ

た
カ

ー
ド

で
隠

さ
れ

て
い

る
。児

童
が

好
き

な
番

号
を

⾔
う

と
、先

生
が

そ
の

カ
ー

ド
を

取
り

除
く

。児
童

は
、

チ
ー

ム
で

で
き

る
だ

け
少

な
い

枚
数

の
カ

ー
ド

が
取

り
除

か
れ

た
場

面
で

I c
an

 …
.と

⾔
え

た
場

合
に

そ
の

チ
ー

ム
に

加
点

さ
れ

る
。

よ
り

多
く

の
ポ

イ
ン

ト
を

集
め

た
チ

ー
ム

が
勝

ち
と

な
る

と
い

う
ル

ー
ル

で
あ

る
。

 
〇

こ
の

活
動

の
後

で
、

同
じ

絵
を

使
っ

て
、

I a
m

 go
od

 at
 …

.と
⾔

い
換

え
て

い
く

。
た

く
さ

ん
練

習
し

た
後

、
指

導
者

が
、

“W
ha

t a
re

 y
ou

 g
oo

d 
at

?”
と

尋
ね

る
。

指
名

さ
れ

た
児

童
が

“I
 a

m
 g

oo
d 

at
 

ju
m

pi
ng

 ro
pe

.”と
発

⾔
す

る
と

、
指

導
者

は
、

同
じ

人
は

い
る

か
と

い
う

意
図

で
“I

 a
m

 g
oo

d 
at

 
ju

m
pi

ng
 ro

pe
. R

ais
e y

ou
r h

an
ds

.”と
語

り
か

け
る

。
児

童
は

、
近

く
の

友
達

と
情

報
交

換
す

る
。

そ
の

情
報

を
He

, S
he

を
使

っ
て

ク
ラ

ス
の

皆
に

報
告

し
合

う
。

 
〇

次
に

、
Ta

lk 
to

 yo
ur

 pa
rtn

er
. の

活
動

に
移

る
。

チ
ー

ム
内

で
お

互
い

に
自

分
が

得
意

な
こ

と
を

伝
え

る
。

も
し

、
英

語
で

⾔
え

な
い

こ
と

が
得

意
な

場
合

は
そ

の
部

分
は

中
国

語
で

⾔
う

。
指

導
者

が
、

“W
ha

t i
s h

e/
sh

e 
go

od
 a

t?
” 

と
あ

る
児

童
を

指
さ

す
と

、
そ

の
児

童
の

得
意

な
こ

と
を

聞
き

取
っ

た
別

の
児

童
が

、
“H

e/
Sh

e i
s g

oo
d a

t p
lay

in
g …

.”と
答

え
る

。
 

〇
最

後
に

、
“I 

wa
nt

 to
 tr

y…
.”を

⾔
っ

て
み

よ
う

と
英

語
で

語
る

。
そ

の
直

後
に

、「
今

は
で

き
な

い
け

れ
ど

、
や

っ
た

こ
と

な
い

け
れ

ど
と

い
う

こ
と

で
い

い
で

す
。」

と
中

国
語

で
指

示
す

る
。

 
〇

指
導

者
は

、９
つ

の
絵

が
描

か
れ

た
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

配
布

す
る

。児
童

は
、絵

の
中

で
自

分
が

や
っ

て
み

た
い

こ
と

が
描

か
れ

て
い

る
絵

を
切

り
取

る
。自

分
が

で
き

る
こ

と
、こ

れ
か

ら
や

っ
て

み
た

い
こ

と
を

プ
リ

ン
ト

に
絵

を
張

り
付

け
て

い
く

。
指

導
者

は
、

“C
ut

 th
e o

ne
 of

 th
em

 w
ith

 yo
ur

 sc
iss

or
s. 

An
d 

pu
t i

t o
n 

th
e s

he
et

 w
ith

 g
lu

e.”
と

ノ
リ

、
ハ

サ
ミ

を
使

っ
て

等
の

指
示

も
道

具
を

示
し

な
が

ら
英

語
で

す
る

。
 

指
導

者
は

、「
英

語
で

書
け

る
児

童
は

英
語

で
書

く
。中

国
語

で
書

い
て

も
よ

い
。」

と
中

国
語

で
指

示
す

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
〇

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
う

ま
く

使
っ

て
、

ゲ
ー

ム
を

し
な

が
ら

目
標

文
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。
 

〇
最

後
に

自
分

の
こ

と
を

表
現

す
る

時
間

を
設

定
し

て
い

る
。

絵
を

切
り

抜
き

な
が

ら
、

英
語

で
話

す
リ

ハ
ー

サ
ル

に
な

っ
て

い
る

の
か

も
し

れ
な

い
。

 
優

れ
た

点
〇

 
疑

問
点

△
 

提
案

？
 

〇
ゲ

ー
ム

の
ル

ー
ル

説
明

場
面

で
は

、
英

語
で

説
明

し
な

が
ら

カ
ー

ド
が

順
番

に
取

り
除

か
れ

て
い

る
過

程
を

示
し

た
。児

童
は

、最
初

は
理

解
が

十
分

で
な

か
っ

た
た

め
か

た
め

ら
い

が
あ

っ
た

。中
盤

か
ら

は
ほ

ぼ
全

員
が

ゲ
ー

ム
の

ル
ー

ル
を

理
解

し
て

、全
体

に
積

極
的

に
活

動
に

参
加

し
た

。
 

〇
あ

る
児

童
が

正
解

を
⾔

っ
た

後
、指

導
者

は
、絵

を
覆

っ
て

い
る

カ
ー

ド
を

取
り

除
く

度
に

“I 
ca

n 
…

.”と
児

童
の

発
⾔

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
正

し
い

英
文

を
⾔

っ
て

い
る

。  
〇

７
つ

の
チ

ー
ム

対
抗

の
た

め
も

あ
っ

て
か

、
ゲ

ー
ム

の
後

半
で

は
全

員
が

手
を

挙
げ

て
い

る
。
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〇
絵

を
隠

し
て

い
る

カ
ー

ド
を

取
り

除
い

て
も

、
そ

の
部

分
に

何
も

描
か

れ
て

い
な

い
場

合
あ

る
。

指
導

者
が

“N
ot

hi
ng

.”と
い

う
場

面
が

何
度

か
あ

っ
た

。
後

半
児

童
が

“N
ot

hi
ng

.”と
覚

え
た

ば
か

り
の

表
現

を
使

う
場

面
が

あ
っ

た
。

 
△

ヨ
ー

ヨ
ー

だ
け

で
伝

わ
る

の
で

、
児

童
は

、
単

語
だ

け
で

情
報

を
伝

え
る

傾
向

が
あ

る
。

指
導

者
は

、
文

に
し

て
リ

キ
ャ

ス
ト

し
て

い
る

。
 

? I
 am

 go
od

 at
…

.を
活

用
す

る
場

面
で

は
、

最
初

at 
…

in
gの

形
に

な
り

に
く

い
。

ま
た

、
名

詞
の

ま
ま

で
も

hu
la-

ho
op

な
ど

名
詞

の
ま

ま
で

の
表

現
と

し
て

正
し

い
場

合
も

あ
る

の
で

、
理

解
が

難
し

い
。

 
そ

の
他

 
・

指
導

者
は

マ
イ

ク
を

使
っ

て
い

る
。児

童
が

大
き

な
声

で
発

⾔
す

る
た

め
、指

導
者

の
声

が
と

ど
か

な
く

な
る

こ
と

が
理

由
で

あ
る

と
⾔

う
。

 
〇

注
目

の
さ

せ
方

が
面

白
い

。指
導

者
が

掛
け

声
を

か
け

る
と

、児
童

が
そ

れ
に

答
え

る
よ

う
に

応
じ

る
。

T:
At

te
nt

ion
. S

s: 
At

te
nt

ion
. T

: L
oo

k a
t m

e. 
Ss

.: L
oo

k a
t y

ou
. 

 No
. 

８
 

授
業

学
年

 
５

年
生

 
 

授
業

者
 

女
性

、
英

語
専

科
教

員
と

担
任

 
科

目
 

Bi
lin

gu
al 

Cl
as

s 
テ

ー
マ

 
Be

 he
alt

hy
 

健
康

の
た

め
に

 
授

業
目

標
：

健
康

を
保

つ
た

め
に

ど
う

い
う

姿
勢

に
気

を
付

け
れ

ば
い

い
だ

ろ
う

か
。ま

た
、

バ
ッ

ク
パ

ッ
ク

の
背

負
い

方
に

つ
い

て
何

に
気

を
付

け
れ

ば
い

い
だ

ろ
う

か
。

 
使

用
す

る
語

彙
は

、
po

stu
re

, c
hi

n,
 fo

rw
ar

d h
ea

d,
 ro

un
de

d s
ho

ul
de

rな
ど

体
の

部
位

。
 

具
体

的
な

内
容

 
〇

指
導

者
が

、「
健

康
の

た
め

に
何

を
し

ま
す

か
。」

と
問

い
、男

子
児

童
全

員
が

⿊
板

に
思

い
た

こ
と

を
中

国
語

で
書

く
。

全
員

書
き

終
わ

っ
た

と
こ

ろ
で

、
指

導
者

は
、

中
国

語
を

英
語

に
⾔

い
換

え
な

が
ら

、
何

人
が

同
じ

こ
と

書
い

て
い

る
か

数
え

る
。

具
体

的
に

は
、

運
動

と
い

う
板

書
を

見
て

、
“e

xe
rc

ise
“と

⾔
っ

た
後

、
“H

ow
 m

an
y?

”と
尋

ね
な

が
ら

、
運

動
と

書
か

れ
た

文
字

に
チ

ョ
ー

ク
で

丸
を

付
け

な
が

ら
“O

ne
, t

wo
, t

hr
ee

, f
ou

r…
six

. E
xe

rc
ise

”と
⾔

う
。

他
に

“D
rin

k w
ate

r” 
“D

on
’t  

pl
ay

 to
o m

uc
h 

m
ob

ile
 p

ho
ne

 ga
m

es
.” 

“W
atc

h g
am

es
 to

o m
uc

h.
”な

ど
が

あ
げ

れ
た

。
 

〇
ス

ク
リ

ー
ン

に
“W

ha
t a

cti
on

s c
an

 w
e 

ta
ke

?”
と

タ
イ

ト
ル

が
表

示
さ

れ
そ

の
下

に
４

つ
の

場
面

 
“e

at 
he

ath
y f

oo
d”

 “e
xe

rc
ise

” 
“ta

ke
 a 

br
ea

k”
 “

ge
t e

no
ug

h s
lee

p”
が

絵
と

と
も

に
示

さ
れ

る
。

指
導

者
が

読
み

上
げ

、
児

童
は

繰
り

返
え

す
。

 
〇

ス
ク

リ
ー

ン
に

“T
he

re
 is

 on
e m

or
e a

cti
on

 w
e c

an
 ta

ke
.”と

２
つ

の
絵

「
よ

い
姿

勢
」

と
「

悪
い

姿
勢

」
を

示
す

。
絵

の
下

に
は

“h
av

e g
oo

d 
po

stu
re

s”
と

書
か

れ
て

い
る

。
中

国
語

で
よ

い
姿

勢
と

悪
い

姿
勢

に
つ

い
て

今
日

は
考

え
て

い
こ

う
と

話
す

。
 

〇
ス

ク
リ

ー
ン

に
男

子
が

、
よ

い
姿

勢
で

座
る

絵
と

猫
背

に
な

っ
て

い
る

絵
が

示
さ

れ
る

。
指

導
者

は
、

“W
hi

ch
 is

 go
od

?”
と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
の

何
人

か
が

、
“L

eft
”と

答
え

る
。

 
〇

ス
ク

リ
ー

ン
に

成
人

男
性

が
よ

い
姿

勢
の

椅
子

に
座

る
絵

と
猫

背
で

座
る

絵
が

示
さ

れ
る

。
指

導
者

は
、

“W
hi

ch
 is

 go
od

?”
と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
の

何
人

か
が

、
“L

eft
”と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、悪
い

姿
勢

と
良

い
姿

勢
の

ポ
イ

ン
ト

を
英

語
で

説
明

す
る

。ス
ク

リ
ー

ン
に

抽
象

化
さ

れ
た

悪
い

姿
勢

の
絵

が
示

さ
れ

る
。

“F
or

wa
rd

 H
ea

d”
と

⾔
っ

た
後

で
、「

肩
よ

り
頭

が
前

に
出

す
ぎ

て
い

る
の

は
よ

く
な

い
。」

と
中

国
で

説
明

す
る

。
 

〇
続

け
て

、
“r

ou
nd

ed
 sh

ou
ld

er
” 

“h
un

ch
ba

ck
”も

姿
勢

と
し

て
よ

く
な

い
こ

と
中

国
語

で
説

明
す

る
。

“T
ha

t p
os

tu
re

 is
 n

o g
oo

d.
”と

⾔
っ

て
英

語
で

読
み

上
げ

る
。

 
〇

ス
ク

リ
ー

ン
に

“G
oo

d 
St

an
di

ng
 P

os
tu

re
”と

示
さ

れ
、

女
性

が
よ

い
姿

勢
で

立
っ

て
い

る
写

真
が

示
さ

れ
る

。
加

え
て

1.s
tan

d 
up

 st
ra

igh
t. 

と
示

さ
れ

る
。

指
導

者
は

、
“E

ar
, s

ho
ul

de
r, 

hi
p,

 an
kle

 
ar

e s
tra

igh
t o

n.
”と

⾔
う

。
次

に
2.c

hi
n t

uc
ks

 an
d s

ho
ul

de
rs 

do
wn

.と
示

さ
れ

る
。

指
導

者
は

、
顎

が
上

が
っ

た
り

、肩
に

力
が

入
っ

た
り

、上
が

り
が

ち
に

な
っ

て
た

り
し

て
い

る
悪

い
例

を
示

し
な

が
ら

“2
. c

hi
n 

tu
ck

s a
nd

 sh
ou

lde
rs 

do
wn

.”と
⾔

う
。

次
に

３
. b

od
y w

eig
ht

 go
es

 to
 yo

ur
 fe

et
 ev

en
ly.

と
表

示
さ

れ
る

。
ev

en
ly

に
つ

い
て

児
童

に
繰

り
返

し
⾔

わ
せ

て
か

ら
、

指
導

者
が

自
ら

ev
en

ly 
で

あ
る

状
態

と
no

t e
ve

nl
y 

で
あ

る
状

態
を

示
す

。
 

〇
指

導
者

は
、児

童
を

起
立

さ
せ

て
、よ

い
姿

勢
で

立
つ

よ
う

に
指

示
す

る
。直

前
に

説
明

し
た

ス
ク

リ
ー

ン
1, 

2, 
3を

再
度

示
し

な
が

ら
よ

い
姿

勢
で

立
つ

と
き

に
注

意
事

項
を

英
語

で
確

認
す

る
。

 
〇

指
名

さ
れ

た
児

童
（

以
下

「
代

表
児

童
」）

が
前

に
出

て
、

よ
い

姿
勢

で
立

っ
て

い
る

か
ど

う
か

確
認

す
る

。
そ

の
際

、
指

導
者

は
、

他
の

児
童

に
対

し
て

、
代

表
児

童
が

よ
い

姿
勢

で
立

つ
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

1,2
,3

を
順

番
に

読
み

上
げ

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

〇
⻑

い
棒

を
代

表
児

童
の

横
に

あ
て

て
、

よ
い

姿
勢

で
あ

る
こ

と
を

“E
ar

, s
ho

ul
de

r, 
hi

p,
 a

nk
le 

ar
e 

str
aig

ht
 on

.”と
確

認
し

て
い

く
。

 
〇

ス
ク

リ
ー

ン
に

“G
oo

d S
tan

di
ng

 P
os

tu
re

 w
ith

 yo
ur

 ba
g o

n”
と

示
さ

れ
る

。
バ

ッ
ク

パ
ッ

ク
の

絵
と

“Is
 it 

he
av

y？
”も

示
さ

れ
る

。
指

導
者

が
、

“Is
 it

 he
av

y？
”と

児
童

に
問

う
と

、
何

人
か

は
、

“Y
es

.”
と

⾔
う

。
一

方
、

“N
o.”

と
⾔

う
児

童
も

い
る

。
 

〇
ス

ク
リ

ー
ン

に
バ

ッ
ク

パ
ッ

ク
を

背
負

っ
た

男
子

が
、

よ
い

姿
勢

で
立

つ
絵

と
猫

背
に

な
っ

て
い

る
絵

が
示

さ
れ

る
。

ま
た

、
ス

ク
リ

ー
ン

の
下

方
に

は
、

“T
ak

e  p
ict

ur
e f

or
 yo

ur
 p

ar
tn

er
 an

d 
po

st 
it 

on
 th

e c
om

pu
te

r”と
指

示
が

書
か

れ
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、バ

ッ
ク

パ
ッ

ク
を

背
負

っ
て

立
つ

よ
う

に
指

示
す

る
。や

や
肩

掛
け

部
分

が
⻑

く
て

姿
勢

が
よ

く
な

い
児

童
に

前
に

出
さ

せ
て

、「
こ

の
バ

ッ
ク

が
も

う
少

し
高

い
位

置
に

あ
れ

ば
よ

い
姿

勢
に

な
る

」
と

い
う

こ
と

を
中

国
語

で
説

明
す

る
。

 
〇

児
童

は
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

取
り

出
し

ペ
ア

で
写

真
を

撮
る

。
 

〇
指

導
者

は
、各

児
童

の
ペ

ア
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
児

童
の

写
真

を
確

認
し

て
い

く
。“

Sh
ou

ld
er

s.  
ne

ck
 

ar
e 

on
 st

ra
igh

t. 
Ve

ry
 g

oo
d.

”な
ど

と
英

語
で

コ
メ

ン
ト

し
な

が
ら

写
真

を
見

て
い

く
。

姿
勢

で
気

を
付

け
た

い
と

こ
ろ

が
あ

る
児

童
に

つ
い

て
は

、「
写

真
に

マ
ー

カ
で

少
し

首
を

後
ろ

に
し

よ
う

。」
な

ど
中

国
語

で
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

。ま
た

肩
掛

け
部

分
が

⻑
い

児
童

に
は

、肩
掛

け
部

分
を

短
く

し
て

も
う

一
度
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写
真

を
撮

っ
て

見
比

べ
る

よ
う

に
中

国
語

で
指

示
す

る
。

 
〇

ス
ク

リ
ー

ン
に

W
hi

ch
 is

 m
or

e a
ttr

ac
tiv

e?
と

い
う

タ
イ

ト
ル

と
２

人
の

女
優

が
示

さ
れ

る
。

一
方

は
真

す
ぐ

に
た

ち
、

も
う

一
方

は
ま

っ
す

ぐ
で

な
い

例
で

あ
る

。
ス

ク
リ

ー
ン

に
は

、
att

ra
cti

ve
 中

国
語

で
「

魅
力

的
」

も
示

さ
れ

る
。

続
け

て
、

男
性

俳
優

の
良

い
姿

勢
の

例
と

や
や

猫
背

ぎ
み

の
姿

勢
が

示
さ

れ
る

。
 

〇
ス

ク
リ

ー
ン

に
、

Le
t’s

 do
 th

e e
xe

rc
ise

 to
 fi

x i
t.と

い
う

タ
イ

ト
ル

と
、

頭
に

本
を

一
冊

載
せ

た
女

性
の

写
真

が
写

し
だ

さ
れ

る
。指

導
者

が
児

童
に

本
な

ど
１

冊
を

頭
に

載
せ

、本
を

落
と

さ
ず

歩
く

練
習

を
す

る
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

す
る

。ま
ず

、女
子

だ
け

列
を

作
っ

て
廊

下
ま

で
出

て
い

く
。続

け
て

男
子

も
同

じ
よ

う
に

列
を

作
っ

て
歩

く
。

廊
下

ま
で

出
て

行
っ

て
戻

っ
て

く
る

。
 

〇
指

導
者

が
、肩

を
上

げ
た

り
下

げ
た

り
の

練
習

の
大

切
さ

を
中

国
語

で
説

明
す

る
。ペ

ア
で

壁
を

使
っ

て
、

肩
が

丸
ま

ら
な

い
よ

う
に

気
つ

け
る

運
動

を
す

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

〇
グ

ル
ー

プ
で

壁
を

使
っ

て
肩

が
丸

ま
ら

な
い

よ
う

に
す

る
運

動
を

し
て

い
る

と
授

業
お

わ
り

の
時

間
に

な
り

終
了

す
る

。
 

授
業

の
特

徴
 

〇
指

導
者

は
、健

康
や

姿
勢

に
関

わ
る

英
語

の
語

彙
を

た
く

さ
ん

使
用

し
て

い
る

。児
童

は
聞

く
こ

と
を

中
心

と
し

て
、

そ
れ

ら
の

単
語

を
⾔

う
こ

と
は

あ
ま

り
な

い
。

 
〇

活
動

が
多

く
、

そ
の

活
動

の
指

示
を

ほ
ぼ

英
語

で
行

っ
て

い
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

疑
問

点
△

 
提

案
？

 

〇
元

気
な

女
性

の
先

生
が

明
る

く
進

め
て

い
く

。
 

〇
実

際
に

い
つ

も
行

き
帰

り
に

使
用

し
て

い
る

バ
ッ

ク
を

背
負

わ
せ

て
、2

人
組

に
な

っ
て

写
真

を
撮

り
、

そ
れ

を
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使
っ

て
共

有
し

合
う

。
 

〇
指

導
者

は
、

St
ra

igh
t u

p 
な

ど
、

児
童

が
⾔

い
に

く
い

と
こ

ろ
が

わ
か

る
と

繰
り

返
し

て
い

た
。

 
〇

多
く

の
活

動
が

行
わ

れ
て

い
て

、
そ

の
際

に
こ

の
時

間
に

大
切

に
し

て
い

る
英

語
を

繰
り

返
し

、
意

味
を

持
っ

て
使

っ
て

い
る

。
 

△
先

生
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
少

し
外

れ
か

け
る

児
童

も
い

る
。

 
？

女
優

、俳
優

の
示

さ
れ

た
例

は
、児

童
は

少
し

納
得

の
い

か
な

い
様

子
で

あ
っ

た
。俳

優
と

し
て

魅
力

的
な

ポ
ー

ズ
を

と
っ

た
一

瞬
を

切
り

取
っ

た
場

面
の

た
め

、
あ

る
人

物
の

姿
勢

を
良

い
悪

い
と

⾔
い

切
れ

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
。ま

た
、俳

優
さ

ん
の

美
し

さ
等

に
意

識
が

行
き

、
姿

勢
が

わ
か

り
に

く
い

か
も

し
れ

な
い

。
 

そ
の

他
 

・
指

導
者

の
声

が
大

き
く

よ
く

通
る

た
め

の
あ

っ
て

か
、

マ
イ

ク
は

使
っ

て
い

な
い

。
 

・
授

業
中

の
⿊

板
消

し
は

、
児

童
が

し
て

い
る

。
 

 No
. 

９
 

授
業

学
年

 
３

年
生

 
授

業
者

 
英

語
専

科
教

員
 

女
性

 
科

目
 

英
語

 
テ

ー
マ

 
時

間
の

⾔
い

方
に

慣
れ

る
。

 

具
体

的
な

内
容

 
〇

指
導

者
は

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
絵

本
W

ha
t’s

 th
e T

im
e, 

M
r. 

W
olf

? 
を

示
す

。
オ

オ
カ

ミ
が

食
事

を
よ

く
な

い
マ

ナ
ー

で
食

べ
て

い
る

様
子

が
描

か
れ

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“W

ha
t i

s M
r.W

olf
 do

in
g”

と
児

童
に

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“e
ati

ng
”と

答
え

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“Is

 M
r.W

olf
 w

ell
 be

ha
ve

d o
r n

au
gh

ty?
”と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
は

、
“N

au
gh

ty
”

と
答

え
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“A
 se

ns
e o

f r
itu

al 
or

 ca
su

al?
”と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“C
as

ua
l”と

答
え

る
。

指
導

者
は

、
“W

hy
？

”と
児

童
に

尋
ね

る
。

児
童

が
、

答
え

ら
れ

な
い

で
い

る
と

指
導

者
は

、「
フ

ォ
ー

ク
と

ナ
イ

フ
を

持
っ

て
い

る
。テ

ー
ブ

ル
ク

ロ
ス

が
掛

け
て

あ
る

し
、ワ

イ
ン

グ
ラ

ス
も

置
い

て
あ

る
。こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
rit

ua
lか

な
。」

と
中

国
語

で
説

明
す

る
。

児
童

は
、

静
か

に
聞

い
て

い
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

児
童

に
対

し
て

ペ
ア

で
一

台
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

使
う

の
で

棚
か

ら
持

っ
て

く
る

よ
う

に
指

示
す

る
。混

乱
す

る
こ

と
を

避
け

る
た

め
に

、あ
ら

か
じ

め
児

童
に

は
番

号
が

与
え

ら
れ

て
い

る
。そ

の
番

号
順

に
並

ぶ
よ

う
に

英
語

で
指

示
す

る
。

“R
ais

e 
yo

ur
 h

an
d.

”と
い

う
具

合
で

あ
る

。
児

童
は

静
か

に
並

ん
で

受
け

取
る

。
そ

の
際

も
指

導
者

は
、

“O
ne

 ,T
wo

，
Th

re
e…

.”と
声

を
か

け
な

が
ら

渡
す

。  
〇

指
導

者
は

、
ス

ク
リ

ー
ン

に
ed

 p
uz

zle
 1.

 O
pe

n 
yo

ur
 ca

m
er

a. 
 2

. T
yp

e t
he

 n
um

be
r o

f y
ou

r 
tab

let
.  

3. 
Jo

in
 op

en
 cl

as
s.と

書
か

れ
て

い
る

文
字

を
順

番
に

提
示

し
な

が
ら

、
口

頭
で

も
指

示
を

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、「

こ
の

画
面

に
行

け
た

と
思

う
け

れ
ど

、
行

け
て

い
な

い
人

は
⾔

う
よ

う
」

に
中

国
語

で
指

示
す

る
。

で
き

て
い

な
か

っ
た

１
ペ

ア
を

支
援

す
る

。
 

〇
ス

ク
リ

ー
ン

に
は

、こ
の

絵
本

の
英

語
の

読
み

聞
か

せ
を

し
て

い
る

映
像

が
映

し
出

さ
れ

る
。映

像
の

中
で

、読
み

手
で

あ
る

別
の

女
性

と
オ

オ
カ

ミ
が

英
語

で
や

り
取

り
な

が
ら

進
む

。例
え

ば
、オ

オ
カ

ミ
が

“I’
m

 h
un

gr
y. 

I’m
 h

un
gr

y.”
と

い
う

の
に

対
し

て
、

読
み

手
は

、
“O

k. 
Ca

lm
 do

wn
.”と

⾔
い

な
が

ら
、絵

本
の

オ
オ

カ
ミ

の
頭

を
な

ぜ
て

い
る

。頭
の

部
分

だ
け

が
布

で
立

体
に

な
っ

て
い

る
の

で
、な

ぜ
て

い
る

こ
と

が
よ

く
わ

か
る

。
寝

て
い

る
オ

オ
カ

ミ
が

目
覚

ま
し

て
起

き
よ

う
と

し
て

“W
ha

t  t
im

e 
is 

it 
no

w?
”と

い
う

と
読

み
手

は
、

“It
’s 

se
ve

n 
o’c

loc
k.”

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
読

み
聞

か
せ

映
像

を
止

め
て

、
“W

ha
t i

s t
he

 ti
m

e t
o w

ak
e u

p?
”と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
は

ペ
ア

に
な

っ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

上
で

、質
問

に
答

え
て

い
る

。相
談

し
て

い
る

と
い

う
よ

り
、自

信
の

あ
る

児
童

が
答

え
て

、も
う

一
人

が
そ

れ
を

見
守

る
。あ

る
い

は
、順

番
に

答
え

て
い

く
と

い
う

雰
囲

気
で

あ
る

。
以

下
質

問
に

は
す

べ
て

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
答

え
る

時
間

を
少

し
ず

つ
と

っ
て

い
る

。
ま

た
、

指
導

者
の

質
問

に
対

し
て

、
多

く
の

児
童

が
“It

’s 
se

ve
n 

o’c
loc

k.”
と

答
え

て
い

る
。

 
〇

再
び

読
み

聞
か

せ
を

し
て

い
る

映
像

が
映

し
出

さ
れ

る
。読

み
手

は
、朝

食
を

食
べ

よ
う

と
す

る
オ

オ
カ

ミ
に

対
し

て
、

“W
ha

t t
im

e i
s i

t, 
M

r. 
W

olf
?”

と
尋

ね
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
ha

t t
im

e i
s t

he
 br

ea
kf

as
t t

im
e？

”と
児

童
に

尋
ね

る
。

指
導

者
が

、
“P

lea
se

 te
ll 

m
e, 

wh
at 

tim
e i

s t
he

 b
re

ak
fas

t t
im

e？
”と

再
び

尋
ね

る
と

多
く

の
児

童
が

、
“It

's 
eig

ht
 o

'cl
oc

k.”
と

答
え

る
。

 
〇

再
び

読
み

聞
か

せ
映

像
が

映
し

出
さ

れ
る

。
読

み
手

は
、

“W
ha

t t
im

e t
o w

as
h t

he
 te

et
h.

”と
聞

い
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て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、
“W

ha
t t

im
e i

s i
t t

o b
us

h t
he

 te
et

h?
”と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
は

”It
’s 

te
n.

”と
答

え
て

い
る

。
絵

本
の

中
の

時
計

に
時

刻
が

表
示

さ
れ

、
英

文
も

書
か

れ
て

い
る

。
 

〇
再

び
読

み
聞

か
せ

を
し

て
い

る
様

子
が

映
し

出
さ

れ
る

。
読

み
手

は
、

“ W
ha

t i
s t

he
 tim

e t
o p

ut
 on

 
jac

ke
t?

”と
尋

ね
て

い
る

。
指

導
者

は
、

“W
ha

t t
im

e i
s i

t t
o p

ut
 on

 ja
ck

et
s?

” 
と

児
童

に
尋

ね
る

。
児

童
は

、
“It

’s 
te

n 
o’c

loc
k.”

 と
答

え
て

い
る

。
 

〇
再

び
読

み
聞

か
せ

を
し

て
い

る
様

子
が

映
し

出
さ

れ
る

。読
み

手
は

、“
It‘

s e
lev

en
 o’

clo
ck

. It
’s  

tim
e 

fo
r p

lay
sc

ho
ol.

”と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
pl

ay
sc

ho
ol

の
意

味
を

中
国

語
で

確
認

し
、

“k
in

de
rg

ar
de

n”
と

⾔
う

。
児

童
は

、
繰

り
返

す
。

 
〇

再
び

読
み

聞
か

を
し

て
い

る
映

像
が

映
し

出
さ

れ
る

。
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e, 
M

r. 
W

olf
?”

 
と

⾔
っ

た
と

こ
ろ

で
、

指
導

者
は

、
映

像
を

止
め

る
。

児
童

は
、

少
し

考
え

て
い

る
。

指
導

者
は

、
“It

’s 
tim

e f
or

…
?”

と
⾔

い
か

け
る

と
、

児
童

が
、

“L
un

ch
 tim

e”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“Y
es

, It
‘s 

lu
nc

h 
tim

e.”
と

⾔
っ

て
映

像
を

再
び

流
す

。
ビ

デ
オ

で
は

、
語

り
手

が
、

“It
’s 

fo
r l

un
ch

 ti
m

e. 
ha

m
bu

rg
er

, 
sa

lad
, c

ar
ro

t, 
ju

ice
, s

tra
wb

er
rie

s. 
Yu

m
-y

um
.” 

と
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、“
W

ha
t’s

 tim
e f

or
 lu

nc
h?

”と
改

め
て

児
童

に
尋

ね
る

。児
童

は
、“

It’
s t

we
lve

 O
’cl

oc
k.”

と
答

え
る

。
 

〇
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e M
r.W

olf
? I

t’s
 ti

m
e f

or
 a 

na
p!

”と
⾔

う
。

続
け

て
次

の
ペ

ー
ジ

に
移

る
。

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e M
r.W

olf
? I

t’s
 ti

m
e t

o r
ea

d a
 bo

ok
! C

an
 yo

u 
se

e t
hi

s b
oo

k?
”と

読
ん

で
い

る
本

の
タ

イ
ト

ル
に

注
目

す
る

よ
う

に
話

し
か

け
る

。
 

〇
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e M
r.W

olf
? I

t’s
 ti

m
e t

o c
lea

n t
he

 di
ni

ng
-ro

om
!”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

di
ni

ng
-ro

om
の

意
味

を
中

国
語

で
⾔

い
、

繰
り

返
す

よ
う

に
児

童
に

⾔
う

。
“d

in
in

g-
ro

om
”  

と
2回

繰
り

返
す

。
 

〇
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e M
r.W

olf
? I

t’s
 ti

m
e t

o f
et

ch
 th

e t
ab

le 
clo

th
!”と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

 “
fet

ch
 th

e t
ab

le 
clo

th
” 

と
2回

繰
り

返
し

、
児

童
は

そ
の

後
に

繰
り

返
す

。
 

〇
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e t
im

e M
r.W

olf
?”

と
⾔

う
。

指
導

者
は

、
 “

Th
ey

 w
ill

 co
ok

 fo
r d

in
ne

r.”
 

と
⾔

う
。

読
み

手
が

、
“It

’s 
tim

e t
o s

et
 th

e t
ab

le.
”と

⾔
う

。
 

〇
読

み
手

は
、

“W
ha

t’s
 th

e 
tim

e 
M

r.W
olf

? 
It’

s 
D

in
ne

r t
im

e!”
と

⾔
う

。
指

導
者

は
、

“L
as

t  
qu

es
tio

n.
 W

ha
t’s

 th
e d

in
ne

r t
im

e?
”と

児
童

に
尋

ね
る

。
考

え
る

時
間

を
取

っ
た

後
、

“P
lea

se
 te

ll 
m

e. 
W

ha
t’s

 th
e d

in
ne

r t
im

e?
” 

児
童

は
、

“S
ix 

o’c
loc

k.”
と

答
え

る
。

 
〇

指
導

者
は

、新
た

な
活

動
を

始
め

る
た

め
に

Q
R

コ
ー

ド
を

示
し

て
、各

ペ
ア

の
持

っ
て

い
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

そ
れ

を
読

み
込

む
よ

う
に

指
示

す
る

。
児

童
は

、
手

際
よ

く
Q

R
コ

ー
ド

を
読

み
取

と
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

全
員

が
読

み
込

ん
だ

こ
と

を
確

認
す

る
。

下
の

表
が

表
示

さ
れ

る
。

続
け

て
指

導
者

は
、

“Y
ou

 ca
n 

m
ov

e t
he

 p
ict

ur
es

 to
 u

se
. 

An
d 

yo
u 

ca
n 

us
e t

he
 p

en
 or

 p
en

cil
 to

 w
rit

e. 
Yo

u 
ca

n 
wr

ite
 th

e l
in

e. 
Yo

u c
an

 w
rit

e t
he

 ti
m

e. 
O

K.
 G

et
 st

ar
te

d.
”と

英
語

で
説

明
す

る
。

 
  

時
計

 
時

計
7:

00
 

時
計

6:
00

 
時

計
3:

00
 

時
計

9:
00

 
時

計
11

:0
0 

W
olf

の
行

動
の

絵
 

ベ
ッ

ド
で

起
き

上
が

る
絵

 
本

を
読

ん
で

い
る

絵
 

幼
稚

園
に

行
く

絵
 

夕
食

を
食

べ
て

い
る

絵
 

昼
食

を
食

べ
て

い
る

絵
 

英
語

の
表

現
 

It’
s t

im
e f

or
 

di
nn

er
 

It’
s 

tim
e 

to
 

ge
t u

p.
  

It’
s 

tim
e 

to
 

re
ad

 a 
bo

ok
.  

It’
s t

im
e f

or
 

pl
ay

sc
ho

ol 
It

’s
 

tim
e 

fo
r l

un
ch

. 
そ

れ
ぞ

れ
の

セ
ル

に
表

示
さ

れ
て

い
る

絵
や

文
字

は
自

由
に

入
れ

替
え

る
こ

と
が

で
き

る
。ま

た
、正

し
く

並
べ

替
え

が
で

き
た

ら
、そ

れ
ぞ

れ
の

ペ
ア

で
英

文
を

読
み

上
げ

て
、そ

れ
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

録
⾳

す
る

。
児

童
は

、
ペ

ア
で

相
談

し
な

が
ら

、
正

し
い

順
番

に
整

え
て

い
く

。
ペ

ア
に

よ
っ

て
は

、
一

つ
で

き
た

ら
読

ん
で

い
く

。
全

部
の

順
番

を
整

え
よ

う
と

し
て

困
っ

て
い

る
ペ

ア
も

あ
る

。
 

〇
指

導
者

は
、一

人
目

が
終

わ
っ

た
ペ

ア
は

手
を

挙
げ

て
と

い
う

。す
べ

て
の

ペ
ア

が
終

わ
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

も
う

一
人

が
読

み
上

げ
て

、
録

⾳
す

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
 

〇
児

童
は

、
声

が
大

き
く

な
る

。
 

〇
指

導
者

は
、ペ

ア
の

２
人

目
も

読
み

終
わ

っ
た

か
確

認
す

る
。２

つ
の

ペ
ア

が
終

わ
っ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
た

。指
導

者
は

、そ
の

２
つ

の
ペ

ア
ー

は
続

け
て

録
⾳

を
す

る
よ

う
に

指
示

す
る

。ま
た

終
わ

っ
て

い
る

ペ
ア

は
、タ

ブ
レ

ッ
ト

を
閉

じ
て

、全
体

で
答

え
の

確
認

を
す

る
こ

と
を

中
国

語
で

指
示

す
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“W
ho

 c
an

 h
elp

 m
e?

”と
全

体
に

声
を

か
け

る
と

一
人

の
男

子
児

童
が

手
を

挙
げ

る
。

そ
の

児
童

は
前

に
出

て
、

表
の

並
べ

替
え

を
す

る
。

一
番

上
の

時
計

の
並

べ
替

え
を

す
る

。
 

〇
前

に
出

た
児

童
は

、じ
っ

く
り

と
取

り
組

む
。２

人
目

の
女

子
児

童
は

挙
手

し
て

前
に

出
た

が
、な

に
も

し
な

い
で

立
っ

て
い

る
。

指
導

者
は

、
席

に
戻

る
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

す
る

 
〇

“L
et

’s 
ch

ec
k t

he
 an

sw
er

s.N
o.1

 is
. W

ha
t t

im
e i

s i
t?

 N
in

e.”
 

時
刻

を
並

べ
る

こ
と

が
難

し
い

様
子

。指
導

者
が

リ
ー

ド
し

て
、や

り
取

り
を

し
な

が
ら

フ
レ

ー
ズ

を
声

に
出

し
て

い
く

。指
導

者
は

、児
童

が
発

話
し

た
後

に
３

行
目

の
空

欄
に

な
っ

た
時

刻
の

部
分

に
数

字
を

書
き

込
ん

で
い

く
。

 
〇

一
番

か
ら

文
に

し
て

読
み

上
げ

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
児

童
は

、
“It

’s  
six

 o’
clo

ck
. I

t’s
 ti

m
e t

o g
et

 
up

.” 
“It

’s 
ni

ne
 o’

clo
ck

. I
t’s

 ti
m

e f
or

 br
ea

kf
as

t.”
 “I

t’s
 el

ev
en

 o’
clo

ck
. I

t’s
 ti

m
e f

or
 lu

nc
h.

” 
“It

’s 
tw

o o
’cl

oc
k. 

It’
s t

im
e t

o r
ea

d a
 bo

ok
.” 

“It
’s 

six
 o’

clo
ck

. I
t’s

 di
nn

er
 ti

m
e.”

 
〇

指
導

者
は

、
教

科
書

を
開

い
て

そ
れ

を
読

ん
で

い
く

よ
う

に
指

示
す

る
。

児
童

は
、

“I
t’s

 e
lev

en
 

fif
te

en
.”と

文
字

を
読

ん
で

い
く

。
文

字
と

絵
を

見
な

が
ら

英
語

を
発

話
し

て
い

る
。

 
〇

指
導

者
は

、こ
の

読
み

上
げ

た
内

容
に

つ
い

て
質

問
を

す
る

。質
問

は
、ス

ク
リ

ー
ン

に
も

文
字

が
表

示
さ

れ
る

。
指

導
者

が
、

“L
oo

k a
t B

ig 
Be

n.
 W

ha
t t

im
e i

s i
t?

” “
 W

he
re

 is
 B

ig 
Be

n?
”と

尋
ね

る
と

児
童

は
“A

”と
答

え
る

。そ
れ

に
続

け
て

、“
It’

s t
en

 th
irt

y.”
と

答
え

る
。指

導
者

は
、“

W
rit

e i
t d

ow
n  

wi
th

 yo
ur

 pe
nc

il.
”と

⾔
う

。
児

童
は

、
テ

キ
ス

ト
に

書
き

込
ん

で
い

く
。

ス
ク

リ
ー

ン
に

は
、

It’
s t

en
 

th
irt

y.と
表

示
さ

れ
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“L
et

’s 
try

 Q
ue

sti
on

 N
o.2

. W
he

re
 ar

e t
he

y d
oin

g?
”と

語
り

掛
け

る
。

ス
ク

リ
ー

ン
に

は
W

he
re

 ar
e t

he
y d

oin
g?

と
表

示
さ

れ
る

。
児

童
は

“T
he

y a
re

 go
in

g t
o B

uc
kin

gh
am

 P
ala

ce
.”
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と
答

え
る

。
 

〇
指

導
者

は
、

“S
ec

tio
n 3

. W
ho

 is
 hu

ng
ry

?”
 と

尋
ね

る
。

児
童

は
、

“A
bu

.”と
答

え
る

。
指

導
者

は
、

“A
bu

↑
“と

途
中

ま
で

⾔
い

か
け

る
。

児
童

は
、

“A
bu

 is
 hu

ng
ry

.”と
文

で
⾔

う
。

 
〇

指
導

者
は

、
“W

he
n i

s l
un

ch
tim

e a
t t

he
 pa

lac
e?

”と
語

り
掛

け
る

。
児

童
は

、
“E

lev
en

 fi
fty

.”と
い

う
。

指
導

者
は

、
fif

ty
の

声
が

小
さ

い
、

⾔
い

に
く

そ
う

な
こ

と
が

気
に

な
っ

た
の

か
、

“E
lev

en
?”

と
語

り
掛

け
る

。
児

童
は

、
“E

lev
en

 fi
fty

”と
⾔

い
な

お
す

。
指

導
者

は
、

“L
un

ch
tim

e  i
s a

t e
lev

en
 

fif
ty

.”と
⾔

い
な

が
ら

ス
ク

リ
ー

ン
に

文
を

示
す

。
 

〇
指

導
者

は
、教

科
書

を
ス

ク
リ

ー
ン

に
映

し
出

し
て

、時
刻

を
書

き
込

む
。児

童
も

自
分

の
教

科
書

に
同

じ
よ

う
に

時
刻

を
書

き
込

ん
で

い
く

。
 

〇
指

導
者

は
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

片
付

け
指

示
た

め
に

“T
hi

s i
s a

 ta
ble

t. 
ro

m
 1

to
 1

3.”
と

並
び

方
も

含
め

て
指

示
す

る
。

児
童

は
す

ぐ
に

ブ
レ

ッ
ト

を
持

ち
、

番
号

順
に

並
ぶ

。
手

渡
し

で
受

け
取

り
な

が
ら

“O
ne

, t
wo

, t
hr

ee
, f

ou
r, 

fiv
e…

, t
hi

rte
en

”と
⾔

う
。

 
〇

終
わ

り
に

挨
拶

を
す

る
。

 
授

業
の

特
徴

 
・

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

活
用

に
よ

っ
て

全
員

が
参

加
す

る
。

 
・

小
学

校
３

年
生

も
文

字
が

示
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、

書
く

こ
と

は
な

か
っ

た
。

 
・

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

イ
ン

グ
リ

ッ
シ

ュ
よ

く
使

わ
れ

て
い

る
の

で
授

業
の

ほ
と

ん
ど

 
英

語
で

す
す

め
ら

れ
て

い
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

疑
問

点
△

 
提

案
？

 

〇
1日

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

い
つ

、何
を

す
る

の
か

を
確

認
し

た
後

で
、表

を
正

し
く

作
り

な
お

す
活

動
を

2人
組

で
行

う
。

 
〇

絵
本

の
主

人
公

の
行

動
と

そ
の

時
刻

、
テ

キ
ス

ト
の

主
人

公
の

行
動

と
そ

の
時

刻
に

つ
い

て
声

に
出

し
て

⾳
読

、あ
る

い
は

語
る

の
で

、だ
ん

だ
ん

に
声

が
大

き
く

な
り

、自
信

を
も

っ
て

時
刻

に
つ

い
て

語
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
た

。
 

〇
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

る
ペ

ア
は

、
挙

手
し

て
指

導
者

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
求

め
て

い
る

。
 

〇
児

童
は

、タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
い

慣
れ

て
い

て
、道

具
と

し
て

活
用

し
て

い
る

様
子

が
う

か
が

え
る

。
 

△
ペ

ア
で

一
台

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
は

意
図

が
あ

る
の

か
。

 
そ

の
他

 
・

活
用

ビ
デ

オ
 

超
好

玩
的

英
文

绘
本

：
W

ha
t’s

 th
e t

im
e, 

M
r W

olf
? 
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20
24

年
8

月
13

日
確

認
）

 
 No

. 
１

０
 

授
業

学
年

 
６

 

授
業

者
 

ネ
イ

テ
ィ

ブ
教

員
（

以
下

EN
指

導
者

）
男

性
 

学
級

担
任

（
以

下
TN

指
導

者
）

男
性

 
科

目
 

体
育

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

ク
ラ

ス
 

 
テ

ー
マ

 
ラ

グ
ビ

ー
ボ

ー
ル

を
使

っ
て

競
争

ゲ
ー

ム
を

楽
し

も
う

。
英

語
で

応
援

し
て

み
よ

う
。

 
具

体
的

な
内

容
 

〇
EN

指
導

者
は

、
3人

の
児

童
（

男
子

1名
、

女
子

名
）

を
前

に
出

る
よ

う
に

指
示

す
る

。
準

備
体

操
の

見
本

を
示

す
。

ジ
ャ

ン
プ

し
な

が
ら

両
手

を
頭

の
上

で
あ

わ
せ

る
。

そ
の

際
パ

チ
ン

と
⾳

を
立

て
る

。
前

に
出

た
3人

児
童

に
は

大
き

な
声

で
掛

け
声

を
掛

け
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

 
〇

や
や

小
さ

め
の

声
で

掛
け

声
を

掛
け

て
い

た
児

童
に

“lo
ud

, l
ou

d.
 lo

ud
”と

に
こ

や
か

に
声

を
か

け
る

。
 

〇
EN

指
導

者
は

、
“イ

ー
、

ア
ー

ル
、

サ
ン

、
ス

ー
、

ウ
ー

、
リ

ュ
ー

、
チ

ー
、

パ
ー

、
on

e, 
tw

o, 
th

re
e,  

fo
ur

, f
ive

, s
ix,

 se
ve

n,
 ei

gh
t”と

中
国

語
と

英
語

の
両

方
で

掛
け

声
を

か
け

て
い

る
。

 
〇

EN
指

導
者

は
、

“O
K.

 S
to

p.
 B

ig 
ha

nd
s.”

と
⾔

い
な

が
ら

リ
ー

ダ
ー

と
な

っ
た

3人
対

し
て

拍
手

す
る

。
児

童
も

一
緒

に
拍

手
す

る
。

 
〇

EN
指

導
者

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
よ

う
に

な
っ

て
、

on
eと

⾔
っ

た
ら

少
し

前
か

が
み

に
、

tw
oと

⾔
っ

た
ら

も
う

少
し

深
く

、
th

re
e 

と
⾔

っ
た

ら
で

き
る

だ
け

深
く

前
屈

姿
勢

を
と

る
よ

う
に

、
fo

ur
 と

⾔
い

な
が

ら
体

を
大

き
く

そ
ら

せ
る

運
動

を
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
で

見
本

を
示

し
な

が
ら

指
示

す
る

。児
童

は
、

理
解

し
て

ロ
ボ

ッ
ト

ら
し

い
ぎ

こ
ち

な
い

ジ
ェ

ス
チ

ャ
ー

も
入

れ
な

が
ら

運
動

す
る

。
 

〇
EN

指
導

者
は

、中
国

語
で

地
面

に
両

手
を

付
き

、両
足

を
リ

ズ
ム

に
乗

せ
て

入
れ

替
え

る
運

動
を

す
る

よ
う

に
指

示
す

る
。前

に
い

る
3人

の
児

童
の

う
ち

、1
人

は
、号

令
を

数
字

で
か

け
る

よ
う

に
指

示
す

る
。

あ
と

人
の

児
童

に
は

、
他

の
児

童
の

運
動

の
様

子
を

見
て

間
違

っ
て

い
る

場
合

は
指

摘
し

て
あ

げ
る

よ
う

に
と

指
示

し
た

。号
令

を
か

け
る

児
童

は
、大

き
な

声
で

号
令

を
か

け
て

い
る

。様
子

を
見

る
児

童
2名

も
適

切
な

指
示

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

 
〇

EN
指

導
者

は
、

“O
K.

 St
op

. G
oo

d.
 B

ig 
ha

nd
s.”

と
⾔

い
な

が
ら

拍
手

す
る

。
児

童
も

一
緒

に
拍

手
し

て
い

る
。

 
〇

EN
指

導
者

は
、T

N
指

導
者

に
他

に
こ

こ
で

児
童

の
た

め
に

な
る

運
動

が
な

い
か

と
中

国
語

で
尋

ね
る

。
TN

指
導

者
は

、「
足

上
げ

運
動

」
を

中
国

語
で

提
案

す
る

と
EN

指
導

者
は

、
“O

K.
 H

an
ds

 up
.”

と
⾔

い
な

が
ら

見
本

を
示

す
。

掛
け

声
を

“O
ne

 tw
o 

th
re

e 
fo

ur
 fi

ve
 si

x s
ev

en
 ei

gh
t…

”と
か

け
て

い
く

。
TN

指
導

者
は

、
ス

ピ
ー

ド
を

上
げ

る
よ

う
に

と
中

国
で

⾔
う

。
そ

れ
に

応
じ

て
EN

指
導

者
の

数
字

の
掛

け
声

の
ス

ピ
ー

ド
が

速
ま

っ
た

。
 

〇
EN

指
導

者
は

、
“S

to
p.

 S
it 

do
wn

.”と
指

示
す

る
。

児
童

は
全

員
地

面
に

座
る

。
〇

続
け

て
EN

指
導

者
は

、今
日

の
ゲ

ー
ム

の
説

明
を

英
語

で
す

る
。“

St
ar

tin
g  p

oin
t i

s t
he

re
. T

he
 go

al 
is 

ov
er

 th
er

e. 
W

e u
se

 th
is 

ba
ll. 

Yo
u h

old
 th

e b
all

 , a
nd

 pa
ss 

it 
to

 th
e n

ex
t s

tu
de

nt
. I

f y
ou

 lik
e, 

yo
u c

an
 pa

ss 
it 

lik
e t

hi
s.”

指
導

者
も

児
童

も
ゴ

ー
ル

地
点

に
移

動
す

る
。

そ
こ

に
は

、
13

個
の

輪
が

地
面

に
置

か
れ

て
い

る
。

ま
た

、
2⾊

の
カ

ラ
ー

コ
ー

ン
た

く
さ

ん
あ

る
。

そ
こ

で
ゲ

ー
ム

の
説

明
が

あ
る

。
TN

指
導

者
は

、
輪

や
カ

ラ
ー

コ
ー

ン
が

見
え

る
と

こ
ろ

に
座

る
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

す
る

。
EN

指
導

者
は

、
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“A
re

 y
ou

 re
ad

y?
 R

em
em

be
r. 

He
re

 y
ou

 ca
n 

ge
t t

hi
s. 

Yo
u 

ca
n 

pu
t i

n 
th

e 
cir

cle
. G

irl
s’ 

ar
e 

gr
ee

n.
 B

oy
s’ 

ar
e y

ell
ow

. A
 gi

rl 
pu

t i
t l

ike
 th

is,
 an

d 
th

en
 a 

bo
y, 

Ca
n 

he
 p

ut
 it

 on
 th

is?
”と

問
う

。
女

子
置

い
た

コ
ー

ン
に

か
ぶ

せ
て

男
子

の
コ

ー
ン

を
置

け
ば

、
女

子
の

コ
ー

ン
の

数
ま

で
男

子
の

コ
ー

ン
数

に
な

る
と

い
う

こ
と

を
理

解
さ

せ
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

〇
続

け
て

、
EN

指
導

者
は

、
応

援
を

し
よ

う
と

語
り

掛
け

る
。

“W
hi

le  
pl

ay
in

g, 
I e

nc
ou

ra
ge

 yo
ur

 
sp

iri
ts.

 In
 P

.E
. G

o g
o. 

Yo
u a

re
 ou

tsi
de

. I
t’s

 O
K.

” 
〇

EN
指

導
者

は
ゲ

ー
ム

を
始

め
る

前
に

運
動

場
を

一
周

走
る

よ
う

に
“O

,K
.  L

et
’s 

ru
n.

 P
lea

se
 co

m
e 

ba
ck

 ov
er

 he
re

, a
nd

 ov
er

 he
re

.”と
指

示
す

る
。

 
〇

児
童

は
、運

動
場

を
一

周
走

っ
て

ゲ
ー

ム
ス

タ
ー

ト
地

点
に

戻
っ

て
く

る
。男

女
別

々
に

な
り

、ボ
ー

ル
を

1つ
ず

つ
手

に
す

る
。

男
子

児
童

は
楽

し
そ

う
に

ボ
ー

ル
を

渡
し

合
っ

た
後

、
一

連
に

座
る

。
 

〇
TN

指
導

者
が

、
中

国
語

で
ゲ

ー
ム

の
確

認
を

す
る

。
投

げ
て

も
い

い
け

れ
ど

、
受

け
取

る
児

童
は

ス
タ

ー
ト

ラ
イ

ン
か

ら
出

て
は

い
け

な
い

、ゴ
ー

ル
地

点
で

コ
ー

ン
を

渡
す

人
を

一
人

決
め

る
こ

と
な

ど
の

内
容

。
 

〇
ゲ

ー
ム

が
始

ま
る

と
児

童
は

楽
し

そ
う

で
あ

る
。

 
〇

NT
指

導
者

が
笛

を
吹

い
て

一
端

終
わ

り
。

“B
oy

s t
ea

m
 w

on
.”と

⾔
う

。
 

〇
TN

指
導

者
が

、
次

に
ゴ

ー
ル

で
コ

ー
ン

を
渡

す
人

が
そ

れ
ぞ

れ
一

人
ず

つ
行

く
よ

う
に

中
国

語
で

指
示

す
る

。
 

〇
2回

目
の

楽
し

そ
う

。
NT

指
導

者
は

、
英

語
で

Le
t’s

 go
な

ど
応

援
の

声
を

上
げ

る
が

、
児

童
の

応
援

が
英

語
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
は

確
認

で
き

ず
。

 
〇

3回
戦

目
。

カ
ラ

ー
コ

ー
ン

を
渡

す
人

交
代

す
る

。
児

童
は

楽
し

そ
う

。
運

動
量

も
多

い
。

ボ
ー

ル
が

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

な
動

き
を

す
る

の
で

、
遠

く
か

ら
投

げ
る

と
か

え
っ

て
遅

く
な

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

。
 

〇
NT

指
導

者
が

笛
を

吹
き

、試
合

終
了

を
宣

⾔
す

る
。続

け
て

4回
戦

目
を

始
め

る
。T

N
指

導
者

が
、

“G
o G

o G
o！

”と
応

援
す

る
。

児
童

は
疲

れ
て

い
る

せ
い

か
、

ス
ピ

ー
ド

は
少

し
落

ち
て

い
る

。
終

了
直

後
NT

指
導

者
は

、
“G

irl
 T

hr
ee

, B
oy

 O
ne

.”と
4戦

中
3戦

は
女

子
の

勝
ち

で
あ

る
こ

と
を

宣
⾔

す
る

。
 

〇
NT

指
導

者
は

、
コ

ー
ン

を
渡

す
児

童
に

対
し

て
“G

et
 u

p 
th

er
e”

と
⾔

い
な

が
ら

、
コ

ー
ン

を
置

く
位

置
を

前
に

す
る

よ
う

に
指

示
し

な
が

ら
置

き
場

所
を

変
え

る
。

男
子

児
童

は
自

ら
コ

ー
ン

を
持

っ
て

位
置

を
移

動
す

る
。

 
〇

5回
目

を
始

め
る

。
元

気
に

取
り

組
む

。
終

わ
り

の
笛

が
鳴

っ
て

、
“G

irl
 T

hr
ee

. B
oy

s T
wo

.”そ
の

あ
と

、
“B

e c
ar

efu
lly

. L
as

t g
am

e.”
カ

ラ
ー

コ
ー

ン
を

渡
す

児
童

も
交

代
す

る
。

児
童

の
ス

ピ
ー

ド
は

最
初

に
比

べ
て

落
ち

て
い

る
。

 
〇

6回
目

を
始

め
る

。
NT

指
導

者
が

終
了

の
笛

を
吹

く
。

“B
oy

s w
on

.B
oy

s w
on

.”と
⾔

う
。

3対
3

で
引

き
分

け
と

な
る

。
 

〇
全

員
集

合
し

て
挨

拶
す

る
。

NT
指

導
者

が
“G

oo
d 

tim
e. 

I h
ad

 fu
n.

”と
コ

メ
ン

ト
す

る
。

W
T

が
中

国
語

で
授

業
の

振
り

返
り

を
し

て
終

了
。

 

授
業

の
特

徴
 

〇
NT

が
英

語
で

ほ
ぼ

進
め

る
が

、
担

任
も

中
国

語
で

適
切

に
指

導
を

担
っ

て
い

る
。

 
〇

具
体

的
な

ゲ
ー

ム
の

説
明

は
英

語
ネ

イ
テ

ィ
ブ

教
師

が
説

明
す

る
。

中
国

語
話

者
教

師
が

大
切

な
と

こ
ろ

だ
け

⾔
い

直
す

。
 

〇
体

育
の

活
動

が
主

な
の

で
、

英
語

で
発

す
る

量
は

多
く

な
い

が
、

わ
か

っ
て

い
な

い
と

ゲ
ー

ム
が

で
き

な
い

大
切

な
情

報
も

あ
る

。
 

優
れ

た
点

〇
 

疑
問

点
△

 
提

案
？

 

〇
NT

が
新

し
い

ゲ
ー

ム
を

考
え

て
、

英
語

で
ル

ー
ル

説
明

を
し

て
い

る
。

 
〇

NT
と

TN
と

の
役

割
分

担
と

関
わ

り
方

が
互

い
を

尊
重

し
合

っ
て

い
て

よ
い

。
 

？
も

し
も

TN
が

ゲ
ー

ム
ル

ー
ル

を
中

国
語

で
説

明
し

な
い

と
ど

の
よ

う
な

展
開

に
な

る
の

だ
ろ

う
か

。
ま

た
、

指
導

者
に

は
ど

の
よ

う
な

不
安

が
あ

る
の

だ
ろ

う
か

。
 

？
男

女
別

で
な

く
、

混
合

チ
ー

ム
に

し
た

ら
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
効

果
と

し
て

あ
る

の
か

、
心

配
事

と
し

て
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
あ

る
の

か
。

 
そ

の
他

 
・

走
る

こ
と

、
グ

ル
ー

プ
で

協
力

す
る

こ
と

が
目

的
。

プ
ラ

ス
ラ

グ
ビ

ー
ボ

ー
ル

な
の

で
、

跳
ね

方
が

不
規

則
な

た
め

み
ん

な
で

協
力

し
合

う
必

要
が

あ
る

。
 

 


